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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 
内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 
（１） 本標準は、１９９９年３月に国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）ＳＧ１３会合で

承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６１０に準拠している。さらに、２０００年３月にＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１

３会合において承認された、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６１０ Ｃｏｒｒｉｇｅｎｄｕｍ１およびＡｄｄｅｎ

ｄｕｍ１に準拠している。 

 

２．上記国際勧告に対する追加事項等 

（１） 本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、下記項目についての記述を削除している。 

（ａ）７．１．２節の「セルベース伝送システム」の記述 

本項目を削除した理由：ＵＮＩおよびＮＮＩではセルベース物理レイヤは当面用いないため。 

（ｂ）８．２．２節の「セルベースオプション」の記述 

本項目を削除した理由：ＵＮＩおよびＮＮＩではセルベース物理レイヤは当面用いないため。 

 

３．改版の履歴 

 

版数 制定日 改版内容 

第１版 １９９４年１１月２４日 制定 

第２版 １９９６年 ４月２４日 対応する国際標準の改版に伴う修正 

第３版 １９９９年  ４月２２日 対応する国際標準の改版に伴う修正 

第４版 ２０００年１１月３０日 対応する国際標準における訂正と追記の追加に伴う修正

 

４．工業所有権 

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 

（１）以下の項目は本標準の継続検討課題である。 

（ａ）ＡＴＭレイヤよりも高位のレイヤの運用保守機能（１章） 

（ｂ）試験、故障点特定、性能測定のための追加ＯＡＭ機能及びＯＡＭ手順の失敗の検出方法（９．２節） 

（ｃ）ユーザセルの存在を考慮に入れないＡＩＳおよびＬＯＣ状態の遷移条件（９．２節） 

（ｄ）誤りブロック、損失／誤挿入セル以外の検出項目およびＯＡＭセルの帯域とＵＰＣ／ＮＰＣとの干

渉の解決（９．２．１．２節および９．２．２．２節） 

（ｅ）ＡＩＳ故障管理セルおよびＲＤＩ故障管理セルの故障種別および故障箇所フィールドのコーディン

グ方法（１０．２．１節） 

（ｆ）性能モニタリングセルにおけるタイムスタンプフィールドのコーディング方法 

     （１０．３．１節および１０．３．２節） 

（ｇ）性能モニタリング機能およびコンテニュイティチェック機能の起動停止手順における内部信号のパ

ラメータ（付属資料２） 

（ｈ）コネクションポイントがループバックセルのソースＩＤオプションをサポートしていない場合のソ

ースＩＤ領域の扱い（付属資料３） 

 

（２）参照している勧告・標準等 
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    ＴＴＣ標準：    ＪＴ－Ｉ３５６、ＪＴ－Ｉ３６１、ＪＴ－Ｉ３７１、ＪＴ－Ｉ４３２．１、 

              ＪＴ－Ｉ４３２．２、ＪＴ－Ｉ４３２．４、ＪＴ－Ｉ６３０、ＪＴ－Ｇ７０２、 

              ＪＴ－Ｇ７０３、ＪＴ－Ｇ７０７、ＪＴ－Ｇ７８３ 

    ＩＴＵ－Ｔ勧告：  Ｅ．１６４、Ｍ．２０、Ｍ．３０１０、Ｍ．３６００、Ｉ．３１１、 

              Ｉ．３２１、Ｉ．３２６、Ｉ．３５７、Ｉ．６０２、Ｉ．６０３、Ｉ．６０４、 

              Ｉ．６０５、Ｉ．６１０、Ｉ．７３２、Ｉ．７５１、Ｇ．７８４、Ｇ．８０４、 

              Ｇ．８０５、Ｇ．８３２ 

 

（３）本標準の章構成 

  本標準第 3 版以降の章構成は、第 2 版に対して 2 章、3 章、4 章が追加になっている。そのため、第 2 版

の 2 章以降に相当する内容は、第 3 版以降においてそれぞれ章番号が３つ繰り下げられている。 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６１０のＣｏｒｒｉｇｅｎｄｕｍ１とＡｄｄｅｎｄｕｍ１は、本標準において、それ

ぞれ付属資料ａ、付属資料ｂとして記載されている。 
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１．はじめに 
  本標準は、広帯域ＩＳＤＮの物理レイヤとＡＴＭレイヤの運用保守（ＯＡＭ）に必要となる機能を規定し

ている。これらの機能は、広帯域ＩＳＤＮで実現されるバーチャルパスコネクション（ＶＰＣ）とバーチャ

ルチャネルコネクション（ＶＣＣ）のＯＡＭに用いられる。本標準で記述されるメカニズム、機能、プロト

コルは、パーマネント型、セミパーマネント型、予約型及び交換型等の全てのタイプのＡＴＭコネクション

に対して適用される。しかしながら、交換型コネクションに対するＯＡＭ機能の一部制限または追加につい

ては、今後の検討課題である。 

  本標準には、ＡＴＭレイヤより高位のレイヤの運用保守機能は含まれておらず、今後の検討課題である。 

 

２．参照 
本標準において文中で参照している以下のＴＴＣ標準、ＩＴＵ－Ｔ勧告、その他の参照文献は、本標準の

規定を構成する内容を含んでいる。本標準出版の時点では、以下に示した版が有効である。すべてのＴＴＣ

標準、ＩＴＵ－Ｔ勧告、その他の参照文献は、改版される可能性があるため、本標準の読者に対して、それ

らの最新版が本標準に適用できるかどうか調査する事を奨励する。現時点で有効な版についての一覧表は、

ＴＴＣ標準、ＩＴＵ－Ｔ勧告については定期的に出版されている。 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４（１９９７）：The international public telecommunication numbering plan 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｍ．２０（１９９２）： Maintenance philosophy for telecommunications networks 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｍ．３０１０（１９９６）： Principles for a telecommunications management network 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｍ．３６００（１９９２）：Principles for the management of ISDNs 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１（１９９６）：B-ISDN general network aspects  

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３２６（１９９５）：B-ISDN protocol reference model and its application 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６（１９９７）：広帯域ＩＳＤＮのＡＴＭセル転送性能 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３５７（１９９６）：B-ISDN semi-permanent connection availability 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１（１９９６）：広帯域ＩＳＤＮ  ＡＴＭレイヤ仕様 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１（１９９６）：広帯域ＩＳＤＮにおけるトラフィック制御と輻輳制御 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１（１９９７）： 

              広帯域ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース物理レイヤ仕様－一般的特性－ 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．２（１９９７）： 

       広帯域ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース 155520kbit/s および 622080kbit/s 物理レイヤ仕

様 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．４（１９９７）： 

       広帯域ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース 51840kbit/s 物理レイヤ仕様 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６３０（１９９９）：ＡＴＭ切替 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．７３２（１９９６）：Functional characteristics of ATM equipment 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．７５１（１９９６）：Asynchronous transfer mode management of the network element view 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０２（１９８９）：ディジタルハイアラーキのビットレート 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７（１９９７）：同期ディジタルハイアラーキのＮＮＩ 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７８３（１９９８）：ＳＤＨ多重変換装置の警報系・切替系の動作 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７８４（１９９４）：Synchronous Digital Hierarchy(SDH) mamagement 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８０４（１９９８）：ATM cell mapping into Pleciochronous Digital Hierarchy(PDH) 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８０５（１９９５）：Generic functional architecture of transport networks 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８３２（１９９５）： 

         Transport of SDH elements on PDH networks: Frame and multiplexing structures 
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３．定義 
本標準では、以下の定義が適用される。 

逆方向： 

順方向と反対の方向。 

コネクションポイント（ＣＰ）：（注１参照） 

与えられたネットワークレイヤで規定されたネットワークコネクションで定義される参照点。 

ＶＰＣ（またはＶＣＣ）のＡＴＭレイヤで定義されるＣＰは、ＡＴＭネットワークエレメント（ま

たは顧客装置）の出入り口に位置づけられる。ここではＶＰ（またはＶＣ）リンク終端機能が動

作する。 

コネクションポイント識別子（ＣＰＩＤ）： 

ＶＰＣまたはＶＣＣ上で与えられたＣＰの識別子。与えられたＡＴＭネットワークエレメントの

出入り口を識別するために、異なる値が用いられる。 

故障：（注２参照） 

トランスポートエンティティ（例えば、ネットワークコネクション）がユーザまたはＯＡＭ情報

を伝送するための能力の中断。入力断、ＬＣＤ、ＬＯＣがＶＰ（またはＶＣ）レイヤでの故障の

例である。 

出口： 

ＡＴＭネットワークエレメントの出口を図３－１／ＪＴ－Ｉ６１０に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３－１／ＪＴ－Ｉ６１０  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６１０での入口／出口の使用法 

           (ITU-T I.610) 

 

障害：（注２参照） 

トランスポートエンティティがユーザまたはＯＡＭ情報を伝送するための能力の終了。障害は持

続した故障により引き起こされる事がある。 

順方向： 

モニタされるユーザセルフローが伝送される方向。 

入口： 

ＡＴＭネットワークエレメントの入口を図３－１／ＪＴ－Ｉ６１０に示す。 

リンクコネクション： 

定義はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８０５に示される。一例として、ＶＰリンクコネクションはＶＰレベ

ルで動作している二つの連続したＡＴＭネットワークエレメントに位置づけられたＣＰで区切

られる。 

X Y ATM ノード 

入口 
出口 
コネクションの方向 
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保守エンティティ（ＭＥ）：（注２参照） 

ＭＥの境界で区切られる通信ネットワーク内で発生している保守イベント（例えば、故障、障害、

性能障害）を検出する手段を提供するために、物理レイヤとＡＴＭレイヤで定義される。ＭＥは

オペレーションシステム（ＯＳ）に保守情報を伝えたりＯＳからの保守要求を受ける電気通信管

理網（ＴＭＮ）とのインタフェースを有する。 

マトリックスコネクション：（注１参照） 

ＡＴＭレイヤの場合、ＡＴＭネットワークエレメントの出入り口に位置づけられたＣＰで区切ら

れたサブネットワークコネクション。 

ネットワークコネクション：（注１参照） 

コネクションのエンドポイント（ＴＣＰ）間でユーザとＯＡＭ情報を伝送するのに使用されるト

ランスポートエンティティ。 

ＯＡＭフロー： 

物理レイヤの場合には伝送システムの特定のオクテットにより、ＡＴＭレイヤの場合にはＯＡＭ

セルと言われる特定のＡＴＭセルにより割り当てられたチャネルによってネットワークを伝送

する情報フロー。 

セグメント： 

セグメントの送信側ＣＰとセグメントの受信側ＣＰとしてそれぞれ示される二つのＣＰで区切

られたＶＰＣまたはＶＣＣの一部分。 

受信側：（注１参照） 

本標準では、ＯＡＭ情報が更なる処理のために入力信号から取り除かれる（例えば、受信側トレ

イル終端機能で）事を示すために使用される用語。 

送信側：（注１参照） 

本標準では、ＯＡＭ情報が下流への更なる処理（例えば、受信側トレイル終端機能で）のために

出力信号に付加される（例えば、送信側トレイル終端機能で）事を示すために使用される用語。 

サブネットワークコネクション：（注１参照） 

ネットワークコネクションの一部分に相当するトランスポートエンティティ。一つのサブネット

ワークコネクションは関連のある複数のリンクおよびマトリックスコネクションに細分される。

特別な場合として、一つのマトリックスコネクションは一つの（分割できない）サブネットワー

クコネクションに相当する。 

終端コネクションポイント（ＴＣＰ）：（注１参照） 

ネットワークコネクションのエンドポイント。 

トレイル終端機能（ＴＴＦ）：（注１参照） 

ＯＡＭフローを挿入、抽出、モニタする事を許可する処理機能。 

ＶＰＣ／ＶＣＣ ＭＥ： 

（１）送信側ＴＣＰと（２）受信側ＴＣＰであるコネクションエンドポイントによって区切られ

る保守エンティティ。このＭＥは、与えられた方向の場合の送信側ＴＣＰとその反対方向の場合

の受信側ＴＣＰが、ＭＥのそれぞれの終わりで対を成しているという点で、双方向エンティティ

である（ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３２６で定義されているように、ＶＰ／ＶＣトレイル終端機能は

これらのＴＣＰに位置づけられる。）。このＭＥはＶＰＣ／ＶＣＣが確立（解除）されると創ら

れる（削除される）。 
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ＶＰＣ／ＶＣＣセグメントＭＥ： 

（１）セグメントの送信側ＣＰと（２）セグメントの受信側ＣＰであるセグメントエンドポイン

トによって区切られる保守エンティティ。このＭＥは、与えられた方向の場合のセグメントの送

信側ＣＰとその反対方向の場合のセグメントの受信側ＣＰが、ＭＥのそれぞれの終わりで対を成

しているという点で、双方向エンティティである（ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３２６で定義されてい

るように、ＶＰ／ＶＣサブレイヤトレイル終端機能はこれらのＣＰに位置づけられる。）。この

ＭＥは、ＴＭＮの動作の後で創られたり削除されたりする柔軟なＭＥである。セグメントの送信

側／受信側ＣＰは、送信側／受信側ＴＣＰに隣接してよい事に注意すべきである。 

非貫入的モニタリング： 

他のセルに影響を与えないモニタリング。 

 

注１： ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８０５に、さらに一般的かつ詳細な定義が示されている。 

注２： ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｍ．２０に、さらに一般的かつ詳細な定義が示されている。 

 

４．略語 
本標準では、以下の略語が使用される。 

 

_A _Adaptation function _アダプテーション機能 

_C _Connection function _コネクション機能 

_T _Termination function _終端機能 

AIS Alarm Indication Signal 警報表示信号 

APS ATM Protection Switching ATM 切替 

ATM Asynchronous Transfer Mode 非同期転送モード 

BEDC Block Error Detection Code ブロック誤り検出符号 

BIP Bit Interleaved Parity ビットインターリーブドパリティ

B-ISDN Broadband Integrated Services Digital Network 広帯域 ISDN 

BLER BLock Error Result ブロック誤り結果 

B-NT(i) Broadband Network Termination (i= 1 or 2) 広帯域網終端装置 i 

BR Backward Reporting 逆方向通知 

CC Continuity Check コンテニュイティチェック 

CLP Cell Loss Priority セル損失優先表示 

CP Connection Point コネクションポイント 

CPID Connection Point IDentifier コネクションポイント識別子 

CRC Cyclic Redundancy Code 巡回冗長符号 

ET Exchange Termination 回線接続 

e-t-e_VC-XX end-to-end VC-XX エンドエンド VCC で XX OAM 機

能を提供する OAM セル 

e-t-e_VP-XX end-to-end VP-XX エンドエンド VPC で XX OAM 機

能を提供する OAM セル 

e-t-e_XX end-to-end XX エンドエンド VPC あるいは VCC

で XX OAM 機能を提供する OAM

セル 
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F1 OAM Flows on regenerator section level 中継器セクションレベルでの

OAM フロー 

F2 OAM Flows on digital section level ディジタルセクションレベルでの

OAM フロー 

F3 OAM Flows on transmission path level 伝送パスレベルでの OAM フロー 

F4 OAM Flows on virtual path level バーチャルパスレベルでの OAM

フロー 

F5 OAM Flows on virtual channel level バーチャルチャネルレベルでの

OAM フロー 

FPM Forward Performance Monitoring 順方向性能モニタリング 

HEC Header Error Control ヘッダ誤り制御 

ID IDentifier 識別子 

LB LoopBack ループバック 

LCD Loss of Cell Delineation セル同期外れ 

LLID Loopback Location IDentifier ループバックロケーション識別子

LM Layer Management レイヤマネジメント 

LOC Loss Of Continuity コンテニュイティ損失 

LOM Loss Of Maintenance flow 保守フロー損失 

LOS Loss Of Signal 入力断 

LT Line Termination 伝送路終端 

MCSN Monitoring Cell Sequence Number モニタリングセルシーケンス番号

ME Maintenance Entity 保守エンティティ 

MS Multiplex-Section マルチプレクスセクション 

NE Network Element ネットワークエレメント 

NNI Network Network Interface 網間インタフェース 

NPC Network Parameter Control ネットワークパラメータ制御 

OAM Operation And Maintenance 運用保守 

OS Operation System オペレーションシステム 

PDH Plesiochronous Digital Hierarchy プレジオクロナスディジタルハイ

アラーキ 

PL Physical Layer 物理レイヤ 

PL-OAM Physical Layer OAM 物理レイヤ OAM 

PM Performance Monitoring 性能モニタリング 

POH Path OverHead パスオーバヘッド 

PRM Protocol Reference Model プロトコル参照モデル 

PTI Payload Type Identifier ペイロードタイプ識別子 

RDI Remote Defect Indication 遠隔故障表示 

SDH Synchronous Digital Hierarchy 同期ディジタルハイアラーキ 

seg_VC-XX segment VC-XX VCC セグメントで XX OAM 機能

を提供する OAM セル 

seg_VP-XX segment VP-XX VPC セグメントで XX OAM 機能

を提供する OAM セル 
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seg_XX segment XX VPC あるいは VCC セグメントで

XX OAM 機能を提供する OAM セ

ル 

SOH Section OverHead セクションオーバヘッド 

STM Synchronous Transfer Mode 同期転送モード 

TB T Reference point for B-ISDN B-ISDN の T 参照点 

TCP Termination Connection Point 終端コネクションポイント 

TMN Telecommunication Management Network 電気通信管理網 

TP Transmission Path 伝送パス 

TRCC Total Received Cell Count 総受信セル数 

TSTP Time STamP タイムスタンプ 

TTF Trail Termination Function トレイル終端機能 

TUC Total User Cell (number) 総ユーザセル数 

UNI User Network Interface ユーザ・網インタフェース 

UPC Usage Parameter Control 使用量パラメータ制御 

VC Virtual Channel バーチャルチャネル 

VCC Virtual Channel Connection バーチャルチャネルコネクション

VCI Virtual Channel Identifier バーチャルチャネル識別子 

VCL Virtual Channel Link バーチャルチャネルリンク 

VP Virtual Path バーチャルパス 

VPC Virtual Path Connection バーチャルパスコネクション 

VPI Virtual Path Identifier バーチャルパス識別子 

VPL Virtual Path Link バーチャルパスリンク 

 

５．ＯＡＭの基本原則 
広帯域ＩＳＤＮのＯＡＭ機能は大きく次の５つの機能に分類できる。 

（１） 性能監視機能 

伝達機能の性能を調べるためにユーザ情報に保守情報を付加して処理する機能である。コネクションや

リンクの送信側においてユーザ情報に対して保守情報を付加し、受信側で分離する。分離された保守情

報を解析することで伝達機能の性能を判定する。 

（２）故障検出機能 

ユーザ情報の伝達に影響を与える故障または故障に至る劣化状態を検出するため、時間的に連続的また

は周期的に検査する機能である。その結果として、保守のイベント情報および各種警報情報が生成され

る。 

（３）システム保護機能 

故障が発生した場合にシステムを閉塞したり、他のエンティティへ切替えたりして、ユーザ情報の伝達

機能に影響を与える範囲を最小限にする機能である。その結果として、故障したエンティティは運用系

から切り放される。 

（４）故障情報の通知機能 

故障情報を他のマネジメントエンティティに提供する機能である。その結果として、警報表示が他のマ

ネジメントプレーンに提供される。状態通知要求に対する応答も同様に提供される。 



 

 - 7 - ＪＴ－Ｉ６１０ 

（５）故障点の特定機能 

故障情報が十分に得られない場合に、故障したエンティティを内部または外部の試験システムにより特

定する機能である。 

 

5.1 保守におけるネットワーク構成 

保守におけるネットワーク構成はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｍ．３６００に示されている。この構成は広帯域ＩＳＤ

Ｎにおいても適用可能である。 

 

5.2 電気通信管理網（ＴＭＮ）との関係 

本標準における広帯域ＩＳＤＮに関するＯＡＭの基本原則は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｍ．３０１０で定義されて

いるＴＭＮの原則に整合する事を意図している。本標準とＴＭＮとの関係を図５－1／ＪＴ－Ｉ６１０に示

す。 
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注：  参照点Ｑ３に関する要求条件は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．７５１に示されており、そこにはＮＥマネジメ

ントレイヤ・ＮＥレイヤ間のやりとりに使用されるマネジメントインフォメーションベース（ＭＩ

Ｂ）が記載されている。ＮＥマネジメントレイヤ、およびＮＥレイヤの定義については、ＩＴＵ－Ｔ

勧告Ｍ．３０１０に記載されている。 
 

図５－１／ＪＴ－Ｉ６１０  広帯域ＩＳＤＮのＯＡＭとＴＭＮとの関係 

                        (ITU-T I.610) 

 

 

5.3  ＯＡＭ機能が生成する情報のマネジメント 

ＯＡＭ機能が生成する情報は、カスタマに申告するサービス品質（ＱｏＳ）クラスを維持することを目的

として、管理者に適切に知らしめるよう管理されるべきである。本標準におけるＯＡＭ機能とは、性能管理

および故障管理に関する以下の 3 つの機能を指す。 

（１）  物理レイヤおよびＡＴＭレイヤにおける異常表示および故障表示の伝達 

（２）  物理レイヤおよびＡＴＭレイヤにおける性能評価 

（３）  ＡＴＭレイヤにおける故障箇所の特定 

上記３つの機能により生成された情報は、ＡＴＭネットワークエレメント（ＮＥ）によってローカルまた

は遠隔のマネジメントシステムへ通知される前に、マネジメント機能によって処理されるべきである。その

様子を図５－２／ＪＴ－Ｉ６１０に示す。 

Ｘ 

ＴＭＮ（ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｍ．３０１０） 

Ｑ３（注） 

ＵＮＩ ＮＮＩ 

ＯＡＭ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０）

ＮＥ： ネットワークエレメント 

ＣＭＳ：カスタママネジメントシステム

ＮＥ機能 

ＣＭＳ 

機能 

ＮＥ機能 ＮＥ機能 

ＴＭＮ 

機能 
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図５－２／ＪＴ－Ｉ６１０  ＯＡＭ機能が生成する情報の伝達 

                 （ITU-T I.610） 

 

以下の事項は、ＯＡＭ機能が生成する情報を処理するために、ＡＴＭ  ＮＥにおいて提供されるべきマネ

ジメント機能の主要特性に関するガイドラインを示している。 

（ａ）ひとつの親事象が、異なるレイヤにおいて複数の性能障害を引き起こした場合、それが複数の事象と

して記録される事のないように、複数の事象間の関連付けが行えるべきである。一例として、ＡＴＭ  

ＮＥでは終端されず中継セクションで発生した入力断（ＬＯＳ）が、伝送パスの終点にて伝送パス警

報表示信号（ＴＰ－ＡＩＳ）を引き起こしたり、ＡＴＭレイヤにおいてセル同期はずれ（ＬＣＤ）や

コンテニュイティ損失（ＬＯＣ）を引き起こしたりすることがあげられる。この場合、保守の観点か

らは、ＡＴＭ  ＮＥのレベルにおいてＴＰ－ＡＩＳの発生のみを情報として格納するべきで、その際

検出された最下位レベルの事象は「関連事象」として宣言される機能が提供されるべきである。この

一例として、ＬＣＤは、ＶＰ／ＶＣ－ＬＯＣよりも低いレベルの事象であるＶＰ／ＶＣ－ＡＩＳに比

べてさらにレベルが低い事象であることを提供する機能があげられる。 

（ｂ）検出した故障をローカルおよび／またはＴＭＮを経由した遠隔のマネジメントシステムに対して通知

できるよう、どの程度の故障かを確認できるべきである。 

（ｃ）統計的な処理や、ローカルおよび／またはＴＭＮを経由した遠隔のマネジメントシステムに通知する

かどうかの見極めをする仕組みが利用できるような、故障・障害の記録がされるべきである。 

（ｄ）性能評価が要求されているすべての物理レイヤ、選択されたいくつかのＡＴＭレイヤコネクションま

たはコネクションセグメントに関して、性能監視の結果や利用不能状態の発生が記録されるべきであ

る。しかし、利用不能期間中の性能障害の統計は、除外されるべきである。（注１参照）その結果、

監視結果の通知として与えられた時間内に重要な性能障害が発生または回復したと認めることがで

きる基準値をクリアしたことだけが、ローカルおよび／またはＴＭＮを経由した遠隔のマネジメント

システムに対して通知される。この統計的な性能監視の結果は、周期的に報告する方法や、「オン・

デマンド」ベースで報告する方法がある。 

 

注１：  詳細は、当該装置が関連するＩＴＵ－Ｔ勧告またはＴＴＣ標準により規定される。 

 

（ｅ）ローカルまたは遠隔のマネジメントシステムに通知する故障検出や性能障害の結果の発出は、それぞ

れ管理された保守エンティティにて選択されるべきである。 

故障箇所 

特定機能 

異常／故障 

検出機能 

性能評価 

機能 

マネジメント機能 

ローカルおよび／または遠隔のマネジメントシステムへの結果の通知
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６．ＯＡＭレベルとフロー 
6.1 広帯域ＩＳＤＮにおけるＯＡＭレベル 

ネットワーク内のＯＡＭ機能は、プロトコル参照モデルのＡＴＭレイヤおよび物理レイヤに関連する５つ

のＯＡＭ階層化レベル上で実現される。その機能はＯＡＭフローと呼ばれるそれぞれの双方向情報フローＦ

１，Ｆ２，Ｆ３，Ｆ４，Ｆ５である（図６－１／ＪＴ－Ｉ６１０参照）。  

これらのレベルのすべてが存在する必要はない。存在しないレベルのＯＡＭ機能は隣接する高位レベルで

代用される。それらのレベルの定義は以下の通りである。 

（１）ＶＣレベル 

  ＶＣコネクション（ＶＣＣ）の終端機能を実現するネットワークエレメント間に張られ、１つまた

はそれ以上のＶＰコネクション（ＶＰＣ）を通して構成される。（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１参照） 

（２）ＶＰレベル 

  ＶＰＣの終端機能を実現するネットワークエレメント間に張られ、１つまたはそれ以上の伝送パス

を通して構成される。（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１参照） 

（３）伝送パスレベル 

  伝送パスエンドポイント間に張られ、１つまたはそれ以上のディジタルセクションを通して構成さ

れる。それぞれの伝送パスのエンドポイントでは、セル同期とヘッダ誤り制御（ＨＥＣ）機能が要求

される。 

（４）ディジタルセクションレベル 

  セクションエンドポイント間に張られ、保守エンティティを含んでいる。 

（５）中継器セクションレベル 

  中継器セクションはディジタルセクションの一部分であり、保守上のサブエンティティである。 

 

  この階層化の概念および各レイヤ間の独立性の要求から、次の原則が導き出される。各ＯＡＭレベルにお

けるＯＡＭ機能は、他のレベルのＯＡＭ機能とは独立であり、それぞれのレベルにおいて提供される必要が

ある。ＯＡＭ機能が要求されるそれぞれのレベルは、品質や状態を示す情報を得るために、それぞれ個々の

処理を実行することができる。 
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バーチャルチャネルネットワークコネクション

VPLC

VCLC

各レベルにおけるエンドポイント

各レベルにおけるサブネットワークコネクション

(例：Ｆ４、Ｆ５レベルのマトリックスコネクション)

各レベルにおけるコネクションポイント

バーチャルチャネルリンクコネクション

バーチャルパスリンクコネクション

VPLC

VCLC VCLC VCLC

Ｆ５－ＶＣレベル

バーチャルパスネットワークコネクション

Ｆ４－ＶＰレベル

Ｆ３－伝送パス

            レベル

Ｆ２－ディジタル

            セクション

            レベル

Ｆ１－中継器

           セクション

           レベル

伝送パス

ディジタルセクション

中継器

セクション

VPLC VPLC
ＡＴＭ

レイヤ

物理

レイヤ

 
 

図６－１／ＪＴ－Ｉ６１０ ＯＡＭ階層化レベルとＡＴＭレイヤ及び物理レイヤとの関係 

                (ITU-T I.610) 
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6.2  ＯＡＭ機能と広帯域ＩＳＤＮモデルとの関係 

6.2.1 広帯域ＩＳＤＮプロトコル参照モデル（ＰＲＭ） 

  ＯＡＭ機能は、広帯域ＩＳＤＮプロトコル参照モデルのレイヤマネジメントに位置付けられる（ＩＴＵ－

Ｔ勧告Ｉ．３２１およびＩ．７３２参照）。 

  ＯＡＭ機能はレイヤマネジメントによって実現される。これらの結果は、プレーンマネジメントまたは隣

接する高位レイヤに提供される。高位レイヤ機能は必ずしも低位レイヤのＯＡＭ情報を活用する必要はない。 

 

6.2.2 ＡＴＭトランスポートネットワークモデル 

  広帯域ＩＳＤＮプロトコル参照モデルとは別のモデルとして、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８０５で規定されてい

るモデル化法を用いて作成されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３２６に示されるＡＴＭトランスポートネットワーク

モデルがある。このモデルを使用して広帯域ＩＳＤＮの各機能をモデル化することが可能である。ＶＣレイ

ヤのネットワークは、ＶＰレイヤのネットワークのクライアントレイヤであり、逆にＶＰレイヤのネットワ

ークは、ＶＣレイヤのネットワークのサーバレイヤである。トレイル終端機能（ＴＴＦ）は、ＯＡＭフロー

に関連したトレイル（つまり、コネクションエンドポイント、セグメントエンドポイント）の生成・終端に

関する責任をもっている。（付録図４－１／ＪＴ－Ｉ６１０、付録図４－２／ＪＴ－Ｉ６１０参照）本ＪＴ

－Ｉ６１０標準で規定されるＶＰＣセグメントのエンドポイントはＶＰＣセグメントのＴＴＦを実行し、Ｖ

ＰＣエンドポイントはＶＰＣエンド・エンドのＴＴＦを実行する。これらはＶＰレイヤネットワーク（ＩＴ

Ｕ－Ｔ勧告Ｉ．３２６参照）の中で行われる。同様にＶＣＣセグメントエンドポイントはＶＣＣセグメント

のＴＴＦを実行し、ＶＣＣエンドポイントはＶＣＣエンド・エンドのＴＴＦを実行する。これらはＶＣレイ

ヤネットワークの中で行われる。 

 

７．各レイヤにおけるＯＡＭフローの提供メカニズム 
7.1 物理レイヤのメカニズム 

  図６－１／ＪＴ－Ｉ６１０に示すように、物理レイヤは３つの低位のＯＡＭレベルで構成されている。各

レベルに割り当てられているＯＡＭフローは以下の通りである。 

 － Ｆ１： 中継器セクションレベル 

 － Ｆ２： ディジタルセクションレベル 

 － Ｆ３： 伝送パスレベル 

  Ｆ１，Ｆ２，Ｆ３の各ＯＡＭフローを生成しＯＡＭ機能を提供するメカニズムは、ＴB 参照点に跨がる区

間のＢ－ＮＴ１とＢ－ＮＴ２の監視機能に依存するのと同様、伝送システムの形式にも依存する。ＡＴＭネ

ットワーク用の伝送システムとして以下の３つのタイプがある。 

  －  ＳＤＨベース伝送システム 

  －  セルベース伝送システム 

  －  ＰＤＨベース伝送システム 

 

7.1.1 ＳＤＨベース伝送システム 

本伝送システムはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７およびＪＴ－Ｇ７８３で定義されており、Ｆ１およびＦ２Ｏ

ＡＭフローは伝送フレームにおけるセクションオーバヘッド（ＳＯＨ）のバイトによって伝達され、Ｆ３フ

ローは伝送フレームにおけるパスオーバヘッド（ＰＯＨ）によって伝達される。ＡＴＭセルはＰＯＨを持つ

低位オーダパスによっても伝送される場合があるが、これらの低位オーダパスのＯＡＭフローはＦ３フロー

のサブセットである。（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７，ＪＴ－Ｇ７８３参照） 
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7.1.2 セルベース伝送システム 

  セルベース伝送システムはＵＮＩおよびＮＮＩでは適用しない。 

 

7.1.3 ＰＤＨベース伝送システム 

  本伝送システムはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０２およびＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８０４、Ｇ．８３２で定義されて

おり、セクションの性能を監視するための具体的な手段（例えば、バイオレーション符号の計数、ＣＲＣ、

など）も、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ７０２，ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８０４，Ｇ．８３２に規定されている。ＡＴＭ

レイヤがＰＤＨセクションのみの上で提供される場合は、Ｇ．８０４に記述されるオーバヘッドはＦ１及び

Ｆ３フローのみを構成し、Ｆ２フローは含まれない。 

 

7.2 ＡＴＭレイヤのメカニズム 

  図６－１／ＪＴ－Ｉ６１０に示すように、ＡＴＭレイヤは２つの高位のＯＡＭレベルで構成されている。

各レベルに割り当てられているＯＡＭフローは以下の通りである。 

 － Ｆ４： ＶＰレベル 

 － Ｆ５： ＶＣレベル 

ＯＡＭフローは、ＶＰＣ／ＶＣＣ 保守エンティティ（ＭＥ）と呼ばれるＡＴＭ ＶＰＣ／ＶＣＣ全体 ある

いは ＶＰＣ／ＶＣＣセグメントＭＥと呼ばれるこの接続の一部のいずれかに相当する双方向ＭＥに関連す

る。 

ＶＰ（あるいはＶＣ）レベルで定義されたＶＰＣ／ＶＣＣセグメントＭＥ境界は、セグメントレベルで制御

される任意のＯＡＭ機能のタイプ（１０章参照）に適用される。ＶＰＣ／ＶＣＣセグメントＭＥの境界は、

任意のタイプのセグメントＯＡＭセルを使用する前に定義されなければならない。 

ＶＰＣ／ＶＣＣセグメントＭＥは、以下のようなものである。 

（１） 一つの単一ＶＰ／ＶＣ双方向リンクコネクション（例えばクロスコネクトやスイッチの

様な２つの連続的ＡＴＭネットワークエレメント間の双方向リンクに相当） 

（２） 一つの単一ＶＰ／ＶＣ双方向マトリックスコネクション  すなわちＡＴＭネットワーク

エレメントの入口／出口に位置するコネクションポイント（ＣＰ）によって範囲を定められた 

ＶＰ／ＶＣ双方向サブネットワークコネクション 

（３） ＶＰ／ＶＣ双方向リンクコネクションとＶＰ／ＶＣ双方向マトリックスコネクションの

連鎖 

 本標準において以降ＶＰＣ／ＶＣＣセグメントＭＥは、単にＶＰＣ／ＶＣＣセグメントと呼ばれる。図７

－１／ＪＴ－６１０は、可能なセグメント構成のいくつかの例を示す。 

 

 これらのＯＡＭフローは、ＶＰＣおよびＶＣＣのそれぞれのためのＡＴＭレイヤＯＡＭ機能専用の特別な

セルによって提供される。ＯＡＭセルは、ATM セルヘッダのあるフィールドの所定の値により識別される。

加えて、これらのセルは管理情報（例えば起動／停止手順）を運ぶのに使用可能である。 
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図７－１／ＪＴ－Ｉ６１０  可能なセグメント構成例 

                   (ITU-T I.610) 

 

 

7.2.1 Ｆ４フローのメカニズム 

  Ｆ４フローは双方向である。該当するコネクション上のあらゆるＣＰにおいて、両方向からの故障情報お

よび性能情報を関係づけることが可能となるように、Ｆ４フローにおける両方向のＯＡＭセルは同一の物理

経路を通らねばならない。Ｆ４フローのＯＡＭセルは、インバンドフローを構成するようなそのＶＰＣにお

けるユーザセルとして同一のＶＰＩ値を有している。Ｆ４フローのＯＡＭセルは、プリアサインされたＶＣ

Ｉ値によって識別される。両方向のＦ４フローには、同一のプリアサインされたＶＣＩ値を使用しなければ

ならない。 

始点となるＴＣＰ（あるいは始点となるＣＰ）で発生したＯＡＭセルＰＴＩ値は、“０００”にセットされ

る。中間のＣＰでは、このフィールドの第２ビットを変更できる。しかし ＯＡＭ処理に関する限りでは、

ＰＴＩフィールドはＴＣＰの受信側（あるいはＣＰの受信側）では無視される。 

Ｆ４フローのＯＡＭの対象となるユーザセルのＶＣＩ値を表７－１／ＪＴ－Ｉ６１０に示す。 

Ｆ４フローは次に示す２種類のフローがあり、それらは１つのＶＰＣにおいて同時に存在することが可能で

ある。 

V C C  セ グ メ ン ト

V P C  セ グ メ ン ト

V C  ス イ ッ チ

(マ ト リ ク ス

          コ ネ ク シ ョ ン )

V P  ク ロ ス コ ネ ク ト

(マ ト リ ク ス

         コ ネ ク シ ョ ン )

V P  ク ロ ス コ ネ ク ト

(マ ト リ ク ス

               コ ネ ク シ ョ ン )

V P  ク ロ ス コ ネ ク ト

(マ ト リ ク ス

            コ ネ ク シ ョ ン )

V P C   セ グ メ ン ト Ａ

V P C   セ グ メ ン ト  B

V P C   セ グ メ ン ト  C

b ) 隣 接 の V P C  セ グ メ ン ト 例

Ｔ Ｔ Ｃ 標 準 Ｊ Ｔ － Ｇ ８ ０ ５ と Ｊ Ｔ － Ｉ ３ ２ ６ の Ｖ Ｐ Ｌ

Ｃ あ る い は Ｖ Ｃ Ｌ Ｃ の 終 端

a ) 単 一 の Ｖ Ｐ 双 方 向 マ ト リ ク ス コ ネ ク シ ョ ン を 含 む Ｖ Ｐ Ｃ セ グ メ ン ト と 単 一 の Ｖ Ｃ

双 方 向 リ ン ク コ ネ ク シ ョ ン を 含 む Ｖ Ｃ Ｃ セ グ メ ン ト 例

V C  ス イ ッ チ

(マ ト リ ク ス コ ネ ク シ ョ ン )
V P  ク ロ ス コ ネ ク ト

(マ ト リ ク ス コ ネ ク シ ョ ン )
V C  ス イ ッ チ

(マ ト リ ク ス コ ネ ク シ ョ ン )
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（１）エンド・エンドＦ４フロー 

  標準化されたＶＣＩ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１参照）によって識別されるこのフローは、エンド・

エンドのＶＰＣの運用情報の通信に使用される。 

（２）セグメントＦ４フロー 

  標準化されたＶＣＩ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１参照）によって識別されるこのフローは、そのＶ

ＰＣセグメントの範囲内での運用情報の通信に使用される。。 

ＶＰＣ上には複数のＶＰＣセグメントが定義可能である。しかし、ＶＰＣセグメント間でオーバラッ

プしたり、包含されて定義することはできない。そのため、１つのＶＰＣセグメントの始点及び終点

となるＣＰにはさまれたＣＰは、同じコネクション上の他のＶＰＣセグメントの始点または終点にな

ることはできない。 

ＶＰＣセグメントの範囲はコネクションが設定されている期間中必ずしも固定されている必要はな

く、必要に応じて変更されてもよい。 

 

 任意のＶＰＣセグメントＯＡＭセルの使用前に、ＶＰＣセグメントのエンドポイントが決められな

ければならない。 

 

注：１つのＶＰＣセグメントは通常１つの管理機構のもとで制御されるが、複数の管理機構の相互の合意に

より、１つの管理機構の管理範囲を越えて制御することも可能である。 

 

  エンド・エンドＦ４フローはＶＰＣのエンドポイントにおいて終端されなければならない。セグメントＦ

４フローはＶＰＣセグメントの終点となるＣＰにおいて終端されなければならない。これら終端するＣＰは、

ＶＰＣ上の中間ＣＰであるか、あるいはＶＰＣエンドポイントと一致する。Ｆ４フローはコネクション設定

時または設定後に起動される。Ｆ４フローの起動は、例えばＴＭＮまたはＯＡＭ機能起動手順のような異な

るいくつかの手段がある。 

 

  ＶＰＣセグメントの始点は、ＯＡＭ機能タイプがいかなるものであっても（１０章参照）このセグメント

の外から入るすべてのＶＰＣセグメントＯＡＭセルを廃棄しなければならない。 

 

  任意のＣＰもＶＰＣセグメントの始点または終点とすることができる。 
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表 7－１／ＪＴ－Ｉ６１０  Ｆ４フローＯＡＭの対象となるユーザセルのＶＣＩ値 

                   (ITU-T I.610) 

 

ＶＣＩ値 機能種別 カテゴリー 

０ アンアサインドセル（ＶＰＩ＝０） 非ユーザセル 

０ 未使用（ＶＰＩ＞０）  

１ メタシグナリングセル（ＵＮＩ） ユーザセル 

２ 一般同報シグナリングセル（ＵＮＩ）  

３ セグメントＦ４フローＯＡＭセル 非ユーザセル 

４ エンド・エンドＦ４フローＯＡＭセル  

５ ポイント・ポイントシグナリングセル ユーザセル 

６ リソース管理セル 非ユーザセル 

７－１５ 将来標準化機能への予備  

１６－３１ 将来標準化機能への予備 ユーザセル 

３２以上 ユーザ情報セル  

 

7.2.2 Ｆ５フローのメカニズム 

  Ｆ５フローは双方向である。該当するコネクション上のあらゆるＣＰにおいて、両方向からの故障情報お

よび性能情報を関係づけることが可能となるように、Ｆ5 フローにおける両方向のＯＡＭセルは同一の物理

経路を通らねばならない。Ｆ５フローのＯＡＭセルは、インバンドフローを構成するようなそのＶＣＣにお

けるユーザセルと同一のＶＰＩ／ＶＣＩ値を有している。Ｆ5 フローのＯＡＭセルは、プリアサインされた

ＰＴＩ値によって識別される。両方向のＦ５フローには、同一のＰＴＩ値を使用しなければならない。ＰＴ

Ｉ値は、すべてのコネクションにおいて変更してはならない。 

  Ｆ５フローのＯＡＭの対象となるユーザセルのＰＴＩ値を表７－２／ＪＴ－Ｉ６１０に示す。 

  Ｆ５フローは次に示す２種類のフローがあり、それらは１つのＶＣＣにおいて同時に存在することが可能

である。 

 

（１）エンド・エンドＦ５フロー 

   標準化されたＰＴＩ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１参照）によって識別されるこのフローは、エン

ド・エンドのＶＣＣの運用情報の通信に使用される。 

（２）セグメントＦ５フロー 

  標準化されたＰＴＩ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１参照）によって識別されるこのフローは、そのＶ

ＣＣセグメントの範囲内での運用情報の通信に使用される。 

ＶＣＣ上には複数のＶＣＣセグメントが定義可能である。しかし、ＶＣＣセグメント間でオーバラッ

プしたり、包含されて定義することはできない。そのため、１つのＶＣＣセグメントの始点及び終点

となるＣＰにはさまれたＣＰは、同じコネクション上の他のＶＣＣセグメントの始点または終点にな

ることはできない。 

 ＶＣＣセグメントの範囲はコネクションが設定されている期間中必ずしも固定されている必要は

なく、必要に応じて変更されてもよい。 

 

 任意のＶＣＣセグメントＯＡＭセルの使用前に、ＶＣＣセグメントのエンドポイントが決められな

ければならない。 
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注：１つのＶＣＣセグメントは通常１つの管理機構のもとで制御されるが、複数の管理機構の相互の合意に

より、１つの管理機構の管理範囲を越えて制御することも可能である。 

 

  エンド・エンドＦ５フローはＶＣＣのエンドポイントにおいて終端されなければならない。セグメントＦ

５フローはＶＣＣセグメントの終点となるＣＰにおいて終端されなければならない。これら終端するＣＰは、

ＶＣＣ上の中間ＣＰであるか、あるいはＶＣＣエンドポイントと一致する。Ｆ５フローはコネクション設定

時または設定後に起動される。Ｆ５フローの起動は、例えばＴＭＮまたはＯＡＭ機能起動手順のような異な

るいくつかの手段がある。 

 ＶＣＣセグメントの始点は、ＯＡＭ機能タイプがいかなるものであっても（１０章参照）このセグメント

外から入るすべてのＶＣＣセグメントＯＡＭセルを廃棄しなければならない。 

任意のＣＰもＶＣＣセグメントの始点または終点とすることができる。 

 

 

表 7－２／ＪＴ－Ｉ６１０  Ｆ５フローＯＡＭの対象となるユーザセルのＰＴＩ値 

                    (ITU-T I.610) 

 

ＰＴＩ値 機能種別 カテゴリー 

０００ ユーザ情報セル、輻輳無し ユーザセル 

００１   

０１０ ユーザ情報セル、輻輳あり  

０１１   

１００ セグメントＦ５フローＯＡＭセル 非ユーザセル 

１０１ エンド・エンドＦ５フローＯＡＭセル  

１１０ リソース管理セル  

１１１ 将来標準化機能への予備  

 

 

7.3 ＯＡＭメカニズムとトランスポート機能の関連付け 

  図 7－２／ＪＴ－Ｉ６１０は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１に記述された方法に従って、すべての下位レベ

ルより提供されるＶＣＣの一例を示している。各レベルに関連するＯＡＭメカニズムも示している。ディジ

タルセクションと中継器セクションレベルを合わせて「セクション」と表現している。 
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図７－２／ＪＴ－Ｉ６１０  ＯＡＭフローのメカニズムの例                   

                             (ITU-T I.610) 

 

 

８．物理レイヤのＯＡＭ機能 
  この章では物理レイヤにおけるＯＡＭフロー（Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３）の付加情報を示している。ＴＴＣ標準

及びＩＴＵ－Ｔ勧告のＧシリーズ（例えば、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８３２，Ｇ．８０４で参照されるＰＤＨイ

ンタフェースや、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７８３，ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７８４で参照されるＳＤＨインタフェー

ス）で示されている物理レイヤＯＡＭ機能を置き換えることは考えていない。 

 

8.1 各種物理構成でのＯＡＭフロー 

  図 8－１／ＪＴ－Ｉ６１０は広帯域ＩＳＤＮカスタマアクセスのための各種物理構成におけるＯＡＭフロ

ーの例を表している。 

ＶＣＣ
エンドポイント

　物理レイヤ
コネクション
　ポイント

ＶＰクロスコネクト ＶＣスイッチ

ＶＣＣ
エンドポイント

ＡＡＬ

ＡＴＭ

ＡＡＬ

ＰＬＰＬ ＰＬ

ＡＴＭ

ＰＬ

ＡＴＭ

ＰＬ

ＡＴＭ

ＰＬ

ＡＴＭ

ＰＬ

ＡＴＭ

ＰＬ

ＶＣＣ （Ｆ５）

ＶＣＩ１

ＶＰＩ１

ＶＰＣ （Ｆ４） ＶＰＣ（Ｆ４）

ＶＰＩ１ ＶＰＩ２ＶＰＩ２

ＶＣＩ１ ＶＣＩ２ ＶＣＩ２

ＶＰＩ３ ＶＰＩ３

セクションＦ２，Ｆ１ セクションＦ２，Ｆ１

伝送パス　Ｆ３

セクションＦ２，Ｆ１

伝送パス　Ｆ３

セクションＦ２，Ｆ１

ＡＴＭ

レイヤ

物理
レイヤ

ＰＬ　物理レイヤ

伝送パス　Ｆ３
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図 8－１／ＪＴ－Ｉ６１０  物理レイヤにおける物理構成とＯＡＭフローの例 

                     (ITU-T I.610) 

 

 

8.2 ＯＡＭ機能 

  ＯＡＭ機能は次の２つのタイプに分類される。 

（１）Ｆ１、Ｆ２およびＦ３フローによって個々に提供されるＯＡＭ機能 

－ 利用できない状態の検出および表示を行う機能 

－ システムプロテクションのため、影響の及ぶエンドポイントに向かってリアルタイムに警報転送

を 

  行う機能 

（２）システム管理に関したＯＡＭ機能 

－ 性能モニタリングまたは故障した機器を特定する機能 

－ システム管理に関連したＯＡＭ機能はＦ１からＦ３フローによって、もしくは他の方法（例えば、

Ｑインタフェース経由のＴＭＮ）によって提供されてもよい。 

 

LT ET

STM

MUX

VP

クロス

コネクト

F1
F2

F1
F2
F3

B-NT2 B-NT1

B-NT2 B-NT1

B-NT2 B-NT1

LT
LT

    （注）

LT

ET

STM

MUX

LT ETLTLT

F1
F2

F1

F2

F3

F2

F1
F2

F1
F2

F3
F2

F3

ＳＴＭ：同期伝送モード

ＬＴ：伝送路終端

ＥＴ：回線接続

注：使用される伝送システム（ＰＤＨ，ＳＤＨ等）およびその機能実現方法（例えば、

　　ＳＴＭ－ＭＵＸに組み込まれたＬＴ）に依存して関連したＯＡＭフローが存在す

　　ることがあるが、ここには示されていない。

Ｓ
B

ＴB
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8.2.1  Ｆ１からＦ３フローによって個々に提供されるＯＡＭ機能                                      

 ＳＤＨベース伝送システムに関するＯＡＭ機能は、ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｇ７８３に規定される。 

 ＰＤＨベース伝送システムに関するＯＡＭ機能は、ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｇ．８０４とＧ．８３２に規定され

る。 

 

8.2.2 システム管理に関するＯＡＭ機能 

 ＳＤＨベース伝送システムに対するシステム管理に関連したＯＡＭ機能の例として次のものがある。 

   － 中継器セクションレベルでの誤りモニタリング機能（オプション） 

   － ディジタルセクションレベルでの誤りモニタリングおよび通知機能 

   － 伝送パスレベルでの誤りモニタリングおよび通知機能 

   － 訂正不能なヘッダ個数の計数機能 

   － ヘッダ誤り特性モニタリング機能 

 

8.3 付加的ＯＡＭ機能 

本節で規定するＯＡＭ機能は、現状の物理あるいはＡＴＭレイヤの下で取り扱うことができない表示に言

及する。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ８０５やＪＴ－Ｉ３２６の用語によると、これらＯＡＭ機能は伝送パストレイ

ル(ＴＰＴ)とバーチャルパスリンクコネクション(ＶＰＬＣ)伝送エンティティの間にある適合機能に位置づ

けられる。 

 

8.3.1  ＬＣＤイベント 

 ＡＴＭセルヘッダのＨＥＣフィールドに基づくセル同期は、セル境界の認識を可能にする。 

 連続したエラーがＨＥＣに起こる時ＬＣＤ障害が発生する。ＬＣＤ障害が宣言される状態は、ＴＴＣ標準

ＪＴ－４３２．ｘシリーズに定義される。ＬＣＤ障害の発生は監視しなければならない。 

 

8.3.2  ＵＮＥＸイベント 

 伝送パス（ＴＰ）のエンドポイントで、非標準な(ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｉ３６１で定義されないＶＰＩ／Ｖ

ＣＩ／ＰＴＩの組合わせ) あるいは現状割当てられていないヘッダ値のどちらかを持った受信セルは、検出

されるべきである。“予期されないＶＰＩ／ＶＣＩセル”と呼ばれるこれらのセルは、上流のＡＴＭネット

ワークエレメント(ＮＥ)での障害 あるいは（セミ）パーマネントなＶＰＣ／ＶＣＣの設定を行う際の人的エ

ラーによる誤ったルーティングの場合検出が可能である。 

 これらのセルの発生は、そのようなイベントの発生数よりもむしろ“予期されないＶＰＩ／ＶＣＩ”値の

期間がわかるように処理されなければならない。これは“予期されないＶＰＩ／ＶＣＩ”値を持ったセルの

発生を 1 秒間周期で集計することでなされる。そのイベントのモニタリングは、ＡＴＭ ＮＥにおいて終端

されたそれぞれのＴＰが常に行わなければならない。これは、トレース識別ミスマッチ(ＴＩＭ)障害表示が

なされないときにのみ得られる“予期されないＶＰＩ／ＶＣＩセルを含んだ秒”（ＵＮＥＸ）の発生を示す。

(注参照)  これにより、誤ルーティングされたコネクションのセルレートには関係なく、“予期されないＶ

ＰＩ／ＶＣＩセルを含んだ秒”の秒数に対してしきい値を決めることができる。マネージメントシステムへ

ＴＭＮ経由で通知を行なうタイミングを、本しきい値により制御することができる。 

 

注：“予期されないＶＰＩ／ＶＣＩセル”がＴＩＭ故障表示をもって検出される場合、ＵＮＥＸイベントの

計数は禁止される。 
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 最後に受信した“予期されないＶＰＩ／ＶＣＩセル”のＶＰＩ／ＶＣＩ値およびＵＮＥＸイベントの数は、

監視されるべきである。 

 

９．ＡＴＭレイヤのＯＡＭ機能 
9.1 各種物理構成でのＯＡＭフロー 

  広帯域ＩＳＤＮカスタマアクセスの各種物理構成における、ＡＴＭレイヤのＯＡＭフローの例を図９－１

／ＪＴ－Ｉ６１０に示す。矢印の先端は、可能なフローのエンドポイントを示す。 
 

LT ET

VP 

クロスコネクト

F4

B-NT2 B-NT1

B-NT2 B-NT1

B-NT2 B-NT1

LT LT ET

LT ETLTLT

F4

F5

注：ＶＰ終端機能を持たないATM MUX

ＳB ＴB

F5

ATM MUXATM MUX
注

F4

F5

LT

Ｔ1818690-92/ｄ05

注

 
 

図９－１／ＪＴ－Ｉ６１０  ＡＴＭレイヤおける物理構成とＯＡＭフローの例 

                    (ITU-T I.610) 

 

 

9.2 ＯＡＭ機能 

  表 9－１／ＪＴ－Ｉ６１０に、ＡＴＭレイヤのＯＡＭ機能の概要を示す。試験、故障点の特定，性能測定

のための各追加機能については、今後の検討課題である。 

 ＯＡＭ手順失敗の検出方法についても、今後の検討課題である。 

 

 ＶＰＣ／ＶＣＣ稼動状態の評価のためにＯＡＭメカニズムを使用する際のアウトラインは、本標準の付属

資料１に示されている。 

 

 あるＶＰＣ／ＶＣＣの帯域幅を設定するとき、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１に記述されているように、その

コネクションの中にＯＡＭセルを使用するのに十分な帯域幅が必要である。 
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表 9－１／ＪＴ－Ｉ６１０  ＡＴＭレイヤのＯＡＭ機能 

                              (ITU-T I.610) 

 

ＯＡＭ機能 用途 

ＡＩＳ ・順方向の故障表示 

ＲＤＩ ・逆方向の故障表示 

ＣＣ ・コンテニュイティのモニタリング 

ＬＢ ・オンデマンドでの接続性のモニタリング 

・故障点の特定 

・サービス開始前の接続確認 

ＦＰＭ ・順方向における性能評価 

逆方向通知 ・逆方向への性能評価結果の報告 

起動／停止 ・ＰＭとＣＣの起動／停止 

システム管理 ・エンドシステム間のみでの使用 

ＡＰＳ ・切換えプロトコル情報の転送 

 

 

9.2.1 ＶＰＣのためのＯＡＭ機能（Ｆ４フロー） 

本節では、ＶＰレベルの故障管理および性能管理の各機能について記述する。 

 

9.2.1.1 ＶＰ故障管理機能 

9.2.1.1.1 ＶＰ－ＡＩＳとＶＰ－ＲＤＩ故障表示 

  ＶＰ－ＡＩＳとＶＰ－ＲＤＩ故障表示は、エンド・エンドのＶＰＣ故障の識別と通知に使用されなければ

ならない。 

 ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳとｓｅｇ＿ＶＰ－ＲＤＩ故障表示は、セグメントレベルでＶＰＣ故障の識別と通知

に使用されなければならない。 

 

9.2.1.1.1.1 ＶＰ－ＡＩＳ 

9.2.1.1.1.1.1  エンド・エンド ＶＰ－ＡＩＳ 

  ＶＰＣ故障を検出したＡＴＭ ＮＥは、故障の影響を受ける全ての動作中のＶＰＣに対して、ｅ－ｔ－ｅ

＿ＶＰ－ＡＩＳセルを生成し（順方向に）送出されなければならない。ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳセルは、

以下のいずれかの場合に送出される。 

 

           （１） 物理レイヤから伝送パス故障表示を受信 （注１参照） 

           （２） ＴＰ／ＶＰ＿Ａ機能でＬＣＤ検出 （注２参照） 

           （３） セグメントの受信側エンドポイントでＶＰレベルでのＬＯＣ検出（ＶＰリンクの終端機

能において） 

 

         注１ ― 故障表示状態は、ＳＤＨ，ＰＤＨ伝送システムに関し該当するＴＴＣ標準に規定される。 

        （7.1 節参照） 

         注２ ― ＬＣＤ故障はＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｉ４３２．ｘに規定される。 
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  ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳセル生成条件 － ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳセルは、故障の検出後、できる

だけ早く生成，送出される。そして、故障状態が継続している間、ＶＰレベルのセル転送が中断してい

ることを通知するために、周期的に送出される。ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳセルの生成周期は毎秒１セ

ル程度とし、故障の影響を受けるどのＶＰＣに対しても同様とする。ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳセルの

生成は、故障表示（例えば、伝送パス－ＡＩＳ故障）が解除されたら直ちに停止されなければならない。 

 

  ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳセル検出ポイント － ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳセルは、ＶＰＣの受信側エ

ンドポイントで検出される。 

  ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳセルでは、ＶＰＣ上のＣＰでモニタすることが可能である。 

 

  ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳ状態検出条件と解除条件（注３参照） － ＶＰＣエンドポイントまたは、Ｖ

ＰＣ上の中間ＣＰ（非貫入的モニタが動作している場合）において、ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳセルを

受信するか、伝送パス－ＡＩＳ故障、または、ＶＰＣ故障（例えば、ＶＰＣコンテニュイティの損失）

が検出されると、直ちにｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳ状態が宣言される。ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳ状態

は、ユーザセル（表７－１／ＪＴ－Ｉ６１０参照）またはｅ－ｔ－ｅ＿ＣＣセルを受信すると、解除さ

れる。ＶＰＣコンテニュイティチェック機能が行われない場合は、通常２．５秒±０．５秒の間ｅ－ｔ

－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳセルを受信しなかった場合に、ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳ状態は解除される。 

 

          注３ ― 稼動状態を正しく判断する上で、ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳ状態の解除条件にユーザセ

ルを考慮するのは問題がある。ユーザセルの存在を考慮に入れないこの状態については、

今後の検討課題である。 

 

9.2.1.1.1.1.2 セグメント ＶＰ－ＡＩＳ 

 ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳは、以下に記述されるように規定される。ひとつのネットワーク運用者ドメインに

おけるｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳの使用は、ネットワーク運用者オプションである。ＯＡＭセグメント内でＶＰ

Ｃ故障を検出するＡＴＭネットワークエレメントは、故障の影響を受ける全ての動作中のＶＰＣに対して、

ｅ-ｔ-ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳセルに加えｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳセルを生成し（順方向に）送出しなければならな

い。セグメントエンドポイント（送信側と受信側）とＯＡＭセグメント外のＣＰは、ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳ

セルを生成してはいけない。ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳセルの生成に関してそれぞれのＣＰは、セグメント内に

あるものとして（ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳ生成される状態） あるいはセグメント外にあるものとして（ｓｅ

ｇ＿ＶＰ－ＡＩＳ生成されない状態）のどちらかでＴＭＮにより形成される。コネクションの設定中に異な

るＮＥの一貫した動作を保証するためノードのそれぞれのＣＰのデフォルト値は、“ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳ

が生成される状態”となる。 

 ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳは、物理レイヤから伝送パスーＡＩＳ故障表示を受信し あるいはＴＰ/ＶＰ_Ａ機能

においてＬＣＤ検出を検出した時送出される。伝送パスーＡＩＳ故障表示は、中継器セクション マルチプ

レクス 

セクション あるいは 伝送パスレベルで監視された故障によるものである。 

 

 ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳセル生成条件 ― ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳセルは、故障の検出後、できるだけ早く生

成，送出される。そして、故障状態が継続している間、ＶＰＣセグメントレベルのセル転送が中断している

ことを通知するために、周期的に送出される。ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳセルの生成周期は毎秒１セル程度とし、

故障の影響を受けるどのＶＰＣに対しても同様とする。 

 ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳセルの生成は、故障表示（例えば、伝送パス－ＡＩＳ故障）が解除されたら直ちに
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停止されなければならない。 

 

 ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳ検出ポイント ― ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳセルは、ＶＰＣセグメントの受信側エンド

ポイントで検出され そして 終端される。ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳセルでは、ＶＰＣセグメント上のＣＰで他

のセルに影響を与えないようにモニタしてもよい。 

 

9.2.1.1.1.1.3  受信側セグメントＶＰ－ＡＩＳ状態 

 ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳ状態検出条件と解除条件（注参照） ― ＶＰＣセグメント エンドポイントまたは

ＶＰＣセグメント上の中間ＣＰ（非貫入的モニタが動作している場合）において、ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳセ

ルを受信するか、伝送パス－ＡＩＳ故障、または、ＶＰＣセグメント故障（例えば、ＶＰＣセグメント・コ

ンテニュイティの損失）が検出されると、直ちにｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳ状態が宣言される。ｓｅｇ＿ＶＰ－

ＡＩＳ状態は、ユーザセル（表７－１／ＪＴ－Ｉ６１０参照）またはセグメント ＣＣセルを受信すると、

セグメントレベルで解除される。ＶＰＣセグメント・コンテニュイティチェック機能が行われない場合は、

通常２．５秒±０．５秒の間ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳセルを受信しなかった場合に、ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳ状

態は解除される。 

 

注：稼動状態を正しく判断する上で、ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳ状態の解除条件にユーザセルを考慮するのは 

  問題がある。ユーザセルの存在を考慮に入れないこの状態の定義については、今後の検討課題である。 

 

9.2.1.1.1.2 ＶＰ－ＲＤＩ 

9.2.1.1.1.2.1 エンド・エンド ＶＰ－ＲＤＩ 

ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＲＤＩセルは、ＶＰＣエンドポイントにおいて、ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳ状態にな

った場合、直ちに対向するエンドポイントに送出される。 

 

  ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＲＤＩセル生成条件 － ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＲＤＩセルは、ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－Ａ

ＩＳ状態が継続している間、順方向のＶＰレベルでセル転送が中断していることを逆方向へ通知するた

めに、周期的に生成，送出される。ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＲＤＩセルの生成周期は、毎秒１セル程度とし、

故障の影響を受けるどのＶＰＣに対しても同様でなければならない。ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＲＤＩセルの

生成は、ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳ状態が解除されると直ちに停止されなければならない。 

 

  ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＲＤＩセル検出ポイント － ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＲＤＩセルは、ＶＰＣエンドポイ

ントで検出され、ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＲＤＩ状態は、一つのｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＲＤＩセルの受信後宣

言される。ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＲＤＩセルは、ＶＰＣ上のＣＰでは他のセルに影響を与えないようにモ

ニタしてもよい。 

 

  ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＲＤＩ状態検出条件と解除条件 － ＶＰＣエンドポイントにおいてｅ－ｔ－ｅ＿

ＶＰ－ＲＤＩセルを受信すると、直ちにｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＲＤＩ状態が宣言される。ｅ－ｔ－ｅ＿Ｖ

Ｐ－ＲＤＩ状態は、通常２．５秒±０．５秒の間、ＶＰＣエンドポイントにおいて、ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ

－ＲＤＩセルが受信されない場合、解除される。 
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9.2.1.1.1.2.2 セグメントＶＰ－ＲＤＩ 

ｓｅｇ＿ＶＰ－ＲＤＩセルは、ＶＰＣセグメントエンドポイントにおいて、ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳ状態が

宣言された場合、直ちに対向するエンドポイントに送出される。 

 

ｓｅｇ＿ＶＰ－ＲＤＩセル生成条件 － ｓｅｇ＿ＶＰ－ＲＤＩセルは、ｓｅｇ＿ＶＰ－ＡＩＳ状態が継

続している間、順方向ＶＰＣセグメントレベルでセル転送が中断していることを逆方向へ通知するために、

周期的に生成，送出される。ｓｅｇ＿ＶＰ－ＲＤＩセルの生成周期は、毎秒１セル程度とし、故障の影響を

受けるすべてのＶＰＣに対しても同様でなければならない。ｓｅｇ＿ＶＰ－ＲＤＩセルの生成は、ｓｅｇ＿

ＶＰ－ＡＩＳ状態が解除されると直ちに停止されなければならない。 

 

ｓｅｇ＿ＶＰ－ＲＤＩセル検出ポイント － ｓｅｇ＿ＶＰ－ＲＤＩセルは、ＶＰＣセグメントエンドポ

イントで検出され、ｓｅｇ＿ＶＰ－ＲＤＩ状態は、一つのｓｅｇ＿ＶＰ－ＲＤＩセルの受信後宣言される。

ｓｅｇ＿ＶＰ－ＲＤＩセルは、ＶＰＣセグメント上のＣＰでは他のセルに影響を与えないようにモニタして

もよい。 

 

ｓｅｇ＿ＶＰ－ＲＤＩ状態検出条件と解除条件 － ＶＰＣセグメントエンドポイントにおいてｓｅｇ＿

ＶＰ－ＲＤＩセルを受信すると、直ちにｓｅｇ＿ＶＰ－ＲＤＩ状態が宣言される。ｓｅｇ＿ＶＰ－ＲＤＩ状

態は、通常２．５秒±０．５秒の間、ＶＰＣセグメントエンドポイントにおいて、ｓｅｇ＿ＶＰ－ＲＤＩセ

ルが受信されない場合解除される。 

 

9.2.1.1.2 ＶＰＣコンテニュイティチェック 

  コンテニュイティチェック（ＣＣ）は、それぞれのインターフェース（ＵＮＩ，ＮＮＩ）の各方向毎に、

一定数までの選択された動作中のＶＰＣに対して同様に、エンド・エンドまたはセグメントレベルで実行さ

れる。この数値については、本標準の範囲外である。 

 

  ＣＣは、コネクション設定中、またはコネクション設定後に、起動できる。 

  起動（および停止）のための手順は、９．２．３節に記されている。全ての動作中のＶＰＣおよびＶＰＣ

セグメント上に、ＣＣを起動するか否かは、オプションである。 

 

注１：ＣＣの使用は、ネットワーク運用者のオプションであるが、ＶＰＣまたはＶＰＣセグメント上の一部

または全てにおいて、ＣＣを実行することは、一般的に大変重要と考えられている。これは、ＣＣが、

サービス中にリアルタイムに、（物理レイヤ故障とは異なって）ＡＴＭレイヤ故障の継続的な検出が

可能な唯一のメカニズムである、という理由による。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６によると、性能モニ

タリング（ＰＭ）機能とともに、ＣＣメカニズムを起動することは、ＶＰＣ／ＶＰＣセグメントのサ

ービス中の性能評価を可能とする。 

 

 

ＣＣ機能の起動後に、ＶＰ－ＣＣセルを挿入するためのメカニズムには、次の２つの方法がある。 

 オプション（１）ＶＰＣまたはＶＰＣセグメントの、送信側のエンドポイントにおいて、１秒程度の間ユ

ーザセルが送出されない場合、ＶＰ－ＣＣセルが順方向に送出される。 
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注２：ＣＣセルについてのオプション（１）は、ＬＯＣ障害検出のために使用される。しかし、定期的なＣ

Ｃセルの送出が保証されないため、使用可能な状態であるかどうかを評価するためにこのオプション

を使用してはならない。 

 

 オプション（２）ＶＰ－ＣＣセルは、ユーザセルの流れに関係なく、毎秒１セル程度の周期で連続的に送

出される。 

 

  ＣＣを起動状態で、ＶＰＣの受信側エンドポイントにおいて、３．５秒±０．５秒の間で、ユーザセル

もＣＣセルも受信しなかった場合、ＬＯＣ故障を原因とするＶＰ－ＡＩＳ状態が宣言される。 

 

  ＶＰセグメントの受信側エンドポイントにおいて、３．５秒±０．５秒の間で、ユーザセルもＣＣセル

（表７－１／ＪＴ－Ｉ６１０参照）も受信しなかった場合、ＬＯＣ故障を原因とするＶＰ－ＡＩＳ状態が宣

言され、順方向へｅ－ｔ－ｅ ＶＰ－ＡＩＳセルの伝送を開始する。しかし、ＬＯＣ故障中でも、ｅ－ｔ－

ｅ ＶＰ－ＡＩＳセルの重複した伝送を避けるため、既にｅ－ｔ－ｅ ＶＰ－ＡＩＳセルを受信し、これを

順方向へ送信しているセグメントの受信側エンドポイントは、新たなｅ－ｔ－ｅ ＶＰ－ＡＩＳセルの挿入

を行ってはならない。 

 

注３：稼動状態を正しく判断する上で、ＬＯＣ障害の宣言にユーザセルを考慮するのは問題がある。ユーザ

セルの存在を考慮に入れないこの状態の定義については、今後の検討課題である。 

 

9.2.1.1.3 ＶＰループバック機能 

9.2.1.1.3.1 概要 

  ＡＴＭレイヤのループバック（ＬＢ）機能は、コネクションのサービスを中断することなく、ＶＰＣ上の

ある位置にて挿入された運用に関する情報を、異なった位置で返送する（すなわちループバックする）こと

を可能にする。この機能は、ＬＢセルを、ＶＰＣ上のアクセス可能なポイント（すなわち、エンドポイント

またはＣＰ）から、ユーザセルの伝送遅延を最小限に抑えつつ、かつユーザセルの順序を崩さないように挿

入することにより実現される。このセルは、セル自身の情報フィールド内に含まれる情報に基づき、下流方

向のある地点において、ループバックされる。 

 

9.2.1.1.3.2 運用の原則 

（１）ＶＰループバックセル（ＶＰ－ＬＢセル）は、ＣＰ（ＶＰＣセグメントのエンドポイントを含む）、

およびＶＰＣエンドポイントにおいて挿入が可能である。ループされたセルの送信元であるＡＴＭ 

ＮＥは、オプションとして、コリレーションタグとソースＩＤを照合した後、その返送セルを抜去し

てもよい。 

 

（２）セグメントＶＰ－ＬＢセル（ｓｅｇ＿ＶＰ－ＬＢセル）は、ＣＰ（ＶＰＣセグメントのエンドポイン

トを含む）においてループバックが可能である。ｓｅｇ＿ＶＰ－ＬＢセルをループしたＡＴＭ ＮＥ

は、オプションとしてその元セルを、ループ実行後に抜去してもよい。 

  注： ループバックメカニズムに関連した機能の一部においてはｓｅｇ＿ＶＰ－ＬＢセル（元セル）を（中

間ＣＰにおいてループバック実行後に）抜去することは禁止されている。詳細は付属資料３および付

録３を参照。 
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 ｓｅｇ＿ＶＰ－ＬＢセルに対しループバックロケーションＩＤ（ＬＬＩＤ）を使用するか否かは、ネット

ワーク運用者のオプションである。ＬＬＩＤフィールドの管理については、１０．２．３節にて記述する。 

 

（３）あるコネクション上において、連続的にＶＰ－ＬＢセル（元セル）を送信する場合の待ち時間は５秒

でなければならない。もしＶＰ－ＬＢセルを送信してから５秒以内に送信元に戻らない場合は、その

ＬＢ実行は失敗とみなされる。 

 

（４）例えば、カスタマがエンド・エンドでＬＢを開始するような、ＴＭＮからの指示なしにＬＢを始める

ことも可能でなければならない。この場合、ＬＢ実行結果をＴＭＮへ通知しても良い。 

 

（５）物理レイヤではなく、ＡＴＭレイヤにおいてＬＢが実行されたことを確認する方法は、ＬＢポイント

において、ＶＰ－ＬＢセルの情報フィールド内の特定フィールド（ＬＢ表示フィールド－１０．２．

３節参照）の書き換えを要求することによって実現される。この原理は、図９－２／ＪＴ－Ｉ６１０

に図解されている。ＬＢポイントに対するＬＢ表示書き換えの要求は、ＬＬＩＤに初期設定（全て

“１”）を使用している場合に発生する可能性がある、無限ループバックの問題も解決する。 

 

（６）エンド・エンドＶＰ－ＬＢセル（ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＬＢセル）は、ＣＰにおいてループバックして

はならない。 

 

（７）付属資料３に、ＮＥがＶＰ－ＬＢセルを受信した場合に実行される処理手順の詳細を示す。 

 
 

ソース

ポイント

　ＬＢ

ポイント

　　ＬＢ表示　＝“１”

　　ＬＢ表示　＝“０”
 

 

図９－２／ＪＴ－Ｉ６１０  ループバック（ＬＢ）表示機能 

                             (ITU-T I.610) 

 

9.2.1.1.3.3 ループバックアプリケーション 

ＬＢ機能は、図９－３／ＪＴ－Ｉ６１０に記すアプリケーションをサポートしている。アプリケーション

は、次の５つの場合に限定される。 

 

（１）エンド・エンドＬＢ － エンド・エンドＶＰ－ＬＢセル（ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＬＢセル）は、ＶＰ
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Ｃエンドポイントから挿入され、対向するＶＰＣエンドポイントにおいてループバックされる。 

 

（２）アクセスラインＬＢ － セグメントＶＰ－ＬＢセル（ｓｅｇ＿ＶＰ－ＬＢ）は、カスタマまたはネ

ットワークから挿入され、ネットワーク内の最初のＡＴＭノード、またはカスタマ装置において、そ

れぞれループバックされる。このアプリケーションにおいて、ＶＰＣセグメントは、双方の合意によ

って定義される。 

 

（３）ドメイン間ＬＢ － ｓｅｇ＿ＶＰ－ＬＢセルは、あるネットワーク運用者から挿入され、隣接した

ネットワーク運用者のドメイン（領域）内の最初のＡＴＭノードにおいて、ループバックされる。こ

のアプリケーションにおいて、ＶＰＣセグメントは、双方の合意によって定義される。 

 

（４）ネットワーク・エンドポイントＬＢ － ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＬＢセルは、あるネットワーク運用者

により挿入され、他のドメイン（領域）のＶＰＣエンドポイントにおいてループバックされる。 

 

（５）ドメイン内ＬＢ － ｓｅｇ＿ＶＰ－ＬＢセルは、ＶＰＣセグメントのエンドポイントまたはＶＰＣ

セグメント内のＣＰから挿入され、ＶＰＣセグメントのエンドポイントまたはＶＰＣセグメント内の

ＣＰにおいて、ループバックされる。このアプリケーションにおいて、ＬＬＩＤを使用するか否かは、

ネットワーク運用者のオプションである。 

 

注：ＶＰＣセグメントが複数のネットワークドメインに渡り、かつ全てのネットワーク管理者間の合意がな

されていない場合があり得る。この場合、モニタリング対象区間が単独のドメインとみなされ、９．２．

１．１．３．２節にて規定されるｓｅｇ＿ＶＰ－ＬＢセルの処理のオプションが本ドメインにも適合す

るとみなしてＬＢアプリケーション（５－１）および（５－２）が適用され得る。 
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（１）エンド・エンドＬＢ

ドメインの境界

（２）アクセスラインＬＢ

（３）ドメイン間ＬＢ（ネットワークからの起動）

（４）ネットワーク・エンドポイントＬＢ

（５－１）ドメイン内ＬＢ（ネットワークからの起動）

（このような３つのループバックが同時に実行されるわけではない）

（５－２）

：コネクションエンドポイント ：ＣＰまたはセグメントエンドポイント

（ドロップ） （確認［およびオプションとしてドロップ］）

・ｂ１＝カスタマからの起動

・ｂ２＝ネットワークからの起動-ｂ１ -ｂ２

ｾｸﾞﾒﾝﾄ ﾌﾛｰのみ ＊：双方の合意によって定義されたセグメント

ｾｸﾞﾒﾝﾄ
＊

ｾｸﾞﾒﾝﾄ ﾌﾛｰのみ

ｾｸﾞﾒﾝﾄ ﾌﾛｰ

ｾｸﾞﾒﾝﾄ ﾌﾛｰのみ

＊：双方の合意によって定義されたセグメント

ｾｸﾞﾒﾝﾄ ﾌﾛｰのみ
ｾｸﾞﾒﾝﾄ＊ ｾｸﾞﾒﾝﾄ＊

 
 

図９－３／ＪＴ－Ｉ６１０ ループバック（ＬＢ）アプリケーション 

                         (ITU-T I.610) 

9.2.1.2 ＶＰ性能マネジメント機能 

  ＶＰＣ、あるいはＶＰＣセグメントの性能モニタリング（ＰＭ）は、それぞれＶＰＣ、あるいはＶＰＣ

セグメントのエンドポイントで、モニタリングセルを挿入することによって実行される。この機能をサポー
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トする手順として、順方向誤り検出情報（例えば、誤り検出符号）が、１０．３項で定義される順方向性能

モニタリングセル（ＦＰＭセル）に基づく順方向Ｆ４フローを用いて、エンドポイント間でやりとりされる。

一方、ＰＭ実行結果は、１０．３項で定義される逆方向通知セル（ＢＲセル）に基づく逆方向（受信方向）

Ｆ４フロー上で受け取られる。全体が１つの制御区間内にあるＶＰＣをモニタリングする場合や、ＶＰＣセ

グメントをモニタリングする場合、ＰＭ実行結果は逆方向のＦ４フロー、あるいは他の手段（例えば、ＴＭ

Ｎ）を用いて通知されてもよい。 

 

  ＰＭは、ユーザセルのブロックをモニタリングすることにより実行される。表７－１／ＪＴ－Ｉ６１０は、

ＶＰ－ＰＭの対象となるユーザセル（すなわち、ＶＰレベルでモニタリングされるセルブロックの一部とな

るセル）の一覧を示している。 

 

  エンド・エンド、あるいはセグメントレベルでＰＭを実行する時は、性能評価期間全体に渡って、関連す

るコンテニュイティチェック（ＣＣ）機能（エンド・エンドＣＣ、あるいはセグメントＣＣのそれぞれ）を

起動することが望ましい。これによって、測定期間内のＶＰコネクション、あるいはコネクションの一部の

稼動状態を連続的にモニタリングすることができる。ＣＣは、ＰＭの開始前、あるいは開始と同時に起動す

ることができる。 

 

  ＶＰ－ＦＰＭセル挿入要求は、Ｎ個のユーザセル毎に発生する。ＶＰ－ＦＰＭセルは、要求発生後の最初

の利用可能なセル位置に挿入される。 

 

ブロックサイズＮは、１２８、２５６、５１２、１０２４、２０４８、４０９６、８１９２、１６３８４、

あるいは３２７６８の値をとることができる（表１０－４／ＪＴ－Ｉ６１０参照）。これらの値は公称のブ

ロックサイズ値であり、実際にモニタリングされるセルのブロックサイズは、別の値であってもよい。セル

ブロックサイズは、エンド・エンドのＰＭにおいて、Ｎの最大５０％まで変化してもよい。だが、エンド・

エンドのＰＭでは、モニタリングセルは、挿入要求発生後、Ｎ／２以内のユーザセルストリームの中に挿入

されなければならない。実際のモニタリングブロックサイズの平均は約Ｎセルとなる。 

注：  ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６は、ブロックサイズＮの選び方を示している。 

 

  ＶＰＣセグメントの性能をモニタリングする際、ＶＰ－ＦＰＭセルの強制挿入を避けるために、挿入要求

発生後セル位置が利用可能となるまで待ち、実際のモニタリングブロックサイズが大きくなってもよい。こ

の場合、実際のモニタリングブロックサイズは平均Ｎセルとはならない。セグメントレベルでの強制挿入は

オプションとして残される。 

 

 あるコネクションに対しＦＰＭ機能およびＢＲ機能の両方が起動されている場合、順方向に送信されるあ

るセルブロックに関連するＯＡＭ情報は、対のＯＡＭセルと呼ばれるＶＰ－ＦＰＭセルおよびＶＰ－ＢＲセ

ルにより、双方向に伝達されなければならない。すなわち、正常に受信されたＶＰ－ＦＰＭセルに対しては、

それに対応するＶＰ－ＢＲセルが返送されなければならない（注参照）。 

 

注：ＶＰ－ＦＰＭセルは、そのセル自身の誤り検出符号フィールド（ＣＲＣ－１０）がペイロード内の誤り

を検出していない場合、正常に受信されたとみなされる。 

 

 ＶＰ－ＢＲセルの挿入要求は、対応するＶＰ－ＦＰＭセルが正常に受信され、かつその内容が処理された

後に発行される。そのＶＰ－ＢＲセルは、要求後最初の利用可能なセル位置にて逆方向に送出されなければ
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ならない。次のＶＰ－ＦＰＭセルを受信するまでに利用可能な空きのセル位置が無い場合は、ＶＰ－ＢＲセ

ルが強制挿入される。 

 

 モニタリングセルは、以下の検出を行う。 

－ 誤りブロック 

－ モニタされたブロック内でのセルの損失／誤挿入 

  他の項目（例えば、セル転送遅延）の検出については、今後の検討課題である。 

 

 エンド・エンド性能マネジメントセル、あるいはセグメント性能マネジメントセルに対して適用される挿

入プロセスについては、付録２に示す。 

 

  ＰＭは、インタフェース（ＵＮＩ，ＮＮＩ）毎に、一定数までの選択されたＶＰＣに対して同時に実行可

能であるが、この数値を規定することは、本標準の範囲外である。 

 

  ＰＭは、コネクション設定中、あるいはコネクション設定後に起動される。リソースが適正に確保されて

いるならば、その起動や停止が原因で起こるサービス品質の劣化は無視できる。 

 

  ＰＭの起動／停止手順は、９．２．３節に記述されている。ＰＭの起動後、最初に受信されたＶＰ－ＦＰ

ＭセルあるいはＶＰ－ＢＲセルは、初期化にのみ用いられ、性能パラメータの更新には用いられない。 

 

  ＰＭと、ＵＰＣ（使用量パラメータ制御）／ＮＰＣ（ネットワークパラメータ制御）動作との間には干渉

が有りうる。これは、運用者間に渡るドメインの性能がモニタリングされる場合に特有の懸念である。ＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｉ３５６によると、運用者間に渡る国際区間については、ＮＰＣにより廃棄されるセルは本区

間において発生した性能の劣化とはみなされない。このことは、ＵＰＣ／ＮＰＣ機能が近くの上流で働いて

いる測定ポイントにより区切られたコネクション区間について、より一般的に言える。この干渉を避けるに

は、ＯＡＭセグメント内部にてＵＰＣ／ＮＰＣ機能によって発生する利用可能性の低下やセル廃棄が、ＰＭ

フローの順方向に対しても、逆方向に対しても、ＰＭ実行結果から差し引かれる必要がある。本問題の解決

については、今後の検討課題とする。 

 

9.2.1.3 ＶＰシステムマネジメント機能 

  ＶＰシステムマネジメントセルは、ＶＰレイヤにおける様々な機能をシステムが制御し、維持する事を目

的に定義されている。ＶＰシステムマネジメントセルは、エンド・エンドでのみ使用される。このＯＡＭセ

ルは、関連するＶＰＣを終端するエンドユーザの装置内（すなわち、カスタマ構内）でのみ挿抜され、処理

される。このセルは、ＶＰＣ上ではトランスペアレントに伝送される。 

 

  ＶＰシステムマネジメントセルは、ネットワークノードとネットワークノード間、およびエンドユーザ装

置とネットワークノード間においては、定義されない。 

 

  このセル種別のＶＰＣセグメントＯＡＭセルは、ＮＥの内部機能にのみ用いることができる（すなわち、

このセルはあらゆる外部とのインタフェースを通過してはならない）ため、この機能に関するセグメントフ

ローは定義されない。したがってシステムマネジメントセル種別に対するＶＰＣセグメントは、将来に渡っ

て定義されてはならない。 
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  エンドユーザ装置でのシステムマネジメントセルの使用はオプションであり、この方法以外では実現でき

ないアプリケーションを除き、推奨されない。 

 

9.2.1.4 ＶＰ－ＡＴＭ切替 

 ＶＰ－ＡＰＳセル種別は、ＡＴＭ切替（ＡＰＳ）を提供するために定義される。詳細は、ＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｉ６３０を参照。 

 

9.2.1.5 ＶＰ－ＯＡＭフローの非貫入的なモニタリング 

 エンド・エンド故障あるいはセグメント故障、および性能マネジメントのいずれの種別であっても、ＶＰ

－ＯＡＭフローの非貫入的な（つまり、他のセルに影響を与えない）モニタリングはＶＰＣ上のいかなる中

間点でも実行可能である。中間点とは、ＶＰＣセグメントのエンドポイントのみならず、ＶＰＣセグメント

の中間点も含む（注参照）。 

 

注：非貫入的なモニタリング機能の目的は、ネットワーク事業者に対してセグメントＯＡＭフローの情報か

らは得られない付加的なＯＡＭ情報を提供することである。一例としては、ＶＰ－ＲＤＩおよびそれに

対応するＶＰ－ＢＲとをモニタリングすると、ＶＰＣの状態（稼動／不稼動）およびエンド・エンドの

性能の両方を評価することができる。別の例としては、ユーザが生成したセル・フロー、および全ての

ネットワーク運用者のドメインに対して確立されたｓｅｇ＿ＶＰ－ＦＰＭフローと共にｅ－ｔ－ｅ＿

ＶＰ－ＦＰＭフローをモニタリングすると、カスタマのネットワークにて性能劣化が発生した場合にそ

の原因となる地点の特定に役立ち得る。 

 

 ＶＰ－ＯＡＭフローの非貫入的なモニタリングとは、ＯＡＭセルやユーザ・セルの集められたフローの特

徴（例えば、セルの内容やセルの順序）を変更することなく、中間点を通過するＶＰ－ＯＡＭセルの内容を

検出し、かつ処理することである。 

 

9.2.2 ＶＣＣのためのＯＡＭ機能（Ｆ５フロー） 

  本節では、ＶＣレベルの故障マネジメントおよび性能マネジメントの各機能について記述する。 

 

9.2.2.1 ＶＣ故障マネジメント機能  

9.2.2.1.1 ＶＣ－ＡＩＳとＶＣ－ＲＤＩ故障表示 

  ＶＣ－ＡＩＳとＶＣ－ＲＤＩ故障表示は、エンド・エンドのＶＣＣ故障の識別と通知に使用されなければ

ならない。 

 セグメントＶＣ－ＡＩＳとセグメントＶＣ－ＲＤＩ故障表示は、セグメントレベルのＶＣＣ故障の識別と

通知に使用されなければならない。 

 

9.2.2.1.1.1 ＶＣ－ＡＩＳ 

9.2.2.1.1.1.1 エンド・エンドＶＣ－ＡＩＳ 

 ＶＣＣ故障を検出したＡＴＭ ＮＥは、故障の影響を受ける全ての動作中のＶＣＣに対して、エンド・エ

ンドＶＣ－ＡＩＳセル（ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳセル）を生成し、（順方向に）送出しなければならない。

ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳセルは、ＶＰレベルからのｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳ故障表示を受信したとき、

または、（ＶＣリンクの終端機能において）セグメントの受信側エンドポイントにてＶＣレベルのＬＯＣを

検出したときに、送出される。 
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 ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳ故障表示は、ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳセル受信時、ＶＰ－ＬＯＣ検出時、物

理レイヤからの伝送パス故障表示を受信した時（注１参照）、あるいはＬＣＤ検出時（注２参照）に発生す

る。 

 

注１：故障表示状態については、ＳＤＨおよびＰＤＨ伝送システムに関連するＴＴＣ標準において定義され

る  

  （７．１節参照）。 

注２：ＬＣＤ故障については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．ｘシリーズにおいて規定される。 

 

ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳセル生成条件 － ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳセルは、故障の検出後、できるだ

け早く生成、送出される。そして、故障状態が継続している間、ＶＣレベルのセル転送が中断している

ことを通知するために、周期的に送出される。ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳセルの生成周期は毎秒１セル

程度とし、故障の影響を受けるどのＶＣＣに対しても同様でなければならない。ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－Ａ

ＩＳセルの生成は、故障表示（例えば、伝送パスＡＩＳ故障、ＶＰ－ＡＩＳ、およびＶＰＣ上のＬＯＣ）

が解除されたら直ちに停止されなければならない。 

ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳセル検出ポイント － ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳセルは、ＶＣＣ受信側エンド

ポイントで検出される。ＶＣＣ上のＣＰでは、他のセルに影響を与えずにｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳセ

ルをモニタリングしてもよい。 

ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳ状態検出条件と解除条件（注３参照） － ＶＣＣエンドポイントまたは、ＶＣ

Ｃ上の中間ＣＰ（非貫入的モニタが動作している場合）において、ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳセルを受

信するか、伝送パスＡＩＳ故障、ＶＰＣ故障（例えば、ＶＣ－ＡＩＳ、ＶＰＣ上のＬＯＣ）、または、

ＶＣＣ故障（例えば、ＶＣＣ上のＬＯＣ）が検出されると、直ちにｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳ状態が宣

言される。ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳ状態は、ユーザセル（表７－２／ＪＴ－Ｉ６１０参照）または、

エンド・エンドＣＣセル（ｅ－ｔ－ｅ＿ＣＣセル）を受信すると、エンド・エンドレベルで解除される。

ＶＣＣコンテニュイティチェック機能が起動されていない場合は、通常２．５秒±０．５秒の間ｅ－ｔ

－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳセルを受信しなかった場合に、ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳ状態は、解除される。 

 

注３：稼動状態を正しく判断する上で、ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳ状態の解除条件にユーザセルを考慮する

のは問題がある。ユーザセルの存在を考慮に入れない本状態の定義については、今後の検討課題であ

る。 

 

 

9.2.2.1.1.1.2 セグメントＶＣ－ＡＩＳ 

ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳは、以下に記述されるように規定される。ひとつのネットワーク運用者ドメインに

おけるｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳの使用は、ネットワーク運用者オプションである。ＯＡＭセグメント内にてＶ

ＣＣ故障を検出したＡＴＭ ＮＥは、故障の影響を受ける全ての動作中のＶＣＣに対して、ｅ－ｔ－ｅ＿Ｖ

Ｃ－ＡＩＳセルに加えてセグメントＶＣ－ＡＩＳセル（ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳセル）を生成し、（順方向に）

送出しなければならない。セグメントのエンドポイント（送信側および受信側）およびＯＡＭセグメントの

外側のＣＰでは、ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳセルを生成してはならない。ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳセルの生成に関

して、各ＣＰは、セグメント内にある（ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳを生成する状態）ものとして、あるいはセグ

メント外にある（ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳを生成しない状態）ものとして、ＴＭＮにより構成されることがで

きる。コネクション設定中に異なるＮＥ間の一貫した動作を保証するため、ノードの各ＣＰの初期値は、“ｓ

ｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳを生成する”である。 
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ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳは、物理レイヤからの伝送パスＡＩＳ故障表示を受信したとき、伝送パス／ＶＰア

ダプテーション機能においてＬＣＤを検出したとき、または、ＶＰレベルからの故障表示（例えば、ｅ－ｔ

－ｅ＿ＶＰ－ＡＩＳあるいはＶＰ－ＬＯＣ）を受信したときに、送出される。伝送パスＡＩＳ故障表示は、

中継器セクション、ディジタルセクション、あるいは伝送パスレベルにて検出された故障に起因する。 

 

ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳセル生成条件 － ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳセルは、故障の検出後、できるだけ早く生

成、送出される。そして、故障状態が継続している間、ＶＣＣセグメントレベルのセル転送が中断して

いることを通知するために、周期的に送出される。ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳセルの生成周期は毎秒１セル

程度とし、故障の影響を受けるどのＶＣＣに対しても同様でなければならない。ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳ

セルの生成は、故障表示（例えば、伝送パスＡＩＳ故障、ＶＰ－ＡＩＳ、ＶＰＣ上のＬＯＣ）が解除さ

れたら直ちに停止されなければならない。 

ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳセル検出ポイント － ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳセルは、ＶＣＣセグメントの受信側エ

ンドポイントで検出され、かつ終端される。ＶＣＣセグメントのＣＰでは、他のセルに影響を与えずに

ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳセルをモニタリングしてもよい。 

 

9.2.2.1.1.1.3  受信側セグメントＶＣ－ＡＩＳ状態 

ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳ状態検出条件と解除条件（注参照） － ＶＣＣセグメントの受信側エンドポイント

または、ＶＣＣセグメント上の中間ＣＰ（非貫入的モニタが動作している場合）において、ｓｅｇ＿Ｖ

Ｃ－ＡＩＳセルを受信するか、伝送パスＡＩＳ故障、ＶＰＣ故障、または、ＶＣＣセグメント故障（例

えば、ＶＣＣセグメント上のＬＯＣ）が検出されると、直ちにｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳ状態が宣言される。

ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳ状態は、ユーザセル（表７－２／ＪＴ－Ｉ６１０参照）または、セグメントＣＣ

セル（ｓｅｇ＿ＣＣセル）を受信すると、セグメントレベルで解除される。ＶＣＣセグメントのコンテ

ニュイティチェックが起動されていない場合は、通常２．５秒±０．５秒の間ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳセ

ルを受信しなかった場合に、ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳ状態は、解除される。 

 

注：稼動状態を正しく判断する上で、ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳ状態の解除条件にユーザセルを考慮するのは問

題がある。ユーザセルの存在を考慮に入れない本状態の定義については、今後の検討課題である。 

 

9.2.2.1.1.2 ＶＣ－ＲＤＩ 

9.2.2.1.1.2.1 エンド・エンドＶＣ－ＲＤＩ 

  エンド・エンドＶＣ－ＲＤＩセル（ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＲＤＩセル）は、ＶＣＣエンドポイントにおいて

ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳ状態が宣言された場合、直ちに対向するＶＣＣエンドポイントに送出される。 

ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＲＤＩセル生成条件 － ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＲＤＩセルは、ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩ

Ｓ状態が継続している間、順方向のＶＣレベルでセル転送が中断していることを逆方向に通知するため

に、周期的に生成、送出される。ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＲＤＩセルの生成周期は、毎秒１セル程度とし、

故障の影響を受けるどのＶＣＣに対しても同様でなければならない。ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＲＤＩセルの

生成は、ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳ状態が解除されると直ちに停止されなければならない。 

ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＲＤＩセル検出ポイント － ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＲＤＩセルは、ＶＣＣエンドポイン

トで検出され、ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＲＤＩセルの受信後、ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＲＤＩ状態が宣言される。

ＶＣＣ上のＣＰでは、他のセルに影響を与えずにｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＲＤＩセルをモニタリングしても

よい。 

ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＲＤＩ状態検出条件と解除条件 － ＶＣＣエンドポイントにおいてｅ－ｔ－ｅ＿Ｖ
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Ｃ－ＲＤＩセルを受信すると、直ちにｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＲＤＩ状態が宣言される。ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ

－ＲＤＩ状態は、通常２．５秒±０．５秒の間、ＶＣＣエンドポイントにおいてｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－Ｒ

ＤＩセルが受信されない場合、解除される。 

 

9.2.2.1.1.2.2 セグメントＶＣ－ＲＤＩ 

 セグメントＶＣ－ＲＤＩセル（ｓｅｇ＿ＶＣ－ＲＤＩセル）は、ＶＣＣセグメントのエンドポイントにお

いてｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳ状態が宣言された場合、直ちに対向するＶＣＣセグメントのエンドポイントに送

出される。 

 

ｓｅｇ＿ＶＣ－ＲＤＩセル生成条件 － ｓｅｇ＿ＶＣ－ＲＤＩセルは、ｓｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳ状態が継続

している間、順方向のＶＣＣセグメントレベルでセル転送が中断していることを逆方向に通知するため

に、周期的に生成、送出される。ｓｅｇ＿ＶＣ－ＲＤＩセルの生成周期は毎秒１セル程度とし、故障の

影響を受けるどのＶＣＣに対しても同様でなければならない。ｓｅｇ＿ＶＣ－ＲＤＩセルの生成は、ｓ

ｅｇ＿ＶＣ－ＡＩＳ状態が解除されると直ちに停止されなければならない。 

ｓｅｇ＿ＶＣ－ＲＤＩセル検出ポイント － ｓｅｇ＿ＶＣ－ＲＤＩセルは、ＶＣＣセグメントのエンドポ

イントで検出され、ｓｅｇ＿ＶＣ－ＲＤＩセルの受信後、ｓｅｇ＿ＶＣ－ＲＤＩ状態が宣言される。Ｖ

ＣＣセグメント上のＣＰでは、他のセルに影響を与えずにｓｅｇ＿ＶＣ－ＲＤＩセルをモニタリングし

てもよい。 

ｓｅｇ＿ＶＣ－ＲＤＩ状態検出条件と解除条件 － ＶＣＣセグメントのエンドポイントにおいてｓｅｇ

＿ＶＣ－ＲＤＩセルを受信すると、直ちにｓｅｇ＿ＶＣ－ＲＤＩ状態が宣言される。ｓｅｇ＿ＶＣ－Ｒ

ＤＩ状態は、通常２．５秒±０．５秒の間ＶＣＣセグメントのエンドポイントにおいて、ｓｅｇ＿ＶＣ

－ＲＤＩセルが受信されない場合、解除される。 

 

9.2.2.1.2 ＶＣＣコンテニュイティチェック 

  ＣＣは、それぞれのインタフェース（ＵＮＩ、ＮＮＩ）の各方向毎に、一定数までの選択された動作中の

ＶＰＣに対して同時に、エンド・エンドまたはセグメントレベルで実行されうる。この数値については、本

標準の範囲外である。 

  ＣＣは、コネクション設定中、またはコネクション設定後に、起動できる。起動（および停止）のための

手順は９．２．３節で記されている。全ての動作中のＶＣＣとＶＣＣセグメント上に、ＣＣを起動するか否

かは、オプションである。 

   

    注１：ＣＣの使用はネットワーク運用者のオプションであるが、ＶＣＣあるいはＶＣＣセグメントの一

部あるいは全部についてＣＣを起動する機能が重要であると考えるネットワーク管理者も存在

する。これは、ＣＣが、サービスを中断せずにリアルタイムに（物理レイヤの故障ではなく）Ａ

ＴＭレイヤの故障を連続的に検出できる唯一のメカニズムであるからである。またＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｉ３５６によると、ＰＭプロセスとともにＣＣ機能を起動することは、利用可能時間の間に

限定して性能を評価することを可能にする。 

 

 ＣＣ機能の起動後に、ＶＣ－ＣＣセルを挿入するためのメカニズムには、次の２つの方法がある。 

 

（オプション－１）１秒程度の間ユーザセルが送出されない場合、ＶＣＣまたはＶＣＣセグメントの送信側

のエンドポイントよりＶＣ－ＣＣセルが順方向に送出される。 
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    注２：オプション－１は、ＬＯＣ故障検出のために使用してもよい。しかし、このオプションは稼動状

態の評価のために使用してはならない。 

 

（オプション－２）ＶＣ－ＣＣセルは、ユーザセルの流れに関係なく、毎秒１セル程度の周期で連続的に送

出される。 

 

  ＣＣ起動状態で、ＶＣＣの受信側エンドポイントにおいて、３．５秒±０．５秒の間、ユーザセルもＣＣ

セルも受信しなかった場合、ＬＯＣ故障を原因とするＶＣ－ＡＩＳ状態が宣言される。 

 

  ＶＣＣセグメント受信側エンドポイントにおいて、３．５秒±０．５秒の間、ユーザセルもＣＣセルも受

信しなかった場合、ＬＯＣ故障が宣言され、順方向へｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳセルの伝送を開始する。し

かし、ＬＯＣ故障中にｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳセルの重複した伝送を避けるため、既にｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ

－ＡＩＳセルを受信し、これを順方向へ送信しているＶＣＣセグメントの受信側エンドポイントは、新たな

ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＡＩＳセルの挿入を行ってはならない。 

 

注３：稼動状態を正しく判断する上で、ＬＯＣ故障の検知条件にユーザセルを考慮するのは問題がある。ユ

ーザセルの存在を考慮に入れない本故障の定義については、今後の検討課題である。 

 

9.2.2.1.3 ＶＣループバック機能 

9.2.2.1.3.1 概要 

  ＡＴＭレイヤのＬＢ機能は、コネクションのサービスを中断することなく、ＶＣＣ上のある位置にて挿入

された運用に関する情報を、異なった位置で返送する（すなわち、ループバックする）ことを可能にする。

この機能は、ＬＢセルをＶＣＣ上のアクセス可能なポイント（すなわち、エンドポイントまたはＣＰ）から、

ユーザセルの伝送遅延を最小限に抑えつつ、かつユーザセルの順序を崩さないように挿入することにより実

現される。このセルは、セル自身の情報フィールド内に含まれる情報に基づき、下流方向のある地点におい

て、ループバックされる。 

 

9.2.2.1.3.2 運用の原則 

（１）ＶＣループバックセル（ＶＣ－ＬＢセル）は、ＶＣＣセグメントのエンドポイントを含むＣＰ、およ

びＶＣＣエンドポイントにおいて挿入が可能である。ループされたセルの送信元であるＡＴＭ ＮＥは、

オプションとして、コリレーションタグとソースＩＤを照合した後、その返送セルを抜去してもよい。 

 

（２）セグメントＶＣ－ＬＢセル（ｓｅｇ＿ＶＣ－ＬＢセル）は、ＶＣＣセグメントのエンドポイントを含

むＣＰにおいてループバックが可能である。ｓｅｇ＿ＶＣ－ＬＢセルをループしたＡＴＭ ＮＥは、オプ

ションとして、その元セルを、ループ実行後に抜去してもよい。 

 

注：ループバックメカニズムに関連した機能の一部においてはｓｅｇ＿ＶＣ－ＬＢセル（元セル）を（中間

ＣＰにおいてループバック実行後に）抜去することは禁止されている。詳細は付属資料３および付録３

を参照。 
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ｓｅｇ＿ＶＣ－ＬＢセルに対しＬＬＩＤを使用するか否かは、ネットワーク運用者のオプションである。

ＬＬＩＤフィールドの管理については、７．２．３節にて記述する。 

 

（３）あるコネクション上において、連続的にＶＣ－ＬＢセル（元セル）を送信する場合の待ち時間は５秒

でなければならない。もしＶＣ－ＬＢセルを送信してから５秒以内に送信元に戻らない場合は、そのＬＢ

実行は、失敗とみなされる。 

 

（４）例えば、カスタマがエンド・エンドでＬＢを開始するような、ＴＭＮからの指示なしにＬＢを始める

ことも可能でなければならない。この場合、ＬＢ実行結果をＴＭＮへ通知してもよい。 

 

（５）物理レイヤではなく、ＡＴＭレイヤにおいてＬＢが実行されたことを確認する方法は、ＬＢポイント

において、ＶＣ－ＬＢセルの情報フィールド内の特定フィールド（ＬＢ表示フィールド － １０．２．

３節参照）の書き換えを要求することによって実現される。この原理は、図９－２／ＪＴ－Ｉ６１０に図

解されている。ＬＢポイントに対するＬＢ表示書き換えの要求は、ＬＬＩＤに初期設定（全て“１”）を

使用している場合に発生する可能性がある、無限ループバックの問題も解決する。 

 

（６）ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＬＢセルは、ＣＰにおいてループバックしてはならない。 

 

（７）付属資料３に、ＮＥがＶＣ－ＬＢセルを受信した場合に実行される処理手順の詳細を示す。 

 

9.2.2.1.3.3 ループバックアプリケーション 

ＬＢ機能は、図９－３／ＪＴ－Ｉ６１０に記すアプリケーションをサポートしている。アプリケーション

は、次の５つの場合に限定される。 

 

（１）エンド・エンドＬＢ － エンド・エンドＶＣ－ＬＢセル（ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＬＢセル）は、ＶＣ

Ｃエンドポイントから挿入され、対向するＶＣＣエンドポイントにおいてループバックされる。 

 

（２）アクセスラインＬＢ － セグメントＶＣ－ＬＢセル（ｓｅｇ＿ＶＣ－ＬＢセル）は、カスタマまた

はネットワークから挿入され、ネットワーク内の最初のＡＴＭノード（ＶＣレベル）またはカスタマ装

置において、それぞれループバックされる。このアプリケーションにおいて、ＶＣＣセグメントは、双

方の合意によって定義される。 

 

（３）ドメイン間ＬＢ － ｓｅｇ＿ＶＣ－ＬＢセルは、あるネットワーク運用者から挿入され、隣接した

ネットワーク運用者のドメイン（領域）内の最初のＡＴＭノード（ＶＣレベル）において、ループバッ

クされる。このアプリケーションにおいて、ＶＣＣセグメントは、双方の合意によって定義される。 

 

（４）ネットワーク・エンドポイントＬＢ － ｅ－ｔ－ｅ＿ＶＣ－ＬＢセルは、あるネットワーク運用者

により挿入され、他のドメイン（領域）のＶＣＣエンドポイントにおいて、ループバックされる。 

 

（５）ドメイン内ＬＢ － ｓｅｇ＿ＶＣ－ＬＢセルは、ＶＣＣセグメントのエンドポイントまたはＶＣＣ

セグメント内のＣＰから挿入され、ＶＣＣセグメントのエンドポイントまたはＶＣＣセグメント内のＣ

Ｐにおいて、ループバックされる。このアプリケーションにおいて、ＬＬＩＤを使用するか否かは、ネ

ットワーク運用者のオプションである。 
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注：ＶＣＣセグメントが複数のネットワークドメインに渡り、かつ全てのネットワーク管理者間の合意がな

されていない場合があり得る。この場合、モニタリング対象区間が単独のドメインとみなされ、９．２．

２．１．３．２節にて規定されるｓｅｇ＿ＶＣ－ＬＢセルの処理のオプションが本ドメインにも適合す

るとみなしてＬＢアプリケーション（５－１）および（５－２）が適用され得る。 

 

9.2.2.2 ＶＣ性能マネジメント機能 

  ＶＣＣ、あるいはＶＣＣセグメントのＰＭは、それぞれＶＣＣ、あるいはＶＣＣセグメントのエンドポイ

ントで、モニタリングセルを挿入することによって実行される。この機能をサポートする手順として、順方

向誤り検出情報（例えば、誤り検出符号）が、１０．３項で定義されるＦＰＭセルに基づく順方向（送信方

向）Ｆ５フローを用いて、エンドポイント間でやりとりされる。 

  一方、ＰＭ実行結果は、１０．３項で定義されるＢＲセルに基づく逆方向（受信方向）Ｆ５フロー上で受

け取られる。全体が１つの制御区間内にあるＶＣＣをモニタリングする場合や、ＶＣＣセグメントをモニタ

リングする場合、ＰＭ実行結果は逆方向のＦ５フロー、あるいは他の手段（例えば、ＴＭＮ）を用いて通知

されてもよい。 

 

  ＰＭは、ユーザセルのブロックをモニタリングすることにより実行される。表７－２／ＪＴ－６１０は、

ＶＣ－ＰＭの対象となるユーザセル（すなわち、ＶＣレベルでモニタリングされるセルブロックの一部とな

るセル）の一覧を示している。 

  

  エンド・エンド、またはセグメントレベルでＰＭを実行する時は、性能評価期間全体に渡って、関連する

ＣＣ機能（エンド・エンドＣＣ、またはセグメントＣＣのそれぞれ）を起動することが望ましい。これによ

って、測定期間中のＶＣコネクション、あるいはコネクションの一部の稼動状態を連続的にモニタリングす

ることができる。ＣＣは、ＰＭの開始前、あるいは開始と同時に起動することができる。 

 

 ＶＣ－ＦＰＭセル挿入要求は、Ｎ個のユーザセル毎に発生する。ＶＣ－ＦＰＭセルは、要求発生後の最初

の使用可能なセル位置に挿入される。 

 

  ブロックサイズＮは、１２８、２５６、５１２、１０２４、２０４８、４０９６、８１９２、１６３８

４、あるいは３２７６８の値をとることができる（表１０－４／ＪＴ－Ｉ６１０参照）。これらの値は公称

のブロックサイズ値であり、実際にモニタリングされるセルのブロックサイズは、別の値であってもよい。

セルブロックサイズは、エンド・エンドのＰＭにおいて、Ｎの最大５０％まで変化してもよい。だが、エン

ド・エンドのＰＭでは、モニタリングセルは挿入要求発生後、Ｎ／２以内のユーザセルストリームの中に挿

入されなければならない。実際の平均モニタリングブロックサイズは約Ｎセルとなる。 

注：  ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６は、ブロックサイズの選び方を示している。 

 

  ＶＣＣセグメントの性能をモニタリングする際、ＶＣ－ＦＰＭセルの強制挿入を避けるために、挿入要求

発生後セル位置が利用可能となるまで待ち、実際のモニタリングブロックサイズが大きくなってもよい。こ

の場合、実際のモニタリングブロックサイズは平均Ｎセルとはならない。セグメントレベルでの強制挿入は、

オプションとして残される。 
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 あるコネクションに対しＦＰＭ機能およびＢＲ機能の両方が起動されている場合、順方向に送信されるあ

るセルブロックに関連するＯＡＭ情報は、対のＯＡＭセルと呼ばれるＶＣ－ＦＰＭセルおよびＶＣ－ＢＲセ

ルにより、双方向に伝達されなければならない。すなわち、正常に受信されたＶＣ－ＦＰＭセルに対しては、

それに対応するＶＣ－ＢＲセルが返送されなければならない（注参照）。 

 

注：ＶＣ－ＦＰＭセルは、そのセル自身の誤り検出符号フィールド（ＣＲＣ－１０）がペイロード内の誤り

を 

  検出していない場合、正常に受信されたとみなされる。 

 

 ＶＣ－ＢＲセルの挿入要求は、対応するＶＣ－ＦＰＭセルが正常に受信され、かつその内容が処理された

後に発行される。そのＶＣ－ＢＲセルは、要求後最初の利用可能なセル位置にて逆方向に送出されなければ

ならない。次のＶＣ－ＦＰＭセルを受信するまでに利用可能な空きのセル位置が無い場合は、ＶＣ－ＢＲセ

ルが強制挿入される。 

 

モニタリングセルは、以下の検出を行う 

－ 誤りブロック 

－ モニタされたブロック内でのセルの損失／誤挿入 

他の項目（例えば、セル転送遅延）の検出については今後の検討課題である。 

 

 エンド・エンド性能マネジメントセルあるいはセグメント性能マネジメントセルに対して適用される挿入

プロセスについては付録２に示す。 

 

  ＰＭは、インタフェース毎に一定数までの選択されたＶＣＣに対して同時に実行可能であるが、この数値

を規定することは本標準の範囲外である。 

 

ＰＭは、コネクション設定中、あるいはコネクション設定後に起動される。リソースが適正に確保されて

いるならば、その起動や停止が原因で起こるサービス品質の劣化は無視できる。 

 

ＰＭの起動／停止手順は９．２．３節に記述されている。ＰＭの起動後、最初に受信されたＶＣ―ＦＰＭ

セルあるいはＶＣ―ＢＲセルは、初期化にのみ用いられ、性能パラメータの更新には用いられない。 

 

 ＰＭとＵＰＣ／ＮＰＣ動作との間には干渉が有りうる。これは、運用者間に渡るドメインの性能がモニタ

リングされる場合に特有の懸念である。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６によると、運用者間に渡る国際区間につ

いては、ＮＰＣにより廃棄されるセルは本区間において発生した性能の劣化とはみなされない。このことは、

ＵＰＣ／ＮＰＣ機能が近くの上流で働いている測定ポイントにより区切られたコネクション区間について、

より一般的に言える。この干渉を避けるには、ＯＡＭセグメント内部にてＵＰＣ／ＮＰＣ機能によって発生

する利用可能性の低下やセル廃棄が、ＰＭフローの順方向に対しても、逆方向に対しても、ＰＭ実行結果か

ら差し引かれる必要がある。本問題の解決については、今後の検討課題とする。 

 

9.2.2.3 ＶＣシステムマネジメント機能 

  ＶＣシステムマネジメントセル種別は、ＶＣレイヤにおける様々な機能をシステムが制御し、維持するこ

とを目的に定義されている。ＶＣシステムマネジメントセルは、エンド・エンドでのみ使用される。このＯ
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ＡＭセルは、関連するＶＣＣを終端するエンドユーザの装置内（すなわち、カスタマ構内）でのみ挿抜され、

処理される。このセルは、ＶＣＣ上ではトランスペアレントに伝送される。 

 

  ＶＣシステムマネジメントセルは、ネットワークノードとネットワークノード間、およびエンドユーザ装

置とネットワークノード間においては定義されない。 

 

  このセル種別のＶＣＣセグメントＯＡＭセルは、ＮＥの内部機能にのみ用いることができる（すなわち、

このセルはあらゆる外部とのインタフェースを通過してはならない）ため、この機能に関するセグメントフ

ローは定義されない。したがってシステムマネジメントセル種別に対するＶＣＣセグメントは、将来に渡っ

て定義されてはならない。 

 

  エンドユーザ装置でのシステムマネジメントＯＡＭセルの使用はオプションであり、この方法以外では実

現できないアプリケーションを除き、推奨されない。 

 

9.2.2.4 ＶＣ－ＡＴＭ切替 

 ＶＣ－ＡＰＳセル種別は、ＡＰＳを提供するために定義される。詳細は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６３０を参

照。 

 

9.2.2.5 ＶＣ－ＯＡＭフローの非貫入的なモニタリング 

 エンド・エンド故障あるいはセグメント故障、および性能マネジメントのいずれの種別であっても、ＶＣ

－ＯＡＭフローの非貫入的な（つまり、他のセルに影響を与えない）モニタリングはＶＣＣ上のいかなる中

間点でも実行可能である。中間点とは、ＶＣＣセグメントのエンドポイントのみならず、ＶＣＣセグメント

の中間点も含む（注参照）。 

 

注：非貫入的なモニタリング機能の目的は、ネットワーク事業者に対してセグメントＯＡＭフローの情報か

らは得られない付加的なＯＡＭ情報を提供することである。一例としては、ＶＣ－ＲＤＩおよびそれに

対応するＶＣ－ＢＲとをモニタリングすると、ＶＣＣの状態（稼動／不稼動）およびエンド・エンドの

性能の両方を評価することができる。別の例としては、ユーザが生成したセル・フロー、および全ての

ネットワーク運用者のドメインに対して確立されたｓｅｇ＿ＶＣ－ＦＰＭフローと共にｅ－ｔ－ｅ＿

ＶＣ－ＦＰＭフローをモニタすると、カスタマのネットワークにて性能劣化が発生した場合にその原因

となる地点の特定に役立ち得る。 

 

 ＶＣ－ＯＡＭフローの非貫入的なモニタリングとは、ＯＡＭセルやユーザ・セルの集められたフローの特

徴（例えば、セルの内容やセルの順序）を変更することなく、中間点を通過するＶＣ－ＯＡＭセルの内容を

検出し、かつ処理することである。 

 

9.2.3 起動／停止手順 

以下に示す手順はＶＰレベル、ＶＣレベルの両方において同一である。 

 

  ＰＭとＣＣは、コネクション／セグメント設定中あるいはコネクション／セグメント設定後に起動するこ

とができる。この起動／停止はＴＭＮあるいはエンドユーザによって指示される。ＴＭＮあるいはエンドユ

ーザが、ＰＭあるいはＣＣの起動／停止を要求後にＯＡＭのプロセスを確実に開始するためには、コネクシ

ョン／セグメントの２つのエンドポイント間で初期化手順が必要となる。この初期化手順は、特に以下に示
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す目的に提供される。 

 

 －性能をモニタリングするあるいはコンテニュイティをチェックするために使用されるＯＡＭセルの送

信や下流での受信の開始や終了の調整 

 －ＰＭ起動要求に対するモニタリング種別（すなわち、ＦＰＭのみか、あるいはＦＰＭとＢＲとの組み合

わせか）についての合意の確立、および（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６で推奨される）ブロックサイズや

伝送方向の規定 

 

  初期化手順は、図９－４／ＪＴ－Ｉ６１０と図９－５／ＪＴ－Ｉ６１０にそれぞれ示されるように起動／

停止を行うＯＡＭセルを使用するか、あるいは後に示されるように全てＴＭＮ経由とするかのどちらかで実

行される。起動／停止を行うＯＡＭ手順の仕様の詳細は付属資料２に示す。 

 

コネクション／セグメントの
エンドポイントＢ

ＴＭＮ又はエンドユーザからのＯＡＭ起動要求

コネクション／セグメントの
エンドポイントＡ

◯
起動要求

起動確認

◯

　又は
起動拒否

◯

◯ ◯

 
 

図９－４／ＪＴ－Ｉ６１０  起動ＯＡＭセルによる性能モニタリング（ＰＭ）またはコンテ 

              (ITU-T I.610)      ニュイティチェック（ＣＣ）の起動のための初期化手順 

 

 

 
ＴＭＮ又はエンドユーザからのＯＡＭ停止要求

コネクション／セグメントの

エンドポイントＡ

◯
停止要求

◯
停止確認

◯◯

コネクション／セグメントの

エンドポイントＢ

 
 

図９－５／ＪＴ－Ｉ６１０  停止ＯＡＭセルによる性能モニタリング（ＰＭ）またはコンテ 

               (ITU-T I.610)     ニュイティチェック（ＣＣ）の停止のための初期化手順 
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  ＰＭまたはＣＣが、単一の管理ドメイン内にあるエンドポイント間に定義されるコネクションあるいはコ

ネクションセグメント上で確立される場合は、ＯＡＭ機能の起動と停止は全てＴＭＮで実行してもよい。こ

の場合、ＴＭＮから以下の情報が必要となる。 

 

（１）ＰＭあるいはＣＣの起動／停止が要求される、特定のコネクションあるいはコネクションセグメン

トの識別 

（２）動作方向 

（３）コネクションあるいはセグメントの受信側エンドポイントにおいて起動されるモニタリングプロセ

ス種別（すなわち、ＦＰＭのみか、あるいはＦＰＭとＢＲとの組み合わせか） 

（４）ＰＭの起動要求に対して、１種類のみのブロックサイズが順方向に規定されなければならない。逆

方向にはブロックサイズを規定しない。 

 

  コネクションあるいはコネクションセグメントが１つの管理範囲を超える場合でも、ＰＭあるいはＣＣの

起動／停止は、特別な場合には全てＴＭＮで実行してもよい。しかしながら、この場合、ネットワーク事業

者やエンドユーザの間の相互合意とＴＭＮによる適切な調整が要求される。 

 

  先に示した２つの場合のどちらにおいても、ＴＭＮはコネクションあるいはコネクションセグメントのエ

ンドポイント動作の調整に対して責任を負う。そのため、１度に１方向ずつ完結した調整が必要である。 

 

  この手順の例として、コネクションＡ－Ｂ上での両方向のＰＭの起動は以下に示される４つのステップに

よって実行することができる。 

 

 ＡからＢへの方向 

 （１）エンドポイントＢはＰＭ機能の受信側プロセスの起動を要求される 

 （２）エンドポイントＡはＰＭ機能の送信側プロセスの起動を要求される 

 

 ＢからＡへの方向 

 （１）エンドポイントＡはＰＭ機能の受信側プロセスの起動を要求される 

 （２）エンドポイントＢはＰＭ機能の送信側プロセスの起動を要求される 

 

  コネクションＡ－Ｂに対するＰＭ機能の停止はこれらのステップを逆の順に行う。 

 

  この手順の別の例として、コネクションＡ－Ｂ上での両方向のＣＣの起動は以下に示される４つのステッ

プによって実行することができる。 

 

ＡからＢへの方向 

 （１）エンドポイントＡはＣＣ機能の送信側プロセスの起動を要求される 

 （２）エンドポイントＢはＣＣ機能の受信側プロセスの起動を要求される 

 

ＢからＡへの方向 

 （１）エンドポイントＢはＣＣ機能の送信側プロセスの起動を要求される 

 （２）エンドポイントＡはＣＣ機能の受信側プロセスの起動を要求される 
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 コネクションＡ－Ｂに対するＣＣ機能の停止はこれらのステップを逆の順に行う。 

 

１０．ＡＴＭレイヤのＯＡＭセルフォーマット 
  ＡＴＭレイヤＯＡＭセルは、全てのＯＡＭセル（表１０－１／ＪＴ－Ｉ６１０参照）に共通なフィールド

と、各々のＯＡＭセルに固有のフィールドを持つ。現時点での未使用の共通フィールドと未使用の固有フィ

ールドのコーディング則は以下の通りである。（別に定められている場合は除く。） 

 

 －現時点でのＯＡＭセル情報フィールドにおける未使用オクテットは“０１１０ １０１０”（６ＡＨ）

とする 

 －現時点でのＯＡＭセル情報フィールドにおける未使用ビット（１オクテット未満の部分）は全て“０”

とする 

 

  現時点では、受信側において、未使用オクテットと未使用ビットのこのコーディング則への適合のチェッ

クは行われない。ＣＰ（セグメントエンドポイントを除く）では、フィールドの内容に関わらず全てのＯＡ

Ｍセル（ＬＢセルの場合は除く － ９．２．１．１．３．２節と９．２．２．１．３．２節参照）をトラ

ンスペアレントに転送しなければならない。 

 

  本標準の今後の拡張に際しては、古い標準をサポートする機器においてＯＡＭセルの内容に関する適合性

について問題が起きないように行わなければならない。それは既に定義されたフィールドの機能とコードを、

今後再定義しないことである。現時点の未使用フィールドと未使用コードは本標準で将来定義される可能性

があり、そのための予備としている。 

  本標準では１番左のビットを最上位ビットとし最初に転送することとする。 
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表１０－１／ＪＴ－Ｉ６１０  ＯＡＭセルの種別と機能表示 

                            (ITU-T I.610) 

 

ＯＡＭセル種別 コーディング 機能種別 コーディング 

故障管理 ０００１ 

０００１ 

０００１ 

０００１ 

ＡＩＳ 

ＲＤＩ 

ＣＣ 

ＬＢ 

００００ 

０００１ 

０１００ 

１０００ 

性能管理 ００１０ 

００１０ 

ＦＰＭ 

ＢＲ 

００００ 

０００１ 

ＡＰＳコーディネーション 

プロトコル 

０１０１ グループ切替 

個別切替 

００００ 

０００１ 

起動／停止 １０００ 

 

１０００ 

１０００ 

ＦＰＭおよび対応するＢＲ 

ＣＣ 

ＦＰＭ 

００００ 

 

０００１ 

００１０ 

システム管理 １１１１ （注） （注） 

 

注：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０およびＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６１０では規定されない 

 

 

10.1 ＯＡＭセルの共通フィールド 

  全てのＡＴＭレイヤＯＡＭセルは以下の共通のフィールドを持つ（図１０－１／ＪＴ－Ｉ６１０参照）。 
 

ヘッダ
ＯＡＭセル 

種別
機能種別 固有フィールド

予備 

フィールド

ＥＤＣ 

（ＣＲＣ-１０）

ＯＡＭセル情報フィールド

５オクテット　　４ビット　　４ビット　　　　　　　　４５オクテット　　　　　６ビット　　　　１０ビット　　  
 

図１０－１／ＪＴ－Ｉ６１０  ＯＡＭセルの共通フォーマット 

                             (ITU-T I.610) 

 
 

（１）ヘッダ － ヘッダの詳細はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１に従う。Ｆ４フローのＯＡＭセル識別として

は、ＶＰＣで用いるＯＡＭセルとＶＰＣセグメントで用いるＯＡＭセルを区別するために、プリアサ

インされた２つのＶＣＩ値を用いる。この２つの値はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１に規定されている。

Ｆ５フローのＯＡＭセル識別としては、ＶＣＣで用いるＯＡＭセルとＶＣＣセグメントで用いるＯＡ

Ｍセルを区別するために、２つのＰＴＩ値を用いる。この２つの値はＴＴＣ標準ＪＴ－３６１に規定

されている。 

 

（２）ＯＡＭセル種別（４ビット） － 「ＯＡＭセル種別」は、ＯＡＭセルによって行われる管理機能種

別を示すフィールドであり、例えば、故障管理、性能管理、起動／停止識別などがある。 
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（３）ＯＡＭ機能種別（４ビット） － 「機能種別」は「ＯＡＭセル種別」によって示される管理種別の

内、 

   このセルによって行われる機能を示すフィールドである。 

 

（４）予備フィールド（６ビット） － 今後の使用の一例として、ＯＡＭプロトコルのバージョン表示が

ある。本フィールドのコーディング構成が定義されない限りは、全て“０”をコーディングすること。 

 

（５）誤り検出符号（ＥＤＣ）（１０ビット） － ＥＤＣフィールドを除いたＯＡＭセル情報フィールド

全体に対して演算されたＣＲＣ－１０誤り検出符号を挿入する。それは、Ｘ10 とＯＡＭセル情報フィー

ルドの内容（ＥＤＣフィールドは除く。すなわちＯＡＭセル種別、機能種別、機能固有フィールド、予

備フィールドの３７４ビット）との積を生成多項式で除算（モジュロ２）した剰余である。上記の連続

したフィールドの各ビットは、最初のビットを最高次の項の係数とする３７３次の多項式の係数（モジ

ュロ２）として見なされる。ＣＲＣ－１０生成多項式は 

  

Ｇ（Ｘ）＝１＋Ｘ＋Ｘ4＋Ｘ5＋Ｘ9＋Ｘ10 

 

である。計算の結果は、ＥＤＣフィールドに最下位ビットを右詰めにして格納される。ＣＲＣ－１０の

値の例は付録１を参照。 

 

ＶＰ ＯＡＭセルは、以下の手順により検出される。（手順の順番は特に関係しない） 

－ＶＣＩ値をチェックし、セグメントＯＡＭセル（ＶＣＩ＝３）であるかエンド・エンドＯＡＭセル（Ｖ

ＣＩ＝４）であるかを決定する。 

－表１０－１／ＪＴ－Ｉ６１０にしたがってＯＡＭセル種別と機能種別の値をチェックし、受信したＯＡ

Ｍセルの種別を決定する。 

－１０．１節（５）にしたがって誤り検出符号の値をチェックし、受信したＯＡＭセルが有効かを決定す

る。 

 無効なＯＡＭセルはこれ以上処理をすべきではない。 

 

ＶＣ ＯＡＭセルは、以下の手順により検出される。（手順の順番は特に関係しない） 

－ＰＴＩ値をチェックし、セグメントＯＡＭセル（ＰＴＩ＝４）であるかエンド・エンドＯＡＭセル（Ｐ

ＴＩ＝５）であるかを決定する。 

－表１０－１／ＪＴ－Ｉ６１０にしたがってＯＡＭセル種別と機能種別の値をチェックし、受信したＯＡ

Ｍセル種別を決定する。 

－１０．１節（５）にしたがって、誤り検出符号の値をチェックし、受信したＯＡＭセルが有効かを決定

する。無効なＯＡＭセルはこれ以上処理をすべきではない。 

 

 ＯＡＭセルには、ロケーション識別（ＩＤ）情報の固有フィールドを持つものがある。異なるアドレス（ロ

ケーション）フォーマットが使用され、それらはロケーションＩＤフィールドの先頭オクテットによって識

別される。表１０－２／ＪＴ－Ｉ６１０はロケーションＩＤ種別によるコーディング構成を示す。 
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表１０－２／ＪＴ－Ｉ６１０   ロケーションＩＤのコーディング構成 

             (ITU-T I.610) 

 

ロケーションＩＤ種別 

（ロケーションＩＤフィールドのオクテッ

ト＃１） 

コーディング構成 

（ロケーションＩＤフィールドのオクテット＃２から＃１６）

（注） 

００００ ００００ コーディング構成は定義されていない。残りのオクテットはすべ

て“０”をコーディングする。 

００００ ０００１ 国コード＋ネットワークＩＤ＋運用者固有情報 

ｉ）オクテット＃２から＃５は、国コード＋ネットワークＩＤ情

報に使用される。 

これら４オクテットはＢＣＤ符号化される。国コードは、ＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｅ．１６４に従って設定される。 

ｉｉ）オクテット＃６から＃１６は運用者の固有情報に使用され

る。 

これら１１オクテットはバイナリ符号化される。 

００００ ００１０ 国コード＋ネットワークＩＤ 

ｉ）オクテット＃２から＃５は、国コード＋ネットワークＩＤ情

報に使用される。 

これら４オクテットはＢＣＤ符号化される。国コードは、ＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｅ．１６４に従って設定される。 

ｉｉ）オクテット＃６から＃１６は６ＡＨがコーディングされる。 

００００ ００１１ 部分的にＮＳＡＰに基づいたコーディング構成（コーディング構

成の詳細は今後の検討課題） 

１１１１ １１１１ コーディング構成は定義されていない。残りのオクテットはすべ

て“１”をコーディングする。 

６ＡＨ コーディング構成は定義されていない。残りのオクテットはすべ

て６ＡＨをコーディングする。 

その他 将来使用するための予備 

 

注：異なる装置間の相互接続性を保証するために、本ロケーションＩＤフィールドの各オクテットは、装置

間 

  で異なる“付加オクテット”を使用しないようにコーディングする必要がある。 

 

10.2 故障管理ＯＡＭセルの固有フィールド 

  故障管理における機能種別フィールドは、ＡＩＳ、ＲＤＩ、ＣＣ、ＬＢの各機能を識別する。 

これらのセルの詳細仕様を以下の節で示す。 

 

10.2.1 ＡＩＳ／ＲＤＩ故障管理セル 

ＡＩＳ／ＲＤＩ故障管理セルにおける機能固有フィールドは、図１０－２／ＪＴ－Ｉ６１０に示す。それ

らは以下のように定義される。 
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（１）故障種別（１オクテット） － オプションとして本フィールドは、故障の種別を示すために使用で

きる。故障種別の例を以下に示す。 

（ａ）種別を定義しない故障 

（ｂ）ＯＡＭフローが伝達されるＶＰまたはＶＣレベル内の故障 

（ｃ）ＶＰまたはＶＣレベルをサポートする低位レベル内の故障 

付加的に、故障がサービス中に発生したか非サービス中に発生したかを表示することも可能である。さ

らなる詳細な故障情報および故障種別フィールドのコーディング方法については、今後の課題である。

本フィールドのコーディング構成が定義されない限りは、６ＡＨをコーディングすべきである。 

（２）故障箇所（１６オクテット） － オプションとして本フィールドは、故障の箇所に関する情報を転

送するために使用できる。ＡＩＳセル用としての本フィールドは、ＡＩＳセルを生成したロケーション

を表示する。ＲＤＩセル用としての本フィールドは、関連するＡＩＳセルと同一のロケーションを示す

値となる。本フィールドのコーディング構成が定義されない限りは、６ＡＨをコーディングすべきであ

る。 
 
 

故障種別

（オプション）

故障箇所

（オプション）

予備フィールド

　　（６ＡＨ）

１オクテット　　１６オクテット　　　　　　２８オクテット  
 

    図１０－２／ＪＴ－Ｉ６１０  ＡＩＳ／ＲＤＩ故障管理ＯＡＭセルの固有フィールド 

              (ITU-T I.610) 

 

 

10.2.2 コンテニュイティチェック故障管理セル 

コンテニュイティチェック機能に固有のフィールドは現時点では存在しないため、全て６ＡＨをコーディ

ングする。先頭の２５オクテットを将来使用する可能性については、付録５参照。 

 

10.2.3 ループバックＯＡＭセル 

ＬＢセルにおける機能固有フィールドを図１０－３／ＪＴ－Ｉ６１０に示す。それらは以下のように定義

される。 
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ループバック

表示

コリレーション

タグ

ループバック

ロケーションＩＤ

ソースＩＤ

（オプション）

予備

フィールド

（６ＡＨ）

予備フィールド  

（０００００００）
０／１

１オクテット　　　　４オクテット　　　　　　１６オクテット　　　　　　　１６オクテット　　８オクテット

　　７ビット　　　　　　１ビット

 

図１０－３／ＪＴ－Ｉ６１０  ループバックＯＡＭセルの固有フィールド 

                       (ITU-T I.610) 

 
 

（１）ループバック表示フィールド（１オクテット） 

本フィールドの最下位ビットは、既にループバックが実施されているかどうかをブール代数形式で表示

する。本フィールドにより、ＡＴＭレイヤにおいてループバックが実施されているかどうかを確認し、

デフォルト値のループバックロケーションＩＤ（全て“１”）が使用された場合に発生する無限ループ

バックを回避する。本フィールドはソースポイントにおいて“０００００００１”にコーディングする。

ループバックポイントでは、“００００００００”に置き換える。 

 

（２）コリレーションタグフィールド（４オクテット） 

コリレーションタグは、各ノードにおいてループバック要求とループバック応答を対応づけることがで

きるように、各ループバック処理に対して生成される。すなわち、応答におけるコリレーションタグ値

は関連する要求のコリレーションタグ値と一致しなければならない。要求と応答を正しく対応づけるた

めに、連続して生成される２つのコリレーションタグ値は異なっているべきである。 

 

（３）ループバックロケーションＩＤ（ＬＬＩＤ）フィールド（１６オクテット） 

受信したＬＢセル（ＬＩ＝１）では、本フィールドの内容で、バーチャルコネクション上またはコネク

ションセグメント上の、ループバックを行うＣＰを識別する。 

表１０－２／ＪＴ－Ｉ６１０は本フィールドのコーディング構成を示す。 

－全て“１”はエンドポイントを表す。これは、セグメントループバックに対するセグメントエンドポ

イントと、エンド・エンドループバックに対するコネクションエンドポイントを示す。 

－全て“０”はＬＬＩＤオプションが有効であるすべてのＣＰを表す。これはセグメントエンドポイン

トを含む。ｓｅｇ＿ＬＢセルにのみ適用される。 

－６ＡＨは、特定のＣＰを表さず、ループバックは実行されない。 

－その他の値は、ループバックが行われる特定のＣＰを示す。 

９６年版のＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０と適合性をもたせるために、ＬＬＩＤのすべてのオクテットは、

全て“１”、“０”または６ＡＨを使用する時は、ロケーションＩＤ種別フィールドと同じ値に設定す

る。 

ループバックされたＬＢセル（ＬＩ＝０）については、本フィールドはループバックした特定のＣＰの

識別子が設定すべきである。 
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（４）ソースＩＤフィールド（１６オクテット） 

本フィールドはオプションであり、ＬＢセルを生成するソースの識別に使用する。表１０－２／ＪＴ－

Ｉ６１０は本フィールドのコーディング構成を示す。 

 

付属資料３に網内の構成要素がＬＢセルを受信した場合に実行すべき詳細手順を示す。 

 

10.3 性能管理ＯＡＭセルの固有フィールド 

  性能管理における機能種別フィールドには、順方向モニタリング、逆方向通知の各機能がある。ひとつの

コネクションにおいて、順方向モニタリングと逆方向通知の両方が起動された場合、ＦＰＭとＢＲセルは、

対をなすＯＡＭセルとよばれる。 
 

10.3.1 順方向性能モニタリングセル 
 ＦＰＭセルの機能固有フィールドを、図１０－４／ＪＴ－Ｉ６１０に示す。それらは以下のように定義さ

れる。 

（１）モニタリングセルシーケンス番号（ＭＣＳＮ／ＦＰＭ）（１オクテット） － 本フィールドは、Ｆ

ＰＭセルのシーケンス番号をモジュロ２５６で計数した現在の値で示す。対をなすＦＰＭセル、ＢＲセ

ルのための本フィールド用カウンタは、コネクション／セグメントの両端において独立である。 

 

（２）ＣＬＰ＝０＋１ユーザセルフローに関する総ユーザセル数（ＴＵＣ－０＋１）（２オクテット） － 本

フィールドは、ＦＰＭセルを挿入する時点で伝送した総ユーザセル数をモジュロ６５５３６で計数した

現在値で示す。 

 

注：ＯＡＭセルを挿入する送信側の場合、２つの続いたＴＣＵ値の間の差は、２つ続いたＦＰＭセル間

に挟まれたユーザセル数を表している。このユーザセル数は、性能評価対象のユーザセルブロック

の大きさに対応している。 

 

（３）ＣＬＰ＝０ユーザセルフローに関する総ユーザセル数（ＴＵＣ－０）（２オクテット）本フィールド

の使用方法は、ＴＵＣ－０＋１フィールドの使用方法と同様である。本フィールドは、ＣＬＰ値が“０”

で送信された総ユーザセル数に対応している。 

 

（４）ＣＬＰ＝０＋１ユーザセルに関するブロック誤り検出符号（ＢＥＤＣ－０＋１）（２オクテット） － 

本フィールドは、直前のＦＰＭセル送信後に伝送した全てのユーザセルの情報フィールドを対象として

算出した偶数パリティＢＩＰ－１６（注参照）誤り検出符号を転送する。 

 

注：ビットインタリーブパリティＮ（Bit Interleaved Parity N:BIP-N）コードは、誤り監視の一方法であ

る。このコードはＮビット信号列の各ビット毎に偶数パリティを取って作られるＮビットのパリテ

ィコードであり、送信装置において信号のうち指定された部分について計算し生成される。なお、

偶数パリティはＢＩＰ－Ｎを含む全てのＮビット列の各ビットについて“１”の個数が偶数となる

ようにＢＩＰ－Ｎビットをセットすることを意味する。 

 

（５）タイムスタンプ（ＴＳＴＰ）（４オクテット） － オプションとして、本フィールドはＦＰＭセル

が挿入された時刻を表示するために、使用できる。本フィールドのコーディングは今後の検討課題であ

る。本フィールドのコーディング構成が定義されない限りは、６ＡＨが将来有意なタイムスタンプ値と

なる場合を考慮して、全て“１”としなければならない。 
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ＭＣＳＮ

／ＦＰＭ

ＢＥＤＣ ＴＵＣ 　ＴＳＴＰ

（オプション）

　　予備フィールド

　　　（６ＡＨ）

1 ｵｸﾃｯﾄ　　2 ｵｸﾃｯﾄ　　　2 ｵｸﾃｯﾄ　　　2 ｵｸﾃｯﾄ　　　4 ｵｸﾃｯﾄ　　　　　　　　　　　34 ｵｸﾃｯﾄ

ＴＵＣ
-0+1 -0+1 -0

 
 

図１０－４／ＪＴ－Ｉ６１０ ＦＰＭセルの固有フィールド 

                    (ITU-T I.610) 

 

10.3.2 逆方向通知のＯＡＭセル 
 ＢＲセルの機能固有フィールドを、図１０－５／ＪＴ－Ｉ６１０に示す。それらは以下のように定義され

る。 

（１）モニタリングセルシーケンス番号（ＭＣＳＮ／ＢＲ）（１オクテット） － 本フィールドは、ＢＲ

セルのシーケンス番号をモジュロ２５６で計数した現在の値で示す。対をなすＦＰＭセル、ＢＲセルの

ための本フィールド用カウンタは、コネクション／セグメントの両端において独立である。 

 

（２）ＣＬＰ＝０＋１ユーザセルフローに関する総ユーザセル数（ＴＵＣ－０＋１）（２オクテット） － 本

フィールドは、対をなすＦＰＭセルからコピーしたＴＵＣ－０＋１値となる。 

 

注：送信側では、２つの続いたＴＣＵ値の間の差は、２つ続いたＦＰＭセル間に挟まれたユーザセル数

を表している。このユーザセル群は、ＦＰＭセルが損失なく続けて受信された場合には１つのブロ

ックに対応しており、またＦＰＭセルが損失した場合にはいくつかのブロックに対応している。 

 

（３）ＣＬＰ＝０ユーザセルフローに関する総ユーザセル数（ＴＵＣ－０）（２オクテット）本フィールド

は、対をなすＦＰＭセルからコピーしたＴＵＣ－０値となる。 

 

（４）タイムスタンプ（ＴＳＴＰ）（４オクテット） － オプションとして、本フィールドはＢＲセルが

挿入された時刻を表示するために、使用できる。本フィールドのコーディングは今後の検討課題である。

本フィールドのコーディング構成が定義されない限りは、６ＡＨが将来有意なタイムスタンプ値となる

場合を考慮して、全て“１”としなければならない。 

 

（５）通知モニタリングセルシーケンス番号（ＲＭＣＳＮ）（１オクテット） ― 本フィールドは、対を

なすＦＰＭセルからコピーしたＭＣＳＮ／ＦＰＭ値になる。 

 

（６）重大誤りセルブロックカウンタ（ＳＥＣＢＣ）（１オクテット） ― 本フィールドは、反対方向の

コネクションでおこるＳＥＣＢの数をモジュロ２５６で計数した現在値を示す。この値は対をなすＦＰ

Ｍセルの処理によって得られる。 

 

（７）ＣＬＰ＝０ユーザセルフローに関する総受信セル数（ＴＲＣＣ－０）（２オクテット） ― 本フィ

ールドでは、ＦＰＭセルが受信された時点で受信された総ユーザセルをモジュロ６５５３６で計数した

現在値を転送する。 

 

  注：ＣＬＰ値が“０”のユーザセルの「タギング」を行った場合（すなわちＣＬＰ値を“１”に置換す
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る、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１参照）、ＣＬＰ値が“０”の損失／誤挿入セル数の計算は誤りを引

き起こすことがある。 

 

（８）ブロック誤り結果（ＢＬＥＲ－０＋１）（１オクテット）  ―  本フィールドでは、対をなすＦＰＭセ

ルのＢＩＰ―１６符号により検出される誤りパリティビット数を転送する。この誤りパリティビット数

は、以下に示す２つの条件を満たす場合のみ、関連するＢＲセルに挿入される。 

 

   ａ）直前の２つのＦＰＭセルの間のユーザセル数（すなわちＣＬＰ＝０＋１）が、直前の 2 つのＦＰＭ

セル中のＴＣＵ値の間の差に等しい場合。 

   ｂ）直前の２つのＦＰＭセルのＭＣＳＮ値が、正しく昇順になっている場合。 

 

   上記２つの条件いづれかの一方でも満たされない場合、本フィールドは全て“１”にコーディングしな

ければならない。 

 

（９）ＣＬＰ＝０＋１ユーザセルフローに関する総受信セル数（ＴＲＣＣ－０＋１）（２オクテット） ―  本

フィールドの使用方法は、ＴＲＣＣ－０ フィールドの使用方法と同様である。 

 

   注：ＢＲセルを挿入する送信側において、２つの続いたＴＲＣＣ－０＋１値の間の差は、２つ続いたＦＰＭ

セル間に挟まれた総ユーザセル数を表わしている。ＢＲセルを評価する受信側において、２つの続

いたＢＲセルにより、以下に示す計算を実行する。 

    （ａ）受信した２つの続いたＢＲセル中のＴＲＣＣ－０＋１値の間の差（モジュロ６５５３６）を計算す

る。 

    （ｂ）受信した２つの続いたＢＲセル中のＴＵＣ－０＋１値の間の差（モジュロ６５５３６）を計算する。 

   上記の（ｂ）から（ａ）を引いた値はその正負によって、以下のように評価される。 

      結果が正数： 損失セル数を表わす  

      結果が負数： 誤挿入セル数を表わす 

      結果が０  ：損失／誤挿入セルはない 

 
 

ＭＣＳＮ

／ＢＲ

予備ﾌｨｰﾙﾄﾞ

（６ＡＨ）
ＴＵＣ 　ＴＳＴＰ

（オプション）

ＢＬＥＲ

1 ｵｸﾃｯﾄ　　2 ｵｸﾃｯﾄ　　2 ｵｸﾃｯﾄ　　2 ｵｸﾃｯﾄ　　4 ｵｸﾃｯﾄ　　27 ｵｸﾃｯﾄ　　 1 ｵｸﾃｯﾄ　　1 ｵｸﾃｯﾄ　　　2 ｵｸﾃｯﾄ     1 ｵｸﾃｯﾄ      2 ｵｸﾃｯﾄ

ＴＵＣ
-0+1 -0

ＳＥＣＢＣ
-0+1 -0+1

予備ﾌｨｰﾙﾄﾞ

（６ＡＨ）
ＲＭＣＳＮ ＴＲＣＣ ＴＲＣＣ

-0

 

図１０－５／ＪＴ－Ｉ６１０       ＢＲセルの固有フィールド 

                            (ITU-T I.610)  
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10.4 起動／停止ＯＡＭセルの固有フィールド 

起動／停止における機能種別フィールドは、以下の機能を識別する。 

－ ＰＭの起動／停止 

－ ＣＣの起動／停止 

起動／停止ＯＡＭセルにおける機能固有フィールドは、図１０－６／ＪＴ－Ｉ６１０に示す。それらは以

下のように定義される。 
 

　６ビット　　　２ビット　　　　　８ビット　　　　　　　４ビット　　　　　　４ビット　　　　４２オクテット

メッセージ 

　ＩＤ
動作方向

コリレーション 

　　タグ

未使用オクテット 

（６ＡＨ）

性能モニタリング
ブロックサイズ

Ａ－Ｂ
ブロックサイズ
性能モニタリング

Ｂ－Ａ

 
 

図１０－６／ＪＴ－Ｉ６１０  起動／停止ＯＡＭセルの固有フィールド 

                        (ITU-T I.610) 

 

（１）メッセージＩＤ（６ビット） － 本フィールドは、対象としているＶＰＣ／ＶＣＣ ＯＡＭセル機

能を起動または停止するためのメッセージＩＤを示す。本フィールドに関するコード値を表１０－３／

ＪＴ－Ｉ６１０に示す。 

 

（２）コリレーションタグ（８ビット） － コリレーションタグは、各ノードにおいて要求とその応答を

対応づけられるように、各メッセージに対して生成される。すなわち、応答におけるコリレーションタ

グ値は、関連する要求のコリレーションタグ値と一致していなければならない。要求と応答を正しく対

応づけるために、続けて生成される２つのコリレーションタグ値は、異なっているべきである。 

 

（３）動作方向（２ビット） － 本フィールドでは、ＯＡＭ機能を起動／停止する伝送の方向を示す。 起

動／停止要求元からの方向と、起動／停止要求元への方向とを識別するために、表記方Ａ－ＢとＢ－Ａ

がそれぞれ使用される。 本フィールドの値は、「起動」と「停止」メッセージに対するパラメータと

して利用され、Ｂ－Ａの場合に“０１”を、Ａ－Ｂの場合に“１０”を双方向の場合に“１１”を、及

び未使用の場合に“００”（デフォルト値）を設定する。 

 

（４）性能モニタリングブロックサイズ Ａ－Ｂ（４ビット） － 本フィールドは、性能モニタリング機

能を起動する際に、起動元によって要求される順方向性能モニタリングのＡ－Ｂ方向のブロックサイズ

を示す。現状本フィールド用に定義したコード値を表１０－４／ＪＴ－Ｉ６１０に示す。本フィールド

の値は、「起動」と「起動確認」メッセージのためのパラメータとして利用される。その他全てのメッ

セージとＣＣ起動／停止メッセージ用のデフォルト値は“００００”である。 

 

（５）性能モニタリングブロックサイズ Ｂ－Ａ（４ビット） － 本フィールドは、性能モニタリング機

能を起動する際に、起動元によって要求されるＢ－Ａ方向の順方向性能モニタリングブロックサイズを

示す。このフィールドは、ブロックサイズＡ－Ｂと同様にコード化されて使用される。 
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表１０－３／ＪＴ－Ｉ６１０  メッセージＩＤ値 

                                   (ITU-T I.610) 

 

メッセージ 要求／応答 値 

起動要求 要求 ０００００１ 

起動確認 応答 ００００１０ 

起動拒否 応答 ００００１１ 

停止要求 要求 ０００１０１ 

停止確認 応答 ０００１１０ 

 

 

表１０－４／ＪＴ－Ｉ６１０  性能モニタリングブロックサイズの値 

                          (ITU-T I.610) 

 

メッセージ種別 性能モニタリングブロックサイズ 値 

 １２８ １０００ 

 ２５６ ０１００ 

 ５１２ ００１０ 

 １０２４ ０００１ 

起動要求および起動確認 ２０４８ １００１ 

 ４０９６ ０１０１ 

 ８１９２ ００１１ 

 １６３８４ １０１１ 

 ３２７６８ ０１１１ 

その他 未使用（注） ００００ 

 

       注：ＰＭブロックサイズの６５５３６は、ＴＴＣ標準 付属図Ｃ－４／ＪＴ－Ｉ３５６で定義される

アルゴリズムを適合させるためには必要な値であるが、現状では定義されていない。このアル

ゴリズムは、１つのＦＰＭセルの損失が発生した場合を扱うために設計されている。 

 

 

10.5 システム管理ＯＡＭセルの固有フィールド 

  本機能の固有フィールドの使用法は、この標準の範囲外である。 

 

10.6 ＡＰＳセルの固有フィールド 

ＡＰＳの固有フィールドは、ＴＴＣ標準ＪＴ―Ｉ６３０で定義されている。 
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付属資料１ ＶＰＣ／ＶＣＣ稼動状態評価のガイダンス 
（この付属資料は本標準の不可欠な部分である） 

 

本資料は、将来ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３５７においてさらに発展する可能性がある。 

 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３５７は，ＳＥＳＡＴＭイベントに基づくＡＴＭコネクションの稼動評価基準を定義し

ている。本イベントによるサービス中での評価方法は、コネクション上で下記のどのＯＡＭフローが起動さ

れているかに依存する。 

 

１．ＦＰＭフローとＣＣフロー 

２．ＦＰＭフローのみ（注１参照） 

３．ＣＣフローのみ 

４．ＣＣフロー，ＦＰＭフロー共になし 

 

注１ ＣＣフローなしのＦＰＭフローは稼動評価には推奨されない。 

 

 ＣＣセルのオプション２のみ（つまり、ＣＣセルはユーザセルとは独立して通常１セル／秒の割合で周期

的に送出）がサービス中での稼動評価に使用されることに注意する。 

それぞれの場合でＳＥＳＡＴＭ評価の精度レベルは異なる。非サービス中での評価は非常に高い測定精度が得

られるが、ここでは考慮しないことに注意すべきである。 

 サービス中のコネクションに対する近端ＳＥＳＡＴＭ評価方法を付表１－１／ＪＴ－Ｉ６１０に示す。セグ

メントレベルでの稼動評価の場合、表中のＦＰＭセル，ＣＣセル，ＡＩＳセルはセグメントＯＡＭセルであ

ると解釈されるべきである。同様に、エンド・エンドでの評価の場合には、各セルはエンド・エンドＯＡＭ

セルと解釈されるべきである。 
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付表１－１／ＪＴ－Ｉ６１０ ＯＡＭフローオプションに対する近端ＳＥＳＡＴＭ評価方法 

                  (ITU-T I.610) 

 

ＦＰＭ ＣＣ 近端ＳＥＳＡＴＭ条件 

 

 

 

起動 

 

 

 

起動 

ＣＬＲ＞１／１０２４（注２） 

または、 

ＳＥＣＢＲ＞１／３２（注２） 

または、 

ＣＣセル未受信 

または、 

≥１ＡＩＳセル 

 

 

 

起動 

 

 

 

停止 

ＣＬＲ＞１／１０２４（注２） 

または、 

ＳＥＣＢＲ＞１／３２（注２） 

または、 

≥１ＡＩＳセル 

 

停止 

 

起動 

ＣＣセル未受信 

または、 

≥１ＡＩＳセル 

停止 停止 ≥１ＡＩＳセル 

 

 注 2 – ＣＬＲとＳＥＣＢＲはＦＰＭセルより計算される。 
 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３５７では、双方向コネクションもしくはコネクションの一部分は、何れかの片方向

が不稼動となった場合には、不稼動となると述べられている。これはＰＭフローの起動時に何れかの片方向

が不稼動の場合には、近端でのパラメータ処理（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６に示される）を禁止しなければ

ならないことを意味する。従って、遠端方向が使用不可能かどうかを決定するための遠端ＳＥＳＡＴＭイベン

トの評価方法も存在しなければならない。遠端ＳＥＳＡＴＭイベントの評価方法ガイダンスについては検討中

である。 
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付属資料２ ＯＡＭセルによる起動／停止手順のＳＤＬ記述 
（この付属資料は本標準の不可欠な部分である） 

 

この付属資料は、ＯＡＭセルを用いた性能モニタリング（ＰＭ）とコンテニュイティチェック機能（ＣＣ）

の起動／停止手順に関する詳細仕様について記述する。以下の記述は、ＰＭに関するものであるがＣＣ機能

にも同様に適用できる。 

付図２－１／ＪＴ－Ｉ６１０は、ＰＭの起動／停止状態遷移図を示している。この状態遷移図における状

態は、以下のように定義される。 

 

（１）レディ状態 

ＰＭが、ＡＴＭコネクション上で起動されていない状態。 

 

（２）起動確認待ち状態 

ＡＴＭコネクション上のＰＭの起動がローカルシステム管理により要求され、ＰＭ起動要求メッセージ

を送信したが、これと相対するレイヤ管理エンティティから対応する応答メッセージを未だ受信してい

ない状態。 

この状態は、ＰＭの起動要求メッセージを送信するシステム（つまり、起動点）においてのみ存在する。

本状態では、ＰＭがＢからＡへ向かって起動された場合には（ノードＡは起動点、１０．４項を参照）、

ローカルシステム（ノードＡにおける）は相対するレイヤ管理エンティティ（ノードＢにおける）より

入力されるＦＰＭセルを処理する準備をしなければならない。この場合、必要であればローカルシステ

ム（ノードＡにおける）もＢＲセルを発生することが可能でなくてはならない。 

 

注１ ＣＣがＡからＢへ起動される特殊な場合（Ａは起動点、１０．４項参照）では、ローカルシステ

ム（ノードＡにおける）が９．２．１．１．２節と９．２．２．１．２節に示される法則に従っ

てＣＣセルの発生を開始しなくてはならない。 

 

（３）起動応答待ち状態  

相対するレイヤ管理エンティティからのＰＭ起動要求メッセージが受信され、ＡＴＭコネクション上の

ＰＭを起動する要求がローカルシステム管理に表示されているが、システム管理から対応する応答を未

だ受信していない状態。 

この状態は、ＰＭを起動するために相対するレイヤ管理エンティティからの起動要求メッセージを受信

するシステムにおいてのみ存在する。 

 

（４）起動状態 

ＰＭがＡＴＭコネクション上で起動されている状態。 

 

（５）停止確認待ち状態 

ＡＴＭコネクション上のＰＭの停止がローカルシステム管理により要求され、ＰＭ停止要求メッセージ

を送信したが、相対するレイヤ管理エンティティから対応する応答メッセージを未だ受信していない状

態。 

この状態は、ＰＭの停止要求メッセージを送信するシステム（つまり、停止点）においてのみ存在する。

本状態では、ＰＭがＢからＡへ向かって起動された場合には（ノードＡは起動点、１０．４項を参照）、

ローカルシステム（ノードＡにおける）は相対するレイヤ管理エンティティ（ノードＢにおける）より
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入力されるＦＰＭセルを処理する準備をしなければならない。この場合、必要であればローカルシステ

ム（ノードＡにおける）もＢＲセルを発生することが可能でなくてはならない。 

 

注２ ＣＣがＡからＢへ起動される特殊な場合（Ａは起動点、１０．４項参照）では、ローカルシステ

ム（ノードＡにおける）が９．２．１．１．２節と９．２．２．１．２節に示される法則に従っ

て、なおもＣＣセルの発生を開始しなくてはならない。 

 

 起動／停止手順の記述に当たっては、ＡＴＭレイヤ管理とプレーン管理の間で交換される内部信号の

最小セットが要求される。起動の場合の内部信号は以下のとおりである。 

 

（ａ）起動要求内部信号（パラメータ）：ＰＭ機能の起動をプレーン管理からＡＴＭレイヤ管理に要求

する信号。パラメータについては、今後の検討課題である。 

 

（ｂ）起動表示内部信号（パラメータ）：相対するレイヤ管理エンティティからのＰＭ起動要求メッセ

ージの到着をＡＴＭレイヤ管理からプレーン管理に通知する信号。パラメータについては、今後の

検討課題である。 

 

（ｃ）起動応答内部信号（応答，その他パラメータ）：ＡＴＭレイヤ管理からの要求に対してプレーン

管理から応答する信号。パラメータ応答は、要求された起動の承諾（Response＝OK）あるいは拒否

（Response＝KO）を表示する。その他のパラメータについては、今後の検討課題である。 

 

（ｄ）起動確認内部信号（応答，その他パラメータ）：要求した起動が相対するエンティティによって

承諾（Response＝OK）あるいは拒否（Response＝KO）されたことをＡＴＭレイヤ管理からプレー

ン管理に通知する信号。その他のパラメータについては、今後の検討課題である。 

 

 停止の場合においても同様な内部信号のセットが要求される。これらの内部信号名は以下の通りである。 

（ａ）停止要求内部信号 

（ｂ）停止表示内部信号 

（ｃ）停止応答内部信号 

（ｄ）停止確認内部信号 

これら信号の意味は、起動の場合の相当する信号と同様である。 

 

  起動の場合のプロトコル動作の例は、付図２－２／ＪＴ－Ｉ６１０の時間フロー図に示されている。 

  図（ａ），（ｂ）は、エラーが無い場合のプロトコル動作について記述している。図（ｃ），（ｄ），（ｅ）

は、エラーが検出された場合のプロトコル動作について記述している。図（ｆ），（ｇ），（ｈ）は、衝突

の場合について記述している。 

  停止の場合のプロトコル動作の例は、付図２－３／ＪＴ－Ｉ６１０に示されている。各状態での詳細な動

作手順を示すＳＤＬ図は、付図２－４／ＪＴ－Ｉ６１０に示されている。ＳＤＬ図において使用されている

変数の意味は、以下のとおりである。 

 

Ｔ１ この定数は、起動時にタイマ１を初期化する為に使用される。Ｔ１は、システム管理からＰＭを起動

するための要求を受信した場合における相対するエンティティからの応答に関する最小待ち時間であ

る。Ｔ１の値は、Ｔ１＞＝５秒である。この値は、相対するエンティティにおいて相当する応答を生成
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するための経過時間（この最大値はＴ２である）を加えた往復遅延時間より大きい値である。メッセー

ジ損失の場合、この定数は２つの連続するＰＭ起動要求メッセージの発生間隔をも示す。 

 

Ｔ２ この定数は、起動時にタイマ２を初期化する為に使用される。Ｔ２は、ＰＭ起動要求メッセージ受信

の場合におけるシステム管理からの応答に関する最小待ち時間である。Ｔ２の値は、Ｔ２＜＝２秒であ

る。 

 

Ｔ３ この定数は、起動時にタイマ３を初期化する為に使用される。Ｔ３は、システム管理からＰＭを停止

するための要求を受信した場合における相対するエンティティからの応答に関する最小待ち時間であ

る。Ｔ３の値は、Ｔ３＞＝５秒である。この値は、相対するエンティティにおいて相当する応答を生成

するための経過時間を加えた往復遅延時間より大きい値である。メッセージ損失の場合、この定数は２

つの連続するＰＭ停止要求メッセージの発生間隔をも示す。 

 

ＣＴ１ この定数は、起動時にカウンタ１を初期化する為に使用される。ＣＴ１は、ＰＭ起動要求メッセー

ジを送る試行回数の最大数である。ＣＴ１＞＝３。 

 

ＣＴ２ この定数は、起動時にカウンタ２を初期化する為に使用される。ＣＴ２は、ＰＭ停止要求メッセー

ジを送る試行回数の最大数である。ＣＴ２＞＝３。 

 

タイマ１ この定数は、Ｔ１時間間隔の残り時間を提供する。このタイマは、起動／停止手順が起動確認待

ち状態の時に使用される。 

 

タイマ２ この定数は、Ｔ２時間間隔の残り時間を提供する。このタイマは、起動／停止手順が起動応答待

ち状態の時に使用される。 

 

タイマ３ この変数は、Ｔ３時間間隔の残り時間を提供する。このタイマは、起動／停止手順が停止確認待

ち状態の時に使用される。 

 

カウンタ１ この変数は、起動／停止手順が起動確認待ち状態の時にＰＭ起動要求メッセージを送る試行回

数を提供する。 

 

カウンタ２ この変数は、起動／停止手順が停止確認待ち状態の時にＰＭ停止要求メッセージを送る試行回

数を提供する。 

 

最後に、ＳＤＬ図に用いられるキーシンボルを付図２－５／ＪＴ－Ｉ６１０に示す。 

内部信号には、関連したタイマも含まれる。その他の信号は、相対するエンティティとの通信に関連する

ものである。 

 

起動／停止手順がレディ状態のとき、以下の制御が実行される。（ＳＤＬ図 １／５参照） 

 

（１）ＰＭ起動要求メッセージを受信した場合： 

システム管理に起動表示内部信号を送信し、タイマ２を起動し、起動応答待ち状態に移行する。 
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（２）システム管理から起動要求内部信号を受信した場合： 

システム管理から伝達されたコリレーションタグ，動作方向，ブロックサイズを持ったＰＭ起動要求メ

ッセージを相対するエンティティに送信し、タイマ１を起動し、カウンタ１＝１とし、起動確認待ち状

態に移行する。 

 

（３）ＰＭ停止要求メッセージを受信した場合： 

相対するエンティティにＰＭ停止確認メッセージを送信し、レディ状態に戻る。 

 

起動／停止手順が起動応答待ち状態のとき、以下の制御が実行される。（ＳＤＬ図 ２／５参照） 

 

（１）システム管理が起動要求を拒否した場合、またはタイマ２が満了した場合：タイマ２を停止し、相対

するエンティティにＰＭ起動拒否メッセージを送信し、レディ状態に移行する。 

 

（２）システム管理が起動要求を承諾した場合： 

タイマ２を停止し、相対するエンティティにＰＭ起動確認メッセージを送信し、ＰＭを起動し、起動状

態に移行する。 

 

起動／停止手順が起動確認待ち状態のとき、以下の制御が実行される。（ＳＤＬ図 ３／５参照） 

 

（１）ＰＭ起動確認メッセージを受信した場合： 

タイマ１を停止し、ＰＭを起動し、システム管理に起動承諾確認内部信号を送信し、起動状態に移行す

る。 

 

（２）ＰＭ起動拒否メッセージあるいはＰＭ起動要求メッセージを受信した場合、またはタイマ１（Ｔ１時

間）が満了し、カウンタ１＞＝ＣＴ１の場合： 

タイマ１を停止し、システム管理に起動拒否確認内部信号を送信し、レディ状態に移行する。 

 

（３）タイマ１（Ｔ１時間）が満了し、カウンタ１＜ＣＴ１の場合： 

カウンタ１を１加算し、システム管理から伝達されたコリレーションタグ，動作方向，ブロックサイズ

を持ったＰＭ起動要求メッセージを相対するエンティティに送信し、タイマ１を起動し、起動確認待ち

状態に戻る。 

 

起動／停止手順が起動状態のとき、以下の制御が実行される。（ＳＤＬ図 ４／５参照） 

 

（１）システム管理から停止要求内部信号を受信した場合： 

システム管理から伝達されたコリレーションタグ，動作方向を持ったＰＭ停止要求メッセージを送信し、

タイマ３を起動し、カウンタ２＝１とし、停止確認待ち状態に移行する。 

 

（２）ＰＭ停止要求メッセージを受信した場合： 

システム管理に停止要求内部信号を送信し、相対するエンティティにＰＭ停止確認メッセージを送信し、

レディ状態に移行する。 
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（３）ＰＭ起動要求メッセージを受信した場合： 

相対するエンティティにＰＭ起動確認メッセージを送信し、起動状態に戻る。 

 

起動／停止手順が停止確認待ち状態のとき、以下の制御が実行される。（ＳＤＬ図 ５／５参照） 

 

（１）ＰＭ停止確認メッセージあるいはＰＭ停止要求メッセージを受信した場合、またはタイマ３（Ｔ３時

間）が満了し、カウンタ２＞＝ＣＴ２の場合： 

タイマ３を停止し、システム管理に停止承諾確認内部信号を送信し、ＰＭを停止し、レディ状態に移行

する。 

 

（２）タイマ３（Ｔ３時間）が満了し、カウンタ２＜ＣＴ２の場合： 

カウンタ２を１加算し、相対するエンティティにシステム管理から伝達されたコリレーションタグ，動

作方向を持ったＰＭ停止要求メッセージを送信し、タイマ３を起動し、停止確認待ち状態に戻る。 
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Ｘ／Ｙ／＿
：

表 L 法

作用（ＸかＹか．．）
　応答（パラメータ）

略語

ＡＴ：　　ＰＭ起動要求メッセージ　　　　　ＲＱＤＡＴ：停止要求内部信号
ＡＴＣ：　ＰＭ起動確認メッセージ　　　　　ＩＤＡＴ：　停止表ｦ内部信号
ＡＴＤ：　ＰＭ起動拒否メッセージ　　　　　ＣＮＤＡＴ：停止確認内部信号
ＤＡＴ：　ＰＭ停止要求メッセージ　　　　　ＣＮＴ１：カウンタ１＝ＣＴ１
ＤＡＴＣ：ＰＭ停止確認メッセージ　　　　　ＣＮＴ２：カウンタ２＝ＣＴ２
ＲＱＡＴ：起動要求内部信号　　　　　　　　ＴＩＭ１：タイソ１満了
ＩＡＴ：　起動表ｦ内部信号　　　　　　　　 ＴＩＭ２：タイソ２満了
ＲＰＡＴ：起動応答内部信号　　　　　　　　ＴＩＭ３：タイソ３満了
ＣＮＡＴ：起動確認内部信号

Ｗ

起動応答

待ち状態

停止確認
待ち状態

RPAT(OK)
     ATC

RPAT(KO)/TIM2
         ATD

 AT
IAT

DAT
DATC

DAT/DATC/CNT2
       CNDAT(OK)

TIM3

 DAT

RQDAT

  DAT
  AT

 ATC

      DAT
IDAT/DATC

RQAT
  AT

ATD/AT/CNT1
   CNAT(KO)

TIM1
  AT

起動確認
待ち状態

    ATC
CNAT(OK)

起動

　状態

レディ状態

 
 

付図２－１／ＪＴ－Ｉ６１０  起動／停止手順の状態遷移図 

                                 (ITU-T I.610) 
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暴例

初期状態

状態

最終状態

メッセージ 1

(タイムアウト)

初期状態

最終状態

メッセージ損失

レディ状態

起動確認待ち状態

レディ状態

AT

ATD

レディ状態

起動応答待ち状態

レディ状態

(b) 起動拒否

レディ状態

起動確認待ち状態

起動状態

AT

レディ状態

起動応答待ち状態

起動状態

(d) 起動確認メッセージ損失

(T1)

AT
ATC

ATC

レディ状態

起動確認待ち状態

起動状態

AT

ATC

レディ状態

起動応答待ち状態

起動状態

(a) 起動確認

レディ状態

起動確認待ち状態

起動状態

AT

ATC

レディ状態

起動応答待ち状態

起動状態

(c) 起動要求メッセージ損失

AT
(T1)

(T1)
AT

レディ状態

起動確認待ち状態

レディ状態

AT

レディ状態

起動応答待ち状態

レディ状態

(e) 起動拒否メッセージ損失

(T1)

AT ATD

ATD 起動応答待ち状態

レディ状態

起動確認待ち状態

起動／レディ状態

AT

レディ状態

起動確認待ち状態

起動／レディ状態

(g) 衝突と一つの起動要求メッセージ損失

(T1)

AT

AT

ATC/ATD

レディ状態

起動応答待ち状態

レディ状態

レディ状態

AT
レディ状態

起動確認待ち状態

レディ状態

(f) 衝突

AT起動確認待ち状態

レディ状態

起動確認待ち状態

レディ状態

AT
レディ状態

起動確認待ち状態

(h) 衝突と二つの起動要求メッセージ損失

(T1)

AT

AT

AT

レディ状態

(T1)

 
 

付図２－２／ＪＴ－Ｉ６１０  起動の場合のプロトコル動作例 

                                (ITU-T I.610) 
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暴例

初期状態

状態

最終状態

メッセージ１

(タイムアウト)

初期状態

最終状態

メッセージ損失

起動状態

レディ状態

DAT 起動状態

停止確認待ち状態

レディ状態

(f) 衝突

DAT

停止確認待ち状態

起動状態

停止確認待ち状態

レディ状態

DAT
レディ状態

停止確認待ち状態

(h)  衝突と二つの停止要求メッセージ損失

(T3)
DAT

DAT

DAT

レディ状態

(T3)

起動状態

停止確認待ち状態

DATC

レディ状態

起動状態

(c) 停止要求メッセージ損失

DAT

(T3)
DAT

レディ状態

DAT

DATC

(T3)

起動状態

停止確認待ち状態

レディ状態

DAT

DATC

起動状態

レディ状態

(a) 停止確認

起動状態

停止確認待ち状態

レディ状態

DAT
起動状態

停止確認待ち状態

(g) 衝突と一つの停止要求メッセージ損失

(T3)

DAT

DAT

DATC

レディ状態

起動状態

レディ状態

DAT

レディ状態

起動状態

(d) 停止確認メッセージ損失

(T3)

DAT

DATC

DATC

停止確認待ち状態

 
 

付図２－３／ＪＴ－Ｉ６１０  停止の場合のプロトコル動作例 

                                (ITU-T I.610) 
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レディ状態

起動要求 

内部信号

ＰＭ起動要求 

メッセージ

タイマ１起動 

（ＮＯＷ＋Ｔ１）

カウンタ１：＝１

起動確認待ち 

状態

ＰＭ起動要求 

メッセージ

起動表示 

内部信号

タイマ２起動 

（ＮＯＷ＋Ｔ２）

起動応答待ち 

状態

ＰＭ停止要求 

メッセージ

ＰＭ停止確認 

メッセージ

起動_停止手順

（１，１）； 

SIGNALSET

Page1(5)

レディ状態

 
 

付図２－４／ＪＴ－Ｉ６１０  起動／停止手順のＳＤＬ図（１／５） 

                             (ITU-T I.610) 
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起動_停止手順

（１，１）； 

SIGNALSET

起動応答待ち 

状態

タイマ２満了起動応答 

内部信号

起動要求 

内部信号

Page２(5)

タイマ２停止

応答
ＯＫ ＫＯ

ＰＭ起動確認 

メッセージ

ＰＭ起動拒否 

メッセージ

起動状態 レディ状態

 
 

付図２－４／ＪＴ－Ｉ６１０  起動／停止手順のＳＤＬ図（２／５） 

                             (ITU-T I.610) 

 
 



 

ＪＴ－Ｉ６１０ - 66 - 

起動_停止手順

（１，１）； 

SIGNALSET

Page３(5)

ＰＭ起動拒否 

メッセージ

ＰＭ起動要求

メッセージ
タイマ１満了 ＰＭ起動確認 

メッセージ

タイマ１停止

応答：＝ＯＫ

起動承諾確認 

内部信号

起動状態

ＹＥＳ ＮＯ

カウンタ１
＜ＣＴ１

カウンタ１：＝ 

カウンタ１＋１
応答：＝ＫＯ

ＰＭ起動要求 

メッセージ

起動拒否確認 

内部信号

タイマ１起動 

（ＮＯＷ＋Ｔ１）
レディ状態

起動確認待ち 

状態

起動確認待ち 

状態

タイマ１停止

 
 

付図２－４／ＪＴ－Ｉ６１０  起動／停止手順のＳＤＬ図（３／５） 

                             (ITU-T I.610) 
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起動_停止手順

（１，１）； 

SIGNALSET

起動状態

停止要求 

内部信号

ＰＭ停止要求

メッセージ

ＰＭ起動要求

メッセージ

Page4(5)

停止表示 

内部信号

ＰＭ停止確認 

メッセージ

レディ状態

ＰＭ停止要求 

メッセージ

タイマ３起動 

（ＮＯＷ＋Ｔ３）

カウンタ２：＝１

停止確認待ち 

状態

ＰＭ起動確認 

メッセージ

起動状態

 
 

付図２－４／ＪＴ－Ｉ６１０  起動／停止手順のＳＤＬ図（４／５） 

                             (ITU-T I.610) 
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起動_停止手順

（１，１）； 

SIGNALSET

停止確認待ち 

状態

ＰＭ停止要求 

メッセージ
タイマ３満了

ＰＭ停止確認

メッセージ

Page５(5)

カウンタ２
＜ＣＴ２

カウンタ２：＝ 

カウンタ２＋１

ＰＭ停止要求 

メッセージ

タイマ３起動 

（ＮＯＷ＋Ｔ３）

タイマ３停止

応答：＝ＯＫ

停止承諾確認 

内部信号

レディ状態

ＹＥＳ

ＮＯ

停止確認待ち 

状態

 
 

付図２－４／ＪＴ－Ｉ６１０  起動／停止手順のＳＤＬ図（５／５） 

                             (ITU-T I.610) 
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状態

ﾒｯｾｰｼﾞ受信

ﾒｯｾｰｼﾞ生成

内部信号生成

内部信号受信

コメント

判定

 
 

付図２－５／ＪＴ－Ｉ６１０  ＳＤＬ図に用いられるキーシンボル 

                              (ITU-T I.610) 
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付属資料３ ＬＢセル受信時の処理手順 
（この付属資料は本標準の不可欠な部分である） 
 

付図３－１／ＪＴ－Ｉ６１０は、セグメントエンドポイント，コネクションエンドポイント，もしくは途

中のいずれかのコネクションポイント（ＣＰ）にて、ｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルもしくはｓｅｇ＿ＬＢセルを受

信した場合の処理手順を示す。本手順でのＬＢ状態の考え方を以下に定義する。 

 

（ａ）ＣＰはｓｅｇ＿ＬＢセルもしくはｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセル（ＬＢ表示（ＬＩ）＝１）を送信するとすぐ

にＬＢ状態に入らなくてはならない。 

（ｂ）ＣＰではループバック手順タイプに対応してＬＢ状態が決まる。ループバック手順タイプは使用する

ＬＢセルタイプ（ ｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセル，もしくはｓｅｇ＿ＬＢセル）と送信方向（ネットワーク

エレメント（ＮＥ）の外側向き，もしくは内側向き）により決定される。つまり、ＣＰでは同時に

４つのＬＢ状態を扱うことが可能であるべきである。 

（ｃ）ＬＢ状態は 6 秒±１秒の待ち時間後に終了しなければならない。 

（ｄ）ループバック手順タイプに対応したＬＢ状態にいる間、ＣＰは同一タイプの別のループバック手順を

開始してはならない。 

 

 次に述べる要求条件は、ｓｅｇ＿ＬＢセルとｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルに対応する詳細手順に関連する。 

ループバック手順に関する主な特徴は以下の通りである。 

 

３－１ ｓｅｇ＿ＬＢセルの場合： 

（１）セグメントの境界は、ｓｅｇ＿ＬＢセルの使用前に決定しておかなければならない。 

（２）ｓｅｇ＿ＬＢセルはセグメントの送信側エンドポイントもしくはセグメント内のいかなるＣＰより発

行することができる。 

（３）入力されるｓｅｇ＿ＬＢセルの内容はＬＬＩＤオプションを有効としている全ての通過ＣＰにて解析

されなくてはならない。入力されるｓｅｇ＿ＬＢセルの内容は常に送信側／受信側セグメントエンドポ

イントにて解析されなくてはならない。入力されるｓｅｇ＿ＬＢセルの解析は他のセルに影響を与えな

いように、以下に示すように行なわなくてはならない。 

 

＊入力されるｓｅｇ＿ＬＢセルのループバックインディケイション（ＬＩ）が‘１’の場合（こ

の場合、このセルを“元セル”と呼ぶ）、以下の２通りの場合を考えなくてはならない。 

 

１）ＬＬＩＤ値がＣＰのＩＤ（ＣＰＩＤと呼ぶ）もしくは全て‘０’もしくは全て‘１’（これ

はセグメントエンドポイントでのループバックの場合にのみ当てはまる）のいずれかに一致し

た場合、ｓｅｇ＿ＬＢセル（“返送”ｓｅｇ＿ＬＢセルと呼ぶ）を“元”ｓｅｇ＿ＬＢセルを

受信したＣＰから逆方向に送信しなくてはならない（注１参照）。この送信はセルが送出元へ

最小待ち時間である５秒間以内に返送されるように行なわなくてはならない。オプションとし

て、ＬＬＩＤ領域が初期設定値の全て‘０’でない場合には、“元”ｓｅｇ＿ＬＢセルを抜去

してもよい（（４）も参照のこと）。“返送”ｓｅｇ＿ＬＢセルの特定領域は以下に示す値に

セットしなくてはならない。 

・ＬＩは‘０’にセットする。 

・コリレーションタグには“元”ｓｅｇ＿ＬＢセルの該当領域の値をセットする。 

・ＣＰがソースＩＤオプションをサポートしている場合には、オプションであるソースＩＤ

領域に“元”ｓｅｇ＿ＬＢセルの該当領域の値をセットする。ＣＰがソースＩＤオプシ
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ョンをサポートしていない場合のソースＩＤ領域の扱いについては今後の検討課題であ

る。 

・ＬＬＩＤにはＣＰＩＤ値をセットする（ＬＢセルを返送するＣＰのＩＤ）。 

・未使用オクテットには６ＡＨをセットする。 

 

２）ＬＬＩＤ値がＣＰＩＤもしくは全て‘０’もしくは全て‘１’（これはセグメントエンドポ

イントでのループバックの場合にのみ当てはまる）のいずれにも一致しない場合には“返送”

ｓｅｇ＿ＬＢセルは送信されない。 
 

＊入力されるｓｅｇ＿ＬＢセルのＬＩ領域が‘０’の場合、以下の２通りの場合を考えなくては

ならない。 

 

１）ＣＰが“ＬＢ状態”の場合、ループバックが実行済であるかどうかをチェックするため、入

力されるｓｅｇ＿ＬＢセルのコリレーションタグ（およびオプションとしてソースＩＤ）を解

析しなければならない。ループバックが実行済である場合（注２参照）、オプションとして“入

力”ｓｅｇ＿ＬＢセルを抜去してもよい。“返送”ｓｅｇ＿ＬＢセルのＬＬＩＤ領域の値は、

さらなる処理用にＡＴＭネットワークエレメント（ＮＥ）に保持しなくてはならない。 

 

２）ＣＰが“ＬＢ状態”でない場合、さらなる解析は行なわれない。 
 

（４）全てのタイプのｓｅｇ＿ＬＢセル（ＬＩ＝‘１’もしくは‘０’）はセグメント受信側エンドポイン

トにて抜去しなくてはならない。 
 

３－２ ｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルの場合： 

（１） ｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルはコネクションの送信側エンドポイントもしくはコネクション上のいずれか

のＣＰ（セグメントエンドポイントを含む）より送出することができる。 

（２） 入力されるｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルの内容は通過する全てのＣＰ，セグメントエンドポイント，コネ

クションエンドポイントにて解析されなくてはならない。入力されるｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルの解析は他

のセルに影響を与えないように、以下に示すように行なわなくてはならない。 

 

＊入力されるｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルのループバックインディケイション（ＬＩ）領域が‘１’の

場合（この場合、このセルを“元セル”と呼ぶ）、セルは次に示す手順に従って処理されなく

てはならない。 

 

１）ＬＬＩＤ値がＣＰＩＤもしくは初期設定値である全て‘１’のいずれかに一致した場合、ｅ

－ｔ－ｅ＿ＬＢセル（“返送”ｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルと呼ぶ）を“元”ｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセル

を受信したコネクションエンドポイントから逆方向に送信しなくてはならない（注１参照）。

この送信はセルが送出元へ最小待ち時間である５秒間以内に返送されるように行なわなくて

はならない。“返送”ｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルの特定領域には以下に示す値をセットしなくては

ならない。  

・ＬＩは‘０’にセットする。 

・コリレーションタグには“元”ｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルの該当領域の値をセットする。 

・オプションであるソースＩＤ領域には、コネクションエンドポイントがソースＩＤオプシ

ョンをサポートしている場合には、“元”ｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルの該当領域の値をセッ



 

ＪＴ－Ｉ６１０ - 72 - 

トする。コネクションエンドポイントがソースＩＤオプションをサポートしていない場

合のソースＩＤ領域の扱いについては今後の検討課題である。 

・ＬＬＩＤにはＣＰＩＤ値をセットする（ＬＢセルを返送するＣＰのＩＤ）。 

・未使用オクテットには６ＡＨがセットされる。 

 

２）ＬＬＩＤ値がＣＰＩＤもしくは初期設定値である全て‘１’のいずれにも一致しない場合に

は“返送”ｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルは送信されない。 
 

＊入力されるｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルのＬＩ領域が‘０’の場合、以下の２通りの場合を考えなく

てはならない。 

 

１）ＣＰ，セグメントエンドポイント，もしくはコネクションエンドポイントが“ＬＢ状態”の

場合、ループバックが実行済かどうかをチェックするために、入力されるｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセ

ルのコリレーションタグ（およびオプションとしてソースＩＤ）を解析しなければならない。

ループバックが実行済である場合（注２参照）、“入力”ｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルは抽出され、

“返送”ｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルのＬＬＩＤ領域の値はさらなる処理用にＡＴＭ ＮＥ内に保持

しなくてはならない。途中のＣＰ（セグメントエンドポイントを含む）では、ループバックが

実行済である場合、オプションとして、入力されるｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルを抜去してもよい。 

 

２）ＣＰ，セグメントエンドポイント，もしくはコネクションエンドポイントが“ＬＢ状態”で

ない場合、さらなる解析は行なわれない。 
 

（３）全てのタイプのｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセル（ＬＩ＝‘１’もしくは‘０’）はコネクションエンドポイン

トにて抜去しなくてはならない。 
 
注１ 付図３－１／ＪＴ－Ｉ６１０内に示されている“ループ”に相当する。 
注２ 付図３－１／ＪＴ－Ｉ６１０内に示されている“ループバック実行済”に相当する
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ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸｾﾙ受信 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ  
 状態 

ｾﾙｺｰﾄﾞ  
 種別

ｾﾙｺｰﾄﾞ  
 種別

 ｾｸﾞﾒﾝﾄ  
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 

 ｺﾈｸｼｮﾝ  
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 

 ｾｸﾞﾒﾝﾄ  
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 

 ｺﾈｸｼｮﾝ  
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ  
 表示 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ  
 表示 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ  
 表示

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ  
 表示 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ  
 表示 

ｿｰｽ ID  
一致 1) 

ｺﾘﾚｰｼｮﾝﾀｸﾞ  
 一致 

ﾉｰｱｸｼｮﾝ

ﾉｰｱｸｼｮﾝ 

ﾉｰｱｸｼｮﾝ 

ﾉｰｱｸｼｮﾝ 

ﾉｰｱｸｼｮﾝ

ｾﾙ廃棄 

ｾﾙ廃棄 
ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ  ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ  

 実行済 
ﾙｰﾌﾟ ﾙｰﾌﾟ 

ｾﾙ廃棄 

ｾﾙ廃棄 

ｺﾘﾚｰｼｮﾝﾀｸﾞ  
 一致 

付図３ －１ ／Ｊ Ｔ －Ｉ ６ １ ０   Ｌ Ｂ セル受信時の処理手順  
(ITU-T I.610) 

(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 
入力ｾﾙ抜去 

 実行済 

ﾉｰｱｸｼｮﾝ 

Y N

Y 

Y 

Y Y 

Y 

Y Y Y 

Y Y

N 

N N

N N

N N N N

N 

ｾｸﾞﾒﾝﾄｾﾙ ｴﾝﾄﾞ･ｴﾝﾄﾞｾﾙ ｴﾝﾄﾞ･ｴﾝﾄﾞｾﾙ ｾｸﾞﾒﾝﾄｾﾙ 

0 0 0 0 01 1 1 1 1

１） 

３） 

２） 

注： 

オプションのソースＩＤを使用しないときは，ここでの判断は

飛ばして“Ｙ”の処理へ進む。 

ノーアクション：返送ループバックセルは生成されず，また，

入力されるＬＢセルは抜去されずに透過的にＣＰを通過する。 

ＴＭＮがオプションのループバックロケーションＩＤを有効と

していない場合，ＬＬＩＤは途中のＣＰでは検査されず，ここ

での判断は“Ｎ”の処理へ進む。途中のＣＰがループバック機

能をサポートしない場合も同様の処理を行なう。 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ 
ﾛｹｰｼｮﾝ ID 

一致 2) 一致 2) 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ 
ﾛｹｰｼｮﾝ ID 

ｿｰｽ ID  
一致 1) 

(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 
入力ｾﾙ抜去 入力ｾﾙ抜去 入力ｾﾙ抜去 
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付図注釈 

 

セルコード種別 ：ｓｅｇ＿ＬＢ もしくはｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢ 

ルーブバック表示：ループバックが行なわれたかどうかをＬＩ＝０もしくはＬＩ＝１により表示。 

コリレーションタグ一致：“返送”ＬＢセル(ＬＩ＝０)のコリレーションタグ値が“元”ＬＢセル（ＬＩ＝

１）のコリレーションタグ値と一致。 

ループバックロケーション ID 一致 ：“元”ＬＢセルのＬＬＩＤ値がＣＰＩＤ値、初期ＩＤ値である全て‘１’

（セグメントエンドポイントの場合)もしくは全て‘０’(セグメント部分での場合)のいずれかと一致。 

ループバック実行済：“ＬＢ状態”であるＣＰにて、正常なコリレーションタグを持つ“返送”ＬＢセルを

受信。結果として得られる情報の扱い方については、更なる検討を要する。 
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付属資料ａ 広帯域ＩＳＤＮの運用保守原則と機能 訂正１ 
 
 本付属資料は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６１０のＣｏｒｒｉｇｅｎｄｕｍ１に準拠している。ＴＴＣ本文への盛込み

は、ＩＴＵ－Ｔ勧告の進捗に合わせて行う予定である。 
 

a.1 はじめに 

  本訂正はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０第３版に対し、編集に関する訂正のみを含み技術的な訂正はない。 

 

a.2 訂正 

a.2.1 ９．２．２．１．１．１．３節 

  タイトルを“受信側セグメントＶＣ－ＡＩＳ状態”に変更する。 

 

ＴＴＣ注：本項目はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０第３版で既に訂正済であるが、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６１０の

Ｃｏｒｒｉｇｅｎｄｕｍ１に合わせるため記載した。 

 

a.2.2 ９．２．１．１．３．２節 

  ９．２．１．１．３．２節（１）、（２）、（６）において、“ＣＰ”の前に“ＶＰ”を追加。 

 （３）において、“５秒”を“６±１秒”に変更する。 

 

a.2.3 ９．２．２．１．３．２節 

  ９．２．２．１．３．２節（１）、（２）、（６）において、“ＣＰ”の前に“ＶＣ”を追加。 

 （３）において、“５秒”を“６±１秒”に変更する。 

 

a.2.4 １０．２．３節 

  “９６年版のＴＴＣ標準．．．”で始まる段落において、“アドレスタイプ”を“ロケーションＩＤ種

別フィールド”に変更する。 

 

 図１０－３／ＪＴ－Ｉ６１０の注を削除し、図を下のように変更する。 

 
ループバック

表示

コリレーション

タグ

ループバック

ロケーションＩＤ

ソースＩＤ

（オプション）

予備

フィールド

（６ＡＨ）

予備フィールド  

（０００００００）
０／１

１オクテット　　　　４オクテット　　　　　　１６オクテット　　　　　　　１６オクテット　　８オクテット

　　７ビット　　　　　　１ビット
　　　

 
図１０－３／ＪＴ－Ｉ６１０  ループバックＯＡＭセルの固有フィールド 

               (ITU-T I.610) 

ＴＴＣ注：本項目はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０第３版で既に訂正済であるが、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６１０の

Ｃｏｒｒｉｇｅｎｄｕｍ１に合わせるため記載した。 

 

a.2.5 付図３－１ 

  付図３－１の“ループバックロケーションＩＤ一致”と記された右下の分岐処理から注（２）への参照

を削除する。付図３－１／ＪＴ－Ｉ６１０を下のように変更する。
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ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸｾﾙ受信 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ  
 状態 

ｾﾙｺｰﾄﾞ  
 種別

ｾﾙｺｰﾄﾞ  
 種別

 ｾｸﾞﾒﾝﾄ  
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 

 ｺﾈｸｼｮﾝ  
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 

 ｾｸﾞﾒﾝﾄ  
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 

 ｺﾈｸｼｮﾝ  
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ  
 表示 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ  
 表示 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ  
 表示 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ  
 表示 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ  
 表示 

ｿｰｽ ID 
一致 1) 

ｺﾘﾚｰｼｮﾝﾀｸﾞ  
 一致 

ﾉｰｱｸｼｮﾝ 

ﾉｰｱｸｼｮﾝ 

ﾉｰｱｸｼｮﾝ 

ﾉｰｱｸｼｮﾝ 

ﾉｰｱｸｼｮﾝ 

ｾﾙ廃棄 

ｾﾙ廃棄 
ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ  ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ  

 実行済 
ﾙｰﾌﾟ ﾙｰﾌﾟ

ｾﾙ廃棄

ｾﾙ廃棄

ｺﾘﾚｰｼｮﾝﾀｸﾞ  
 一致

付図３ －１ ／Ｊ Ｔ －Ｉ ６ １ ０   Ｌ Ｂ セル受信時の処理手順 
(ITU-T I.610) 

(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 
入力ｾﾙ抜去 

 実行済 

ﾉｰｱｸｼｮﾝ 

Y N 

Y 

Y 

Y Y 

Y

Y Y Y 

Y Y 

N

N N

N N 

N N N N 

N 

ｾｸﾞﾒﾝﾄｾﾙ ｴﾝﾄﾞ･ｴﾝﾄﾞｾﾙ ｴﾝﾄﾞ･ｴﾝﾄﾞｾﾙ ｾｸﾞﾒﾝﾄｾﾙ 

0 0 0 0 0 1 1 1 1 1

１） 

３） 

２） 

注：  

オプションのソースＩＤを使用しないときは，ここでの判断は

飛ばして“Ｙ”の処理へ進む。 

ノーアクション：返送ループバックセルは生成されず，また，

入力されるＬＢセルは抜去されずに透過的にＣＰを通過する。

ＴＭＮがオプションのループバックロケーションＩＤを有効と

していない場合，ＬＬＩＤは途中のＣＰでは検査されず，ここ

での判断は“Ｎ”の処理へ進む。途中のＣＰがループバック機

能をサポートしない場合も同様の処理を行なう。 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ 
ﾛｹｰｼｮﾝ ID 

一致  一致 2) 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ 
ﾛｹｰｼｮﾝ ID

ｿｰｽ ID  
一致 1) 

(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 
入力ｾﾙ抜去 入力ｾﾙ抜去 入力ｾﾙ抜去 
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a.2.6 付属資料３ 

  付属資料３の（ａ）～（ｄ）（３－１章の上）を以下のように置換える。 

 

（ａ）ＣＰもしくはセグメントエンドポイントにおけるセグメント（もしくはエンド・エンド）ループバッ

ク“元”ポイント機能は、そのＣＰもしくはセグメントエンドポイントからｓｅｇ＿ＬＢセルもし

くはｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセル（ＬＢ表示（ＬＩ）＝１）を送信するとすぐにＬＢ状態に入らなくては

ならない。コネクションエンドポイントにおけるエンド・エンドループバック“元”ポイント機能

は、そのコネクションエンドポイントからｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセル（ＬＢ表示（Ｌ１）＝１）を送信

するとすぐにＬＢ状態に入らなくてはならない。 

（ｂ）ＣＰ、セグメントエンドポイント、もしくはコネクションエンドポイントではループバック手順タイ

プに対応してＬＢ状態が決まる。ループバック手順タイプは使用するＬＢセルタイプ（ ｅ－ｔ－ｅ

＿ＬＢセル，もしくはｓｅｇ＿ＬＢセル）と送信方向（ネットワークエレメント（ＮＥ）の外側向

き，もしくは内側向き）により決定される。つまり、ＣＰでは同時に４つ、セグメントエンドポイ

ントでは同時に２つ、コネクションエンドポイントでは同時に１つのＬＢ状態を扱うことが可能で

あるべきである。 

（ｃ）ＬＢ状態は 6 秒±１秒の待ち時間後に終了しなければならない。 

（ｄ）ループバック手順タイプに対応したＬＢ状態にいる間、ＣＰ、セグメントエンドポイント、もしくは

コネクションエンドポイントにおけるループバック“元”ポイントは、同一タイプの別のループバ

ック手順を開始してはならない。 

 

a.2.7 付属資料３の３－１章 

“ＣＰ”を“ＣＰあるいはセグメントエンドポイント”に置換える。 

下線部分を追加する。 

 

（３）入力されるｓｅｇ＿ＬＢセルの内容はループバック制御を行ない且つ、ＬＬＩＤオプションを有効と

している全ての通過ＣＰにて解析されなくてはならない。入力されるｓｅｇ＿ＬＢセルの内容は常に送

信側／受信側セグメントエンドポイントにて解析されなくてはならない。入力されるｓｅｇ＿ＬＢセル

の解析は他のセルに影響を与えないように、以下に示すように行なわなくてはならない。 
 
    … 

＊入力されるｓｅｇ＿ＬＢセルのＬＩ領域が‘０’の場合、以下の２通りの場合を考えなくては

ならない。 

１）ＣＰあるいはセグメントエンドポイントにおけるセグメントループバック“元”ポイントが

“ＬＢ状態”の場合、ループバックが実行済であるかどうかをチェックするため、入力される

ｓｅｇ＿ＬＢセルのコリレーションタグ（およびオプションとしてソースＩＤ）を解析しなけ

ればならない。ループバックが実行済である場合（注２参照）、オプションとして“入力”ｓ

ｅｇ＿ＬＢセルを抜去してもよい。“返送”ｓｅｇ＿ＬＢセルのＬＬＩＤ領域の値は、さらな

る処理用にＡＴＭネットワークエレメント（ＮＥ）に保持しなくてはならない。 
 

a.2.8 付属資料３の３－２章 

下線部分を追加し、消し線部分を削除する。 
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（２） 入力されるｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルの内容は通過する全ての、ＬＬＩＤオプションが許可されている

ＣＰ，ループバック制御を行うセグメントエンドポイントとコネクションエンドポイントにて解析され

なくてはならない。入力されるｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルの解析は他のセルに影響を与えないように、以下

に示すように行なわなくてはならない。 

 

＊ 入力されるｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルのループバックインディケイション（ＬＩ）領域が‘１’の場

合（この場合、このセルを“元セル”と呼ぶ）、セルは次に示す手順に従って処理されなくては

ならない。 

 

－ ｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルがコネクションエンドポイントで受信される場合、以下の２通りの場合

を考えなければならない。（ＴＴＣ注） 

… 

・ＬＬＩＤにはＣＰＩＤ値をセットする（ＬＢセルを返送するコネクションエンドポイントＣ

ＰのＩＤ）。 

… 

 

＊ 入力されるｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルのＬＩ領域が‘０’の場合、以下の２通りの場合を考えなくて

はならない。 

 

１） ＣＰにおけるエンド・エンドループバック“元”ポイント，セグメントエンドポイント，

もしくはコネクションエンドポイントが“ＬＢ状態”の場合、ループバックが実行済かどうかを

チェックするために、入力されるｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルのコリレーションタグ（およびオプショ

ンとしてソースＩＤ）を解析しなければならない。ループバックが実行済である場合（注２参照）、

“入力”ｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルは抽出され、“返送”ｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルのＬＬＩＤ領域の値

はさらなる処理用にＡＴＭ ＮＥ内に保持しなくてはならない。途中のＣＰ（またはセグメント

エンドポイントを含む）では、ループバックが実行済である場合、オプションとして、入力され

るｅ－ｔ－ｅ＿ＬＢセルを抜去してもよい。 

 

ＴＴＣ注：この文章は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６１０のＣｏｒｒｉｇｅｎｄｕｍ１では追加対象とはなってい

ないが、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０第３版において記載が漏れていたため、追加対象とする。 

 

a.2.9 付録３の３．１章 

付録３の３．１章の第２段落を以下のように置換える。 

 

  故障カテゴリー（Ｂ）と（Ｃ）は、ＶＰＣ／ＶＣＣの双方向に影響すると考えられる。片方向の通信を行

っている双方向のＶＰＣ／ＶＣＣの場合、逆方向ではＯＡＭセル（特に“返送”ｓｅｇ＿ＬＢセル）のみが

運ばれる。 

 

  付録３の３．１章の最後に以下の注を追加する。 

 

注 2：誤ルーティングまたは誤挿入障害が発生した場合、ネットワーク内におけるこの障害の結果として、

セグメントＯＡＭセルはセグメント境界の外側に存在していてもかまわない。 
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a.2.10 付録３の３．２．２節 

  付録３の３．２．２節の第１段落を以下のように置換える。 

 

  全て“０”のＬＬＩＤ値を有する１つのｓｅｇ＿ＬＢセルがセグメントエンドポイントより送出され、ル

ープバック機能をサポートしＬＬＩＤオプションが有効となっているセグメント内または外側の全てのＣ

Ｐとセグメントエンドポイントでループバックされる（この場合のＬＬＩＤ値は“共通アドレス”である）。

送出された各ｓｅｇ＿ＬＢセルに対しては、ｓｅｇ＿ＬＢセル送信点と故障箇所の間のセグメント部分に存

在する各ＣＰにおいて、１個のｓｅｇ＿ＬＢセルが返送される（付録図３－３／ＪＴ－Ｉ６１０を参照）。

さらにセグメント部分の外側に存在し誤ルーティングあるいは意図しない接続枝障害によって接続され、ル

ープバック機能をサポートしＬＬＩＤオプションが有効となっている各ＣＰにおいて１個のｓｅｇ＿ＬＢ

セルが返送される。3.3.1.2 節に示されているように，複数の“返送”ｓｅｇ＿ＬＢセルのＬＬＩＤ値を監

視することによって、タイプ（Ａ），（Ｂ），(Ｃ1)，(Ｃ2)の故障位置を特定することが可能となる。 
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付属資料ｂ 広帯域ＩＳＤＮの運用保守原則と機能 追記１ 
 
 本付属資料は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６１０のＡｄｄｅｎｄｕｍ１に準拠している。ＴＴＣ本文への盛込みは、Ｉ

ＴＵ－Ｔ勧告の進捗に合わせて行う予定である。 
 

b.1 はじめに 

本追記はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０第３版に対し、編集に関する補強のみを含み技術的な訂正はない。 

 

b.2 追加 

b.2.1 履歴 

 以下の文書履歴情報を追加する。 
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文書履歴 

 

発行記録 

 

２０００   

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０第４版 
 付属資料ａ、ｂを新規追加。 

 
１９９９／４ 

第３版 

 本版は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ａ．３に準拠するために行った編集上の修正を含む。その結果、第２版における２章

から７章は、５章から１０章に番号変更された。 

 さらに、本版は、ほとんどの章、節に対する多くの修正と拡張を含む。特に注意すべき点を以下に示す。 

（１） ８．２．１節で、Ｆ１フローからＦ３フローによってサポートされるＯＡＭ機能に関する適切な物理

レイヤ勧告を参照。 

（２） ８．３節で、転送パスレイヤとＡＴＭレイヤ間に追加されるＯＡＭ機能を規定。 

（３） ９．２節とその小節で、セグメントＯＡＭセルである“セグメントＡＩＳセル”と“セグメントＲＤ

Ｉセル”および関連する処理（生成と終端）を規定、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６３０で処理を規定してい

る“エンド・エンドＡＰＳ”ＯＡＭセルと“セグメントＡＰＳ”ＯＡＭセルを新規に導入、性能マネ

ジメントＯＡＭセルの使用法に関する仕様を補強、ＶＰＣまたはＶＰＣセグメント内の中間点での非

貫入的モニタＯＡＭフローを導入、フォワード性能測定が生成された追加となる性能マネジメント 

モードを導入。 

（４） １０章とその小節で、ＯＡＭセル検出手順を導入（１０．１節）、ロケーション識別に対するコーデ

ィング構造を導入（１０．１節）、セグメントループバックＯＡＭセルの規定の拡張およびコネクシ

ョンポイントとセグメントエンドポイント（受信方向セグメントループバックセルの抽出オプション

を含む）で要求される処理の関連付け、ＰＭブロックサイズ数を拡張、停止応答コードポイントを削

除。 

（５） 付属資料１を修正。 

（６） 付属資料３を修正。 

（７） 付録２、３、４、５を新規追加。 

 

１９９６／４ 

第２版 
 

１９９４／１１ 

第１版 

ＴＴＣ注：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０の第１版、第２版、第３版は、それぞれＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６１０の

第２版、第３版、第４版に対応する。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６１０第１版に対応するＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｉ６１０は作成されていない。 
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b.2.2 第１１章の追加 

  ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０第３版で導入された新しい機能（セグメントＶＰ－ＡＩＳ、セグメントＶＣ－

ＡＩＳ、セグメントＶＰ－ＲＤＩ、セグメントＶＣ－ＲＤＩの各ＯＡＭセル、新ループバック方式、より大

きな性能モニタリングブロックサイズ等）をサポートしていない以前の版に従って設計された装置を含んで

いるネットワークでのインターワーキングについて、新たに第１１章を追加する。 

 

１１．後方互換性 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０第２版以前の版に準拠した装置は、セグメントＶＰ／ＶＣ－ＡＩＳ ＯＡＭセ

ルの生成、セグメントＶＰ／ＶＣ－ＡＩＳセル及び故障状態の検出、及びセグメントＶＰ／ＶＣ－ＡＩＳ状

態の宣言を行うようにはなっていない。 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０第３版以降の版に準拠したセグメントエンドポイントが、そのセグメント内で、

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０第２版以前に準拠した装置とインターワークする状態が存在する場合、セグメン

トＶＰ／ＶＣ－ＡＩＳ状態を宣言可能にするためにセグメントＣＣ ＯＡＭセルを使用する必要があるであ

ろう。 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０第２版以前の版に準拠した装置は、セグメントＶＰ／ＶＣ－ＲＤＩ ＯＡＭセ

ルの生成、セグメントＶＰ／ＶＣ－ＲＤＩセル及び故障状態の検出、及びセグメントＶＰ／ＶＣ－ＲＤＩ状

態の宣言を行うようにはなっていない。 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０第２版以前の版に準拠した装置は、ＭＬＴコードとしてセグメントＬＢ ＯＡ

Ｍセル内のオール“０”のＬＬＩＤコードは認識するようにはなっていない。 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０第２版以前の版に準拠した装置は、ＰＭブロックサイズが１０２４を越えるコ

ードについては認識するようにはなっていない。 

 

b.2.3 ３．３．１．２節（付録３） 

付録３の３．３．１．２節の第２段落の最後に、以下の注を追加する。 

 

注： ＣＰＩＤ（ｃ）と、ＣＰＩＤ（ｄ）内の第２のＶＰＩ（ＶＣＩ）との間に予期しない分岐が存在する

時、ＬＬＩＤ値がＣＰＩＤ（ｄ）である２個のｓｅｇ＿ＬＢセルが返送される。もし、ＣＰＩＤ（ｒ）のＣ

Ｐの次のＣＰが、期待されるＶＰＩ（ＶＣＩ）値として記録されたＶＰＩ（ＶＣＩ）値を持っていれば、追

加された（８個目の）ＬＢセルが返送される。 
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付録１ ＯＡＭセルのエラー検出符号の例 
（この付録は、本標準にとって必要不可欠な部分ではない。） 

 

  この付録はＲＤＩセルとＬＢセルそれぞれに対して計算された１０ビットＣＲＣエラー検出フィールド

（ＥＤＣ）の２つの例を示している。 

 

例１：ＲＤＩセル 

 

  ＯＡＭセル種別が“０００１”、機能種別が“０００１”、次の４５オクテットは全て６ＡＨにコーディ

ングされる。予約フィールドは６ビットの“０”から成る。このセルのＣＲＣ－１０の計算値はＡＦＨ（“０

０１０１０１１１１”）となる。以下に４８オクテットの情報フィールドを示す。 

 

１１ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ  

６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ  

６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ  

６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ００ ＡＦ 

 

例２：ＬＢセル 

 

  ＯＡＭセル種別が“０００１”、機能種別が“０００１”、ＬＢセルが“０００００００１”、コリレー

ションタグがＡＡＨ、ループバックＩＤが全て“１”で、ソースＩＤが６ＡＨ。このセルのＣＲＣ１０の計

算値は１６進で２ＡＣＨ（“１０ １０１０ １１００”）となる。以下に４８オクテットの情報フィール

ドを示す。 

 

１８ ０１ ＡＡ ＡＡ ＡＡ ＡＡ ＦＦ ＦＦ ＦＦ ＦＦ ＦＦ ＦＦ 

ＦＦ ＦＦ ＦＦ ＦＦ ＦＦ ＦＦ ＦＦ ＦＦ ＦＦ ＦＦ ６Ａ ６Ａ 

６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ 

６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６Ａ ０２ ＡＣ 
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付録２  性能マネジメントセルに適用可能な挿入プロセス 
（この付録は、本標準にとって必要不可欠な部分ではない。） 

 

  この付録では、エンド・エンドまたはセグメント性能マネジメントセルに適用可能な挿入プロセスを示す。 

 

2.1 ＦＰＭセルに適用できるプロセス 

ＦＰＭセルは以下に示すプロセスの１つを使用して挿入することができる。 

 

2.1.1 強制挿入 

  このプロセスはｅ－ｔ－ｅ＿ＦＰＭセルに適用可能であり、ｓｅｇ＿ＦＰＭセルに対しても適用できる。 

付録図２－１／ＪＴ－Ｉ６１０は、“強制挿入”プロセスにおけるＮ個のユーザーセル毎の挿入要求とＦ

ＰＭセルの実際の挿入の関係を示す。この図では事象Ｎ°１，３，５および７は挿入要求が発生した時刻を

示し、事象Ｎ°２，４，６および８はそれぞれの挿入要求に対応して実際にＦＰＭセルが挿入される時刻を

表している。 

事象Ｎ°２と６は、“通常”挿入、すなわち、挿入要求直後の最初の空きセル位置への挿入を示している。 

事象Ｎ°４は、“強制”挿入、すなわち、Ｎ＋Ｎ／２個のユーザセルを受信した直後の最初のセル位置へ

の挿入を示す。この場合，ユーザーセルに対して付加遅延が加わる可能性がある。 

事象Ｎ°８は、“遅延”挿入、すなわち、Ｎ＋ｘ個のユーザセルを受信した直後の最初の空きセル位置へ

の挿入を示している。（ただし，ｘ＜Ｎ／２） 

  結果として，ブロック長はブロックＡが（Ｎ＋Ｎ／２）セル、ブロックＢが（Ｎ-Ｎ／２）セル、および

ブロックＣが（Ｎ＋ｘ）セルとなる。ブロック長は、［Ｎ／２，３Ｎ／２］セルの範囲で変化し、平均ブロ

ック長は、ほぼＮセルとなる。 

 

ブロックＡブロックＢブロックＣ

N セル N セル N セル

135

強制挿入

246

7

8

ユーザ

セル

挿入要求

実際の

挿入

挿入後の

セル

フロー
ＦＰＭ ＦＰＭ ＦＰＭ ＦＰＭ

 

 

付録図２－１／ＪＴ－Ｉ６１０  ｅ－ｔ－ｅ＿ＦＰＭセルまたはｓｅｇ＿ＦＰＭセルの 

           (ITU-T I.610)          強制挿入 
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2.1.2 非強制挿入 

  このプロセスはｓｅｇ＿ＦＰＭセルにのみ適用可能である。 

付録図２－２／ＪＴ－Ｉ６１０は、挿入要求とｓｅｇ＿ＦＰＭセルの実際の挿入の関係が“非強制挿入”

プロセスの場合を示す。最後のｓｅｇ＿ＦＰＭセルセルが転送されてから，Ｎ個のユーザセルを受信した後、

挿入要求が発生する。この図では事象Ｎ°１，３および５は挿入要求が発生した時刻を示し、事象Ｎ°２，

４および６がそれに対応する、実際に挿入される時刻を表している。 

事象Ｎ°２は“通常”挿入、すなわち最初の空きセル位置の挿入要求に対応している。 

事象Ｎ°４と６は、“遅延”挿入に対応し、挿入は、挿入要求の後の最初の空きセル位置で実行される。 

  結果として，ブロックサイズは原則として制限されず、平均ブロック長はＮセル，またはそれ以上となる。 

 

 

挿入後の

セル

フロー

実際の挿入

挿入要求

ユーザ

セル

ＦＰＭ ＦＰＭ ＦＰＭ

Ｎセル

1

6 2

35

ブロックＡブロックＢ

Ｎセル

4

 

 

付録図２－２／ＪＴ－Ｉ６１０  ｓｅｇ＿ＦＰＭセルの非強制挿入 

                      (ITU-T I.610) 

 

2.2 ＢＲセルに適用可能なプロセス 

  ＢＲセルは以下に示すプロセスの１つを使用して挿入することができる。 

 

2.2.1 強制挿入 

  本プロセスは、ｓｅｇ＿ＢＲセルまたはｅ－ｔ－ｅ＿ＢＲセルに対して利用される。 

  付録図２－３／ＪＴ－Ｉ６１０は、ＦＰＭセルの到着時刻と実際に逆方向に挿入されるＢＲセルの関係を

示す。ＦＰＭセルが正しく受信されてコンテンツが処理された後にＢＲセルの挿入が要求される。この図で

は事象Ｎ°１，３，および５はＢＲセル挿入要求が発生した時刻を示し、事象Ｎ°２，４，および６は，そ

れぞれの挿入要求に対応して実際にＢＲセルが挿入される時刻を表している。 

事象Ｎ°２は、“通常”挿入、すなわち挿入要求直後の，最初の空きセル位置への挿入を示している。 

事象Ｎ°６は、“遅延”挿入を示している。強制挿入は事象Ｎ°４により示されている。 

  この強制方法では，最大で２個のＢＲセルが連続して挿入される場合があることに注意すべきである。ま

た、ＢＲセルの強制挿入がＶＰＣ／ＶＣＣの同一方向のＦＰＭセルの強制挿入と一致する場合が考えられる。

本付録においては２つの強制挿入の優先順位については考慮していないが、この問題はＡＴＭ装置レベルに
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おいて解決する必要がある。 

 

1

ＦＰＭＦＰＭＦＰＭ

処理時間

2

3

強制挿入

ＢＲＢＲＢＲ

5

46

入力セルフロー

(ＡからＢへ)

ＢＲセル

挿入要求

実際のＢＲ

セル挿入

挿入後の

セルフロー

(ＢからＡへ)  

 

付録図２－３／ＪＴ－Ｉ６１０  ｅ－ｔ－ｅ＿ＢＲセルまたはｓｅｇ＿ＢＲセルの挿入方法 

            (ITU-T I.610) 

 

2.2.2 非強制的挿入 

今後の検討課題とする。 
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付録３  故障位置特定のためのセグメントＬＢセルの使用 
（この付録は、本標準にとって必要不可欠な部分ではない。） 

 

  本付録では、ＡＴＭレイヤにおける故障を特定するために，ｓｅｇ＿ＬＢセルを使用する方法に関して述

べる。伝送レイヤにおいて起こる故障は、物理レイヤのＯＡＭ手順によりその位置が特定化されるよう意図

されているが、その場合にも本付録の方式の適用が可能である。 

 

3.1 ＡＴＭレイヤで観測される故障タイプの記述 

  本付録では，以下の３つの主要な故障カテゴリーを考える: 

（Ａ）ＬＯＣ 

（Ｂ）誤ルーティング 

（Ｃ）意図されない接続枝 

  故障カテゴリー（Ｂ）と（Ｃ）は、ＶＰＣ／ＶＣＣの双方向に影響すると考えられる。片方向のＶＰＣ／

ＶＣＣの場合、逆方向ではＯＡＭセル（特に“返送”ｓｅｇ＿ＬＢセル）のみが運ばれる。 

  故障がないときには“正常な”セルフローは正しいＶＰＩ／VＣI変換によってＡからＢに転送されるよう

な場合、上述の故障カテゴリーはそれぞれ以下のケースに対応する。（付録図３－１／ＪＴ－Ｉ６１０を参

照） 

故障タイプ（Ａ） 

“正常”セルフローが遮断されている。ＡではユーザセルまたはＣＣセル（ＣＣセルが起動されている

場合）が存在しているが，ＢでユーザセルおよびＣＣセルの不在が確認される。 

故障タイプ（Ｂ）  

“正常”セルフローが誤ルーティングされる。セルはＡから（Ｂではなく）Ｃに転送される。 

故障タイプ(Ｃ1)  

“正常”セルフローがＡからＢへ転送されるが、“正常”セルフローのいくつかまたは，全てのセルが

複写されて、Ｃへ誤転送される。 

故障タイプ(Ｃ2)  

誤挿入セルが“正常”フローへ付加され、混在セルフローがＢで発生する（つまり，“正常”フローと

ＣからＢへのフローの混在） 
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A B

C  

注：詳細な故障タイプは、ネットワークエレメント（ＮＥ）構成，および特有の条件に依存する（例えば、

変換とルーティングテーブルの破損による片方向の誤ルーティング）。これらのケースの欠陥特定のた

めには、更なる解析が必要である。 

 

付録図３－１／ＪＴ－Ｉ６１０  ＡＴＭレイヤにおける故障タイプ 

                     (ITU-T I.610) 

 

3.2 セグメントループバックセルに適用可能なループバック方式 

3.2.1 シングルループバック方式の基本原則 

付録図３－２／ＪＴ－Ｉ６１０に示されるように、ｓｅｇ＿ＬＢセルはセグメント（特にセグメントエン

ドポイント）内の任意の送信点より送出され、ＬＬＩＤ値がＣＰＩＤ値と一致する１つのＣＰでループバッ

クされる。送信点とループバックポイントの間に故障が存在しない場合、送出された各ｓｅｇ＿ＬＢセルに

対して１個のｓｅｇ＿ＬＢセルが返送される。3.3.1.1 節に示されているように，段階的にＬＬＩＤ値を変

化させて“返送”ｓｅｇ＿ＬＢセルを監視することにより、タイプ（Ａ）またはタイプ（Ｂ）の故障位置を

特定することが可能である。 

 

セグメント

LLID = 'c', LI='1'

LLID = 'c', LI='0'

(a) (b) (c) (d)CPIDs

seg_LB 挿入

Seg_LB 抜去

および解析

seg_LB 廃棄

 
 

付録図３－２／ＪＴ－Ｉ６１０  シングルループバック方式の基本原則 

                   (ITU-T I.610) 

 

3.2.2 マルチループバック方式の基本原則 

  全て“０”ののＬＬＩＤ値を有する１つのｓｅｇ＿ＬＢセルがセグメントエンドポイントより送出され、

セグメント内の全てのＣＰでループバックされる（この場合のＬＬＩＤ値は“共通アドレス”である）。送

出された各ｓｅｇ＿ＬＢセルに対しては、ｓｅｇ＿ＬＢセル送信点と故障箇所の間のセグメント部分に存在

する各ＣＰにおいて、１個のｓｅｇ＿ＬＢセルが返送される（付録図３－３／ＪＴ－Ｉ６１０を参照）。

3.3.1.2節に示されているように，複数の“返送”ｓｅｇ＿ＬＢセルのＬＬＩＤ値を監視することによって、

タイプ（Ａ），（Ｂ），(Ｃ1)，(Ｃ2)の故障位置を特定することが可能となる。 
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セグメント

LLID = すべて '0', LI='1'

LLID = 'b', LI='0'

(a) (b) (c) (d)CPID

seg_LB 挿入

seg_LB 抜去

および解析 LLID = 'c', LI='0'

LLID = 'd', LI='0'

seg_LB 廃棄

 

付録図３－３／ＪＴ－Ｉ６１０  マルチループバック方式の基本原則 

                     (ITU-T I.610) 

 

3.3 ＶＰ／ＶＣレイヤの故障特定のためのセグメントループバックセル使用例 

3.3.1 ポイント・ポイントＶＰＣ／ＶＣＣの場合 

3.3.1.1 シングルループバック方式の使用 

  ノード 2においてタイプ（Ａ）の故障が発生している場合、シングルループバック方式を使ってその故障

位置の特定を行なうには、付録図３－４／ＪＴ－Ｉ６１０に示されている例では最低２つ（または３つ）の

ｓｅｇ＿ＬＢセルの送出が必要である。３回目のループバック試験により得られた結果によって、実際の故

障は，ＣＰＩＤ（ｃ）と（ｄ）の間、すなわちノード２内で発生していることがわかる。 

セグメント(a)/(f)

(a) (b) (c) (d) (e) (f)

ノード 3ノード 1 ノード 2

LLID = 'd', LI='1'

(a) (d)

1 : 失敗

(b) (c)

LLID = 'c', LI='0'

LLID = 'c', LI='1'

LLID = 'b', LI='1'

LLID = 'b', LI='0'

seg_LB (1)

seg_LB (3)

seg_LB (2)

2: 成功

3: 成功

ループ

バック

結果

ループ

バック

挿入

 

付録図３－４／ＪＴ－Ｉ６１０  故障タイプ（Ａ）に対するシングルループバック方式の 

             (ITU-T I.610)          使用例 
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  ノード２においてタイプ（Ｂ）の故障が発生している場合（付録図３－５／ＪＴ－Ｉ６１０を参照）にお

いても、前述の場合と全く同じ方法を使用して，シングルループバック方式による故障位置の特定を行なう

ことができる。しかし，得られる結果が故障タイプが（Ａ）と（Ｂ）では同一であるため，故障タイプ（Ａ）

と（Ｂ）の区別は，ノード２の実装に特化した非標準のＯＡＭ方式を使用しなくてはならない。 

 

セグメント(a)/(f)

(a) (b) (c) (d) (e) (f)

(r)

ノード 2ノード 1 ノード 3

(s)

 

付録図３－５／ＪＴ－Ｉ６１０  故障タイプ（Ｂ）に対するシングルループバック方式の使用例 

         (ITU-T I.610)           

 

  シングルループバック方式ではタイプ(Ｃ1)とタイプ(Ｃ2)の故障位置を特定できないことに注意すべき

である。 

 

3.3.1.2 マルチループバック方式の使用 

  本節においては示されていないが、タイプ（Ａ）とタイプ（Ｂ）の故障位置を特定するためにマルチルー

プバック方式が使用されることに注意すべきである。 

  ノード２においてタイプ(Ｃ1)の故障が発生している場合、マルチループバック方式を使用して故障位置

を特定するには、１個のｓｅｇ＿ＬＢセルを送出する必要がある。付録図３－６／ＪＴ－Ｉ６１０に例を示

す。１個のｓｅｇ＿ＬＢセルを送出した結果，７個の“返送”ｓｅｇ＿ＬＢセルが得られる。これらの“返

送”ｓｅｇ＿ＬＢセルのＬＬＩＤ値を解析することで、故障はＣＰＩＤ（ｃ）と（ｄ）の間，つまりノード

２内で発生していること、また，予期していない分岐がＣＰＩＤ（ｃ）と（ｒ）の間に存在することがわか

る。 
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セグメント(a)/(f)

(a) (b) (c) (d) (e) (f)

(r)

ノード 2ノード 1 ノード 3

セグメント

LLID = すべて '0', LI='1'

LLID = 'b', LI='0'

(a) (b) (c) (d) ... (e)
および (r)

LLID = 'c', LI='0'

LLID = 'd', ....'e' および 'r',  LI='0'

(f)

LLID = 'f ', LI='0'

ループバック

結果：

LLID =
'b', 'c', 'd',
'e', 'f ', 'r',

seg_LB

 

注 ：この例では、セグメント内外の全てのＣＰに対してＬＬＩＤオプションが使用されていると仮定してい

る。 

 

付録図３－６／ＪＴ－Ｉ６１０  故障タイプ（Ｃ１）に対するマルチループバック方式の 

          (ITU-T I.610)          使用例 

 

  ノード２においてタイプ(Ｃ２)の故障が発生している場合（付録図３－７／ＪＴ－Ｉ６１０を参照）も、

前述の方法を使用して，マルチループバック方式による故障位置の特定を行なうことができる。ＬＬＩＤ＝

全て“０”のｓｅｇ＿ＬＢセルを、ＣＰＩＤ（ａ）の代わりに、ＣＰＩＤ（f）より送出する。故障は双方

向に影響すると推測されるため、（ｆ）から（ａ）方向での故障は、故障タイプ(Ｃ1)となる。 

  両方のセグメントエンドポイントからマルチループバック処理を開始することにより，２つのセグメント

エンドポイント間の接続性の完全なチェックが行なえることに注意すべきである。 

 



 

ＪＴ－Ｉ６１０ - 92 - 

 

セグメント(a)/(f)

(f)(e)(d)(c)(b)(a)

(r)

ノード 2 ノード 3ノード 1

(s)
セグメント

エンドポイント

または別の

コネクション (t)

 

注 ：この例では、セグメント内外の全てのＣＰに対してＬＬＩＤオプションが使用されていると仮定してい

る。 

 

付録図３－７／ＪＴ－Ｉ６１０  故障タイプ（Ｃ２）に対するマルチループバック方式の 

             (ITU-T I.610)          使用例 

 

 

3.3.2 ポイント・マルチポイントＶＰＣ／ＶＣＣの場合 

  今後の検討課題とする。 
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付録 4  ＯＡＭ階層化レベルおよびそれらとＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８０５の機能モデルとの関係 
（この付録は、本標準にとって必要不可欠な部分ではない。） 

 

機能モデル（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３２６）において、トランスポートレイヤおよびＯＡＭレイヤのマネジ

メント処理は、トランスポート機能とよばれる部分に配置される（6.2.2 節を参照）。トランスポート機能

の配置は付録図４－１／ＪＴ－Ｉ６１０に示される。付録図４－１／ＪＴ－Ｉ６１０は図４－３／ＪＴ－Ｉ

６１０を拡張したものである。 

  付録図４－１／ＪＴ－Ｉ．６１０にＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３２６のトランスポート機能へのエンド・エンド

ＯＡＭ割り当てを示す。また，トランスポート機能へのセグメントＯＡＭ割り当てを、図５－１／ＪＴ－Ｉ

６１０を拡張した付録図４－２／ＪＴ－Ｉ６１０に示す。あるＣP がセグメントエンドポイントとして設定

されると、セグメントアダプテイション機能とセグメントトレイル終端機能がそのコネクションに含まれる。

セグメントトレイル終端機能はセグメントＯＡＭフローの生成および終端を行なう。 

 

VC
ﾚｲﾔ
ﾈｯﾄﾜｰｸ

VC
ﾚｲﾔ
ﾈｯﾄﾜｰｸ

ＶＣトレイル
ＶＣネットワークコネクション

ＶＰトレイル

ＶＰネットワークコネクション

ＶＣＬＣ ＶＣＬＣ ＶＣＬＣVCSC VCSC F5
ｴﾝﾄﾞ･
ｴﾝﾄﾞ

ＶＰＬＣ ＶＰＬＣ ＶＰＬＣVPSC VPSC F4
ｴﾝﾄﾞ･
ｴﾝﾄﾞ

サーバレイヤネットワークトレイル（ＳＤＨ、ＰＤＨ．．．）

トレイル終端機能（ITU-T勧告G.805/I.326参照）

アダプテーション機能（ITU-T勧告G.805/I.326参照）

コネクションポイント（ITU-T勧告G.805/I.326参照）

VCLC バーチャルチャネルリンクコネクション（ITU-T勧告G.805/I.326参照）

VCSC バーチャルチャネルサブネットワークコネクション（ITU-T勧告G.805/I.326参照）

VPSC バーチャルパスサブネットワークコネクション（ITU-T勧告G.805/I.326参照）

VPLC バーチャルパスリンクコネクション（ITU-T勧告G.805/I.326参照）

 

 

付録図４－１／ＪＴ－Ｉ６１０  Ｆ５、Ｆ４ＯＡＭ階層化レベル、およびそれらとＩＴＵ－Ｔ      

(ITU-T I.610)         勧告Ｉ．３２６ＡＴＭトランスポート機能との関係 
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ＶＰトレイル

トレイル終端機能（ITU-T勧告G.805/I.326参照）

アダプテーション機能（ITU-T勧告G.805/I.326参照）

コネクションポイント（ITU-T勧告G.805/I.326参照）

VCLC　バーチャルチャネルリンクコネクション（ITU-T勧告G.805/I.326参照）

VCSC　バーチャルチャネルサブネットワークコネクション（ITU-T勧告G.805/I.326参照）

VPSC　バーチャルパスサブネットワークコネクション（ITU-T勧告G.805/I.326参照）

VPLC　バーチャルパスリンクコネクション（ITU-T勧告G.805/I.326参照）

ＶＰネットワークコネクション

ＶＰＣセグメントＡ
ＶＰＣ
セグメントＢ ＶＰＣセグメントＣ

F4
ｴﾝﾄﾞ･
ｴﾝﾄﾞ

F4
ｾｸﾞﾒﾝﾄ

ＶＰＬＣ ＶＰＬＣ ＶＰＬＣVPSCVPSCVPSC

 

 

付録図４－２／ＪＴ－Ｉ６１０  ＶＰＣセグメントの配置例、およびそれらとＩＴＵ－Ｔ勧告 

(ITU-T I.610)         Ｉ．３２６ＡＴＭトランスポート機能との関係 
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付録５  セグメントＣＣセルにおけるＩＤの使用 
（この付録は、本標準にとって必要不可欠な部分ではない。） 

 

  本付録は、ｓｅｇ＿ＣＣセルにおけるソースＩＤの可能な使用法についての情報を示す。ＡＴＭレイヤの

接続性の検出など、実際の応用例を示すことで本機能の有用性を実証する。 

 

5.1 基本的概念 

  ＡＴＭレイヤでの誤設定により、セル流の第三者への誤送信または複数の送信点からの予定外のセルマー

ジが発生した場合には、オペレータがこれらの障害を迅速に検出できることが重要である。 

  オペレータはコネクション設定の時点にある限定された特殊なアウトオブサービス試験を実行して接続

性確認を行なうことができる。顧客に対してコネクション接続を行なう前の接続保証用には，特にＬＢセル

を使用することができる。しかし、それ以降は，オペレータは接続障害を検出するためにインサービスのツ

ールに頼る必要がある。インサービスでの接続性故障の検出が不可能であると、オペレータは顧客から故障

通知を受けることとなるが、これは望ましくない。 

  本標準では、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３５６に従って、セル転送性能のインサービス評価用のＦＰＭセルとＢ

Ｒセルを定義する。この方法は、例えば物理レイヤの擾乱による障害もしくは輻輳によるセル損失を検出す

るのには適しているが、ＡＴＭレイヤの接続障害検出には最適化されていない。実際のところ、ＰＭツール

では、例えばある種の誤ルーティング、例えばセルフローの第三者への誤送信などの検出は行えない。 

  ＰＭの代わりにＣＣセルを使用することができる。しかし、通常のＣＣセルのペイロード情報で運ばれる

情報はなく、誤接続の検出を行なうことはほとんどの場合不可能である。そこで、ＣＣセルにＩＤを付与し

て効果的なパストレースを行い、インサービスでの強力な接続障害検出手段とすることが提案されている。

ＩＤの使用により関連するセグメント送信点が明確に示される。 

 

5.2 障害条件 

  例えば、予期しないＩＤを有するＣＣセルがセグメントエンドポイントに到着した時に備えて、ＬＯＣ障

害に加えて新たな障害が定義される。その新たな障害は、トレイスＩＤ不一致条件を同定するものであるが、

障害宣言を行なう前に障害状態の持続性をチェックする適切なアルゴリズムが必要となる。障害解除を行な

う際にも同様に持続性のチェックが必要となる。 

 

5.3 ＣＣＩＤの送信側／受信側機能 

  現状，ＣＣ機能の送信側機能と受信側機能は一対の機能として扱われる。つまり，セグメントＣＣを起動

すると，セグメントの受信側で自動的にＣＣ機能が起動される。しかし，ＩＤ付きＣＣに対しては送信側機

能と受信側機能を別々に扱う方法が提案されている。つまり、送信側セグメントでＩＤ付きＣＣを起動して

も、セグメントの受信側で入力ＣＣセル処理を行うとは限らない。これは以下の理由による。接続障害を検

出するには、例えば‘違反’セル流が誤って他のセル流にマージされた場合、ＩＤ付きＣＣは、その‘違反’

セル流内に存在している必要がある。つまり、障害の影響を受ける可能性のあるコネクションに関しての事

前の情報はないので、ＩＤ付きＣＣは（全てではないが）大多数のコネクションに対して起動されていなく

てはならない。しかし、受信側処理は‘重要な’コネクション、つまりオペレータが接続障害時に自動検出

を期待するコネクションのみに必要となる。従って、ここで述べた拡張されたＣＣについては，送／受機能

の分離を可能にしておくべきである。 

 

5.4 ＳＥＳＡＴＭ評価 

ＣＣ起動においては、ＩＤ付きＣＣ（オプション２に基づく）をＳＥＳＡＴＭイベントのインサービス評価
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用の付加的な入力として使用可能である。 

 

5.5 後方互換性 

  現状のＣＣセルは、機能特定フィールドのコーディングが未定義であるため、後方互換性に関する問題は

ない。 

 

5.6 スルーパスモニタリングのためのコネクション識別 

  現状、ＩＤ付きＣＣセルを有するコネクションにおいては、例えばスルーパスモニタリングのために、オ

ペレータドメイン内でコネクションの入／出力ポイントを迅速に識別可能な方法が存在する。 
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